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プロローグ　エロ画像焼き討ちの乱



“〝１０５５０件の画像ファイルを削除しました”〟



「ふおおおっ…………！」

　無機質な一行が表示されたノートＰＣの画面を前にして、金髪金眼の吸ヴア血ンパ鬼イア、クルス＝シルヴァスタインは声にならないうめき声を喉のどから迸ほとばしらせていた。

　俺おれの家。

　明かりを消した和室。

　その中央、二つの棺桶の間に肩身の狭そうな感じで座っているノートＰＣだけが唯一の明かりだ。

　時刻は夜７時。

　12月はじめの日の入りは早く、外はとっくに真っ暗だった。

　学校から帰って、さあ酢豚でも作るかと玄関に入ったとたん、血相変えて和室に飛び込むクルスを目撃し、通学カバンを玄関口に放り出して後を追った。

　その10秒後が今だ。

　ＰＣの画面に、クルスは釘くぎ付づけだった。

　その瞳ひとみは、大きく見開かれていた。

　びっくり、なんてもんじゃない。

　驚きよ愕うがく。

　愕がく然ぜん。

　たとえば放課後、教室のロッカーに忘れた体操服を取りに行ったら、友人と好きな娘こがキスしてた──

　それぐらいのハイレベルな驚愕ぶりだった。

　膝ひざがゆっくりと折れ、クルスはがっくりと畳に両膝をついた。

　続けて両手をつく。

　敗北のポーズ。

　和室にはクルスと、今来たばかりの俺おれと、もう一人がいた。

「いかがわしい画像など兄さまには必要ありませんっ！」

　ＰＣの横でぷりぷり怒っている吸血鬼兄妹の妹。

　シンクレア＝シルヴァスタイン。

　兄と同じ金髪金眼。

　子供のような背丈。

　整った顔立ち。

　黙っていればまるで精せい緻ちな西洋人形だ。

　……黙っていれば、な。

　シンクレアは怒っていた。

　すごくわかりやすい怒り方をしていた。

　ギン、と兄をにらみつけ。

　ネコみたいに毛を逆立て。

　ぷるぷる肩を震わせて。

　間違って手でも差し出そうもんなら噛かみ付きそうな勢いだ。

　クルスが水を求める老人のようによろよろとＰＣに手を伸ばす。

「し……シンクレア……これはいったい……？　ぼ……僕が３年と２ヶ月をかけてこつこつ集めたえっちな画像はいったいどこにいったの……？」

「兄さまのあほっ！　仮にも誇り高き吸血鬼の一員であらせられる兄さまが……あ、あ、あんないやらしい絵を……あんなに大量に……！」

「絵じゃない。絵じゃないんだよクレア。住む世界の次元が違うだけで、彼女たちはちゃんと生きてるんだ……！」

　俺は事情を察した。

　どうやらクルスがＰＣに保存していたエロ画像をシンクレアが見つけて、怒って丸ごと削除したっぽい。

　クルスは崩れ落ちたその姿勢で「どうして……どうしてこんなことに……」とぶつぶつ暗い声で呟つぶやいていた。

「クレア……ひとつだけ教えてくれるかい」

　少しして、ゆっくりと奴は顔を上げた。

「クレアはどうやってたどり着いたの？　僕のＰＣ迷宮の奥深くに潜んだ『C＼マイコンピュータ＼Program Files＼消去予定＼歴史＼ロマネスク様式についての考察＼資料＼239＼4117953＼Virus＼Warning＼Infected＼見ると爆発します＼引き返すなら今＼今すぐＰＣから離れてください＼クリックすると５０００万円請求＼やめて＼見ないで＼人権について＼良心について＼尊厳について＼本当に見るの？＼もう無理＼いやあ＼あばばばば＼ｋｊｆｋｄｓおかｊｓｄこあじぇ＼いつまでも抜いていける二次エロ画像』に？」

「ｊｐｇで検索しました」

「卑ひき怯よう者もの！」

　クルスの両目からびょっと涙が飛び出た。

　ヤクザにゼニをむしりとられた主婦みたいな訴えぶりだった。

「うう……あんまりだ……」

　うつむいて、クルスはそっと目元をぬぐう。

　え？　泣いてるのか？

「ク、クルス？」

「……でも、しょうがないことなのかもしれないね」

　クルスはまたゆっくりと顔を上げた。

　微笑ほほえんでいた。

　さっきと一転して、すべての罪を許す慈母のような優しい微笑みだった。

「運命がさ、もうエロ画像なんて集めるなって言ってるのかもしれないね。そう思うことにするよ。何事も前向きにいかないとね」

　キラキラキラ……。

「クレア、僕の目を覚ましてくれてありがとう。僕はこれから生まれ変わるよ。新しい僕になる。どんなことが起こっても、いつも笑える僕になる」

　キラキラキラ……。

　おお。

　なんだ。意外と大人なとこあるじゃないか。

　宝物に匹敵する画像を消されて、俺おれはまたてっきり奴が怒り出すのかとばかり思ってたんだが……。

　まさか怒るどころか礼を言うとは。

　意外なクルスの言動に俺はちょっぴり感心していた。

　だが。

　シンクレアは違った。

　眉まゆ一つ動かさなかった。

「そうですか。それはよかったです」

　すげなく言って、踵きびすを返す。

　お、おい、さすがに冷たくないか？

　せっかく兄があんな態度取ってくれてるんだからもうちょっと折れてもよさそうなのに……。

　だが、冷たい態度の理由はその直後判明した。

　立ち去り際。

「兄さま」

「なんだい？」

「そこのポータブルＨＤとgmailとSkyDriveと金庫サーバーに置いてあるバックアップファイルもすべて消去しておきましたから」

「……へ？」

　ぱたん、とドアが閉まり。

「…………」

　クルスはポータブルＨＤを確認した。

　gmailの受信トレイを確認した。

　HotmailのSkyDriveを確認した。

　金庫サーバーを確認した。









　三日間寝込んだ。



    

  
    
      
第一話　夢とバイトとショットガン



「バイト、始めました」



　エロ画像焼き討ちの乱から数日ののち、クルスの口から発せられたのは、そんな思いも寄らない言葉だった。

「バイト……って」

　録りだめした映画を見ながら早めの夕メシを食っていた俺おれは、酢豚のニンジンをほおばりながら尋ねた。

「……何かのアニメのセリフか？」

「違うよ！」

　クルスはコタツの向こう側で手足をバタバタさせた。

　今は夕方４時。

　日没にはまだ若干早いので、吸血鬼兄妹のために家じゅうのカーテンを閉めきって蛍光灯をつけている。

　兄妹からしたら早朝の感覚なんだろうが二人ともばっちり起きていて、ちなみにシンクレアは２階の俺のＰＣで何か調べ物をしていた。

「本当なんだ。おととい面接受けてきてきのう採用の連絡が来たんだ。今日から来てほしいって」

「え？　ほんとにやるのか？　バイト？」

「ほんとだって！　時給１０００円！　交通費支給！　今日夜６時から出勤！」

「へえ～」

　俺はクルスの顔をまじまじと見つめた。

　笑顔なのはいつものことだが、どこかしら遠足の前日のようなウキウキ感がある。

「それで職種は？」

「触手？」

「触手はもういい！」

　獅し子しの穴あなの店内で、大声で俺の名前とセットで呼ばれたトラウマが蘇よみがえった。

「あ、仕事のことね。そうそう、よくぞ聞いてくれました！」

　ブイ、と右手を突き出し、

「獅子の穴アキハバラ店！」

「おお……」

　なんとなくそっち方面な気がしてたが、ど真ん中の剛速球で来たな。

　しかし、アキハバラか。

　ちょっと遠いな。

　電車で早くても45分だ。

「カズマ。お願いがある。これから話すことはきみの胸の中だけにしまっておいてほしい。クレアには言わないでくれ」

　クルスの瞳ひとみは輝いていた。

　それは野望に燃える挑戦者の瞳だった。

「このクルス＝シルヴァスタインには夢があるッ！」

　熱気が波紋のように部屋中に広がっていく。

「かつて僕は王だった。あのノートＰＣの中でえっちな女の子と好きなだけいちゃいちゃする、２Ｄ限定ハーレムの王だった」

「……なんかここまで開けっぴろげに言われると逆に微笑ほほえましいな」

「ちなみに右大臣は“〝リニアレールガン”〟の真ま琴ことちゃんで左大臣は“〝じゅうていおん”〟の咲さきちゃんだった」

「聞いてねえよ」

「真琴ちゃんは話しかけるだけで怒ってくるからコミュニケーションを成立させるのも一苦労なんだけど、咲ちゃんは自分から進んで僕の膝ひざの上に乗ってくる甘えんぼさんなんだよね」

「ますます聞いてねえよ」

「けれど、そんな僕の美少女王国は一夜にして滅ほろんだ。そう、まさに古代アトランティス帝国のようにね」

　クルスはトロフィーでも掲げるように手のひらを天にかざした。

「けれど……それがなんだ！　僕はまだ生きている！　敗北は終わりじゃない。僕がえっち画像収集を諦あきらめない限り、僕の王国は何度でも蘇よみがえるのさ！　そう、まさに古代アトランティス帝国のようにね！」

　……アトランティスってたしか滅んだままだったよな。

「野望はわかったけどさ、それがバイトとどう繋つながってくるんだ？」

「簡単なことさ。美少女王国を手に入れようとするなら、美少女が身近な環境に身を置いた方がいいだろう？」

「……納得しました」

「挫ざ折せつを経験したときにこそ、その人の真価が問われるんだ。どこかのアメフト監督が言ってたよ。

　一流の選手はあらゆる努力を払い速やかに立ち上がろうとする。

　二流の選手は立ち上がるのが少しばかり遅い。

　そして敗者はいつまでも横たわったままである。

　……ってね。僕は……一流でいたい……（きらきらきら……）」

「かっこいいこと言ってるけどお前それただのエロ画像収集だからな！」

「カズマ、職業に貴き賎せんはないって教わらなかったかい？」

　職業。

　エロ画像収集家。

「そんな職業あってたまるか！」

「ひどいな。夢に向かって新たな一歩を踏み出した友人にかける言葉がそれかい？」

「夢がどうかしたのですか？」

「「うわっ！」」

　シンクレアがいた。

　いつの間に。

「？」

　俺おれたちの反応を見て小首をかしげるシンクレア。

　どこまで聞いてたんだ？

　あんまりわかってないみたいだから大丈夫だと思うが……。

　シンクレアはさも満足げにうんうんと頷うなずいた。

「兄さまには夢があるのですね。すごいですっ。誇り高き吸血鬼の一員たるもの、夢や野望のひとつぐらい持っていなくてはいけません。……ところで兄さまはどんな夢をお持ちなのですか？」

「…………」

　クルスは黙りこくった。

　お前に滅亡させられた２Ｄ美少女王国の再さい興こうです。

　言えない。

　言えないよ。

　クルス（ｏｎ崖がけっぷち）は汗をかきかき苦笑いを浮かべ、

「い、いやあ……あはは……そんな、ひけらかすようなもんじゃないよ……」

　とかわそうとするが、熱意あふれる妹がそれを許さない。

「何をおっしゃます兄さま！　夢は胸にしまっているだけでは実現できません！　熱意を持って語り、多くの人に応援されてこそパワーとなるのです！　それで？　どんな夢ですか？　ドラキュラ伯はく爵しやくのような吸血鬼になること？　１０００を超える吸血鬼軍団の結成？　それとももっと規模を大きくして、ヨーロッパを追われた吸血鬼ノスフエラトウ王国の再興？」

　どれも違います。

　２Ｄ美少女王国で、よりどりみどりのハーレムを作って永遠にイチャイチャすることです。

「さあ、さあ、さあ兄さま！　私にその壮大な夢を聞かせてくださいっ」

「えぅぇ……」

　クルス、ぴんち。

　さあどうする。

　つっと頬ほおを伝った汗を拭ぬぐって、クルスはえへら、と笑った。

「い、いやね、僕は大きくなったらドラキュラ伯はく爵しやくみたいな立派な吸血鬼になる！　っていう夢をね、その……」

　とっくに大きな大人になってるクルスの大ウソを、シンクレアはまんま信じ込んでしまったらしい。

「すばらしいです兄さま！」

　すかさず兄の元にすりより、その手をガッと掴つかんで、

「兄さまはやればできる子だと思っていました！」

「あ、あは、ははは……」

　汗をかきかき苦笑いを浮かべ、助けを求めるように俺おれを見るクルス。

　俺はそっと視線を外して我関せずの態度。

　へんに首を突っ込んで巻き添えになるのはゴメンだ。

　とそこに、



「カズくぅ────────んっ！」



　急にリビングのドアがばたーんと開いて、俺のご近所さん、星ほし村むら雫しずくが俺に飛びついてきた。

「ぐあっ!?」

　ずべたーん！

　まともにタックルを食らった俺は、勢いよく床に押し倒された。

「カズくんカズくんカズくぅ～～んっ！」

　ロングストレートの黒髪が俺の顔にかかる。

　デカい犬みたいにすりすりしてくる。

　黙っていれば大和やまと撫なで子しこそのものの雫は、その清せい楚そそうな見た目とは違ってよくしゃべりよく動きよく食う健全の見本みたいな女の子だ。

　がっちりマウントをとられているようで、俺は大の字のまま動けないでいた。

　雫は一応これでも法王庁ヴアチカンの裏の顔、国務省秘跡局Substitutes for Sacramentum Affairs──通称ＳＳＡに所属しているシスターだ。

　シスター。

　そう呼ばれているものの、実際はそんなおしとやかなモンじゃない。

　こいつの仕事は悪魔憑つきやら吸血鬼やらといった人間に仇あだなす存在を狩る、いわゆる始末屋スイーパーだ。

　バケモノたちにしてみたらさぞかしおっかない存在なんだろうが、俺の前ではいつもただのじゃれワンコなのであまりピンとこない。

「ごめんねごめんね何も言わずに留守にしてっ。あれから急に目標ターゲツトを護送して本部までこいって言われて法王庁ヴアチカンまで行ってきたのー！　二日で帰ってきたあたしを褒めてー！　はいほっぺたペロペロ～！」

「…………」

「あれ？　ほっぺたペロペロは？」

「しねえよ」

　どこの犬だよ俺おれは。

　そんな俺らを目まの当たりにして、シンクレアが何かおぞましいものでも見るように言う。

「い……いつもそんなことをしているのですか……？」

「してねえよ！　してないからな！　雫しずく、お前も何か言ってくれ！」

「毎日ペロペロしています（キリッ）」

「やめろォ──ッ！」

「い、いやらしい……！」

　シンクレアの目つきがどんどんケダモノを見るときのそれになっていく。

　まずい。このままじゃ俺は雫の頬ほおにペロペロするのを日課とするアブノーマルな性癖の持ち主という設定になってしまう。

「お、俺、ちょっと飲み物買ってくる！」

　誤解を解くのももちろん大切だ。それはわかってる。

　けど、とにかく今はシンクレアの目から逃れたかった。

　ばたばたもがいて雫のマウントから抜け出す。

　立ち上がり、コタツの上においてあった財さい布ふをジャージのポケットにねじ込む。

　ダッフルコートに袖そでを通して、「じゃ！」

　シンクレアの生ゴミを見るような目を見ないふりして、そそくさとリビングを後にする。

　そのへんのコンビニで時間を潰つぶそう。

　そしてほとぼりが冷めるのを待とう。

　スニーカーを履いて、外に出た。

　外はすっかり真っ暗だ。

　街灯の明かりがぽつんと周囲を照らしている。

「うー、寒……」

　ドアを閉め、一歩を踏み出したそのときだった。



　ガチャコッ。



　銃口が出現した。

　目の前に。

「……な？」

　巨大な銃口。

　真っ白な長い銃身。

　これは……ショット……ガン？

　なぜ？

　それを片手持ちで俺おれに突きつけているのは、小さな女の子だった。

　その姿を一目見ただけで、俺は震え上がった。

　殺気じみた恐ろしいオーラが、彼女の体から立ち上っていた。

　背中まで伸びたくしゃくしゃの赤髪。

　雫しずくが着るような丈たけを切りつめた修道服。

　それらにまるで不釣り合いなごつい黒ブーツ。

　すさまじい眼光が俺を射抜く。

　明らかに素人の目つきじゃない。

　射い殺ころしそうな目で俺をにらんだ後、彼女は口を開いた。



「シズク＝ホシムラはいるか？」



    

  
    
      



    

  
    
      
第二話　はぢめてのゲーセン



　拝啓　お母様



　お元気ですか。

　俺おれは風邪も引かず元気でやっています。

　成績は今のところ良好。このままいけばそこそこのところに進学できそうです。

　そうそう、こないだ親父のつてで吸血鬼兄妹がやってきました。

　まったく不意打ちで来たから、最初はずいぶん戸惑ったけど、接しているうちにだんだん慣れてきて、今はそれなりに仲良くやっています。

　ところで俺は今、年端もいかない小さな女の子にショットガン的なものを突きつけられています。

　この国では銃刀法違反間違いなしの立派な実銃で、それを向けられている俺といったら彼女の機嫌ひとつでハートが物理的にブレイクされそうな気配です。

　日本ではショットガンを持ち歩いたり人に向けて構えたりしてはいけないということを、彼女の機嫌を損ねないようなやり方で教えてあげられる人をご存じありませんか。

　もしご存じであれば至急、３秒以内に紹介してください。

　俺の命の火は今、線香花火よりもか細くなっていますので、ぜひともよろしくお願いいたします──



　……うわっ。

　思わず現実逃避しちまった。

　逃避したあとも、俺のアゴにどう見てもショットガンにしか見えない筒が突きつけられている事実は変わらなかった。

「ＳＳＡメッサーシュミット隊隊長、ギラ＝メッサーシュミットだ」

　銃口を俺のアゴにごりごり押し当てながら彼女は名乗った。

「は、はい」

　頷うなずこうとするが銃がつっかえて頷けない俺。

　ＳＳＡの隊長。

　てことは雫しずくの仕事仲間だ。

　上司か？

　そんな人が俺に銃を突きつけてるなんて……雫、何やらかしたんだよ！

「シズク＝ホシムラについて質問する。隠し事は双方にとって好ましくない状況を招く。意味はわかるな？」

　ぐりぐりっ。

　痛い！　金属痛い！

「は、はいっ！」

　怖ええ。

　こんなの、ただの脅迫だ。

　ちょっと機嫌を損ねただけで気まぐれに引き金を引かれそうな気がして、俺おれは生きた心地がしなかった。

「法王庁ヴアチカン特務No.９００１０５５５対象者、カズマ＝アラキだな？」

「そ、そうです」

　番号は自信ないけど。

「シズク＝ホシムラがこの家にかくまわれているという情報を得た。それは確かか？」

「かくまうって……」

　なんだよそれ。

　ふつうに帰ってきただけだろ。

　雫しずく、脱走でもしたのか？

「い、いることはいるけどかくまってなんて……」

「良し。後ろを向け。手を頭の後ろで組め。シズクのいるところまで案内してもらう」

　断れる雰囲気じゃなかった。

　俺は言われたとおりにし、家の中に彼女を案内した。

　くそう……どうしてこんなことに……。

「あの、雫が何か問題でも……？」

「服務違反だ。休暇届の申請が受じゆ理りされる前に休暇を取りおってな」

「へえ……」

　って、それ、他人の俺に銃を突きつけるほどのことなのか？

　ともあれ俺に選択肢はない。

　リビングに顔を出す。

「雫～。なんか、知り合いの人がお前を……」

　いなかった。

　室内はクルスとシンクレア、二人きりだった。

　二人ともびっくりしたように目を見開き、窓の方を見つめている。

「クルス、雫は？」

「……飛び出してった」

　リビングの窓はひとつ開けっ放しになっていて、真っ暗な外から入ってきた風がカーテンをなびかせていた。

「玄関でカズマが誰だれかと話してたでしょ？　シズクそれ聞いたとたん、びくぅってなって、すごい勢いで窓開けて飛び出してったんだ」

　てことは……逃げた、のか？

　このギラって人から？

「カズマ、誰だれが来たの？」

　その質問はとりあえず置いといて、俺おれは後ろに振り返った。

「すみません、雫しずく、ちょっと出てったみたいで………………あれ？」

　後ろには誰もいなかった。

　影も形もなかった。

「……隊長さん？」

　どこ行ったんだ？

　二人続けて消えるなんて。

　えーと……。

　とりあえず、窓閉めよ。

　開けっ放しだと部屋の中が一気に冷えてしまう。

　窓に手をかけ、閉めようとした、次の瞬間。

　ぬうぅっ。

「──うわあ！」

　窓の外の暗くら闇やみから、いきなりギラが姿を現した！

　だんっ。

　ごついブーツで平然とリビングに踏み入る。

　右手に真っ白なショットガン。

　左手に雫の身体を引きずって。

「ふん。この私から逃げられると思ったか」

「あうう……」

　逃げたのか。やっぱり。

　どさっ。

　襟えり首くびをネコ掴づかみされた雫が、リビングの床に投げ出される。

　ごろりと横たわった雫は、いつもの元気な雫じゃなかった。

　それどころか、この世の終わりみたいな悲ひ愴そうな顔をしていた。

「あぁ……さよならニッポン……」

　ううん……自分の置かれた状況がよぉーくわかってるみたいだな。

　まあ、逃げた時点ですでに後ろめたいことがあったってことだもんな。

　ほっぺたペロペロとか言ってる場合じゃない。マジで。

　しかし……よく捕まえられたな。

　雫ってたしか、ＳＳＡの中でも最強に近いんじゃなかったっけ。

　その雫をあっさり捕まえて引きずってくるなんて、並大抵の人間じゃない。

　だん！

　転がった雫しずくの顔のすぐそばにブーツが踏み下ろされた。

「ひいっ！」

「立て」

「はいっ！」

　雫はすぐさま跳ね起きて、びしっと背筋を伸ばした。

　おお……。

　まるっきり軍隊だな。

「一応訊きいておこう。シズク、なぜ許可が下りる前に帰国した？」

「だ、だってぇ……隊長がいたらゼッタイ申請はねられるじゃないですかぁ……」

「ふむ。だから私の許可サインを待たずして逃亡した、と？」

「えへへへ……さすがの隊長でも、もう帰国しちゃってる人までわざわざ追いかけてったりしないんじゃないかなー……って。渋々でもサインしてくれるんじゃないかなー……って……」

「なるほど。それで現状はどうなっている？」

「あうぅ……あたしが間違ってましたぁ……」

「まったくだ。お前を半年間シゴき倒した私にまだ“〝渋々部下の勝手を呑のむ”〟ような甘っちょろさを期待していたとは驚きだな」

「ごめんなさぁい……しくしく……」

「ＳＳＡは法王庁ヴアチカンの持てる唯一の対魔用武力、ロンギヌスの槍やりだ。この世にバケモノどもがはびこる限り、我々に安息など訪れんと知れ」

「いやあぁ……」

「ほぉう……そんなに休暇が欲しいか？」

「え？　ほ、欲しいですよもちろん……でも言ってもくれないのわかってるしぃ……」

「そうかそうか」

　にぃ、とギラは笑った。

　嫌な予感のする笑みだった。

「ではこういうのはどうだ？　日本での休暇は難しいが、中国でなら許可してやるぞ？」

「はへ？」

　目をぱちくりとさせる雫。

　ギラはにやにやと不穏な笑みを頬ほおに刻み、続けた。

「二日前、上海近くの片かた田舎いなかで墓荒らしがあったらしい。お宝狙ねらいの山賊の仕業ならいいがどうも妙でな。金目の物ならまだしも、安置されている死体──ミイラが消えているというのだ。そこで現地調査の必要性が生じた」

「そ、それって仕事じゃないですか！」

「ははは。何を言う」

　ギラはわかっていないなとでも言いたげな顔をして、わざとらしく続けた。

「休暇を取得したシスターが偶然中国に旅行に行き、たまたま現地で怪しい墓地を発見して、ほんの興味本位で調査をしてみるだけだ。何かおかしな点があるか？」

「そ、それ、タダ働きの上、旅費まであたしが持つってことですよね!?」

「ははは。だから休暇だと言っているだろう」

「お、オニ！　アクマ！　ブラック企業！」

「────」

「────！」

　……大変だな。働くって。

　ちょんちょん。

　俺おれの肩をシンクレアがそっとつついた。

　青ざめた顔で、ひそひそ俺に尋ねてくる。

「か、カズマ、あの人は……？」

　ギラを指さす。

　俺もひそひそ答える。

「俺もよく知らないけど、雫しずくの上官らしい」

「えす、えす、えー？」

「だろうな」

「な、名前は？」

「ギラ……なんだっけ？　メッサーなんとか」

「メッサーシュミット？」

「それそれ」

「…………」

　シルヴァスタイン兄妹は揃そろってガギギギと動き、真まっ青さおな顔を見合わせた。

「兄さま……メッサーシュミットって……」

「……ＳＳＡで一番ヤバい人の名前じゃなかったっけ？」

「“〝爆撃手ボム・エイマー”〟のあの人ですよね？」

「そ、そうそう。狙ねらわれたが最後、骨も残らないっていう……」

「危険度は……」

「“〝戦略級ＳＣ”〟」

「……最高ランクですよね？」

「うん。出会ったら国を捨てて逃げるレベル」

「……………………」

「純血種ブラツク・フアミリーズの本拠地、ブロッケン山をたった一人で制圧したの、あの人」

「…………」

「…………」

「…………」

「僕、ちょっとバイトが」

「待ってくださいっ！」

　ガシッ！

　一人で逃げようとする兄に、妹が必死で追いすがる。

「悪魔！　こんな危険地帯に私を置き去りにしていくなんて！」

「ホントだよ！　今日バイト初日なんだって！　初っぱなから遅刻とかダメでしょ？　社会人として！」

「バイトと妹の命とどっちが大切なんですかっ！」

「僕が行かないとバイト先に迷惑がかかるんだ……」

「私が代わりに行きますっ！」

「ダメダメ絶対ダメッ！　ほらクレアは人見知りするから客商売は難しいと思うよ？」

「兄さまの常識知らずの方が働く上では致命的ですっ！」

「なっ、何が常識知らずだよ！　城に引きこもってばっかりでロクに外の世界知らなかったくせに！　こないだまでトイレの男女マークも知らなかっただろ！」

「うっ……。に、兄さまだって同じようなものですっ！　日本の首都は第３新東京市だってずっと思ってたくせに！」

「クレアこそ日本のスタンダードファッションはゴスロリだって信じ込んでゴスロリばっかり買い込んでただろ！　マントの下は万年パジャマのくせに！」

　お互いの汚点を罵ののしりあう醜い争いがしばらく続いたあと、結局クルスが追いすがるシンクレアを振り切り、バイトバイト連呼して逃走した。

「兄さま……」

　もみ合いの末逃げられた妹は、座り込んでしばらくはあはあ言っていたが、やがてガギギギと錆さびたオモチャのように俺おれの方を向き、ロボ読みで言った。

「思い出しまシタ。私もバイトがあったノデス」

　こいつ……。

　ウソがドヘタだな。

　けど、逃げなきゃいけない。

　多少不自然でもいい。とにかくこの兄妹をギラから引き離すのが先決だ。

　ここはシンクレアに合わせた方がいい。

「そうですヨネ。シンクレアさんもバイトでしたヨネ」

　なぜか俺までロボ読みになり、胡う散さん臭くさい会話が強引に成立。

「いってきマス。オ達者デ」

「ハイ。がんばッテくださいネ」

　バイトに行くとは到底思えない黒ずくめの着の身着のままで、シンクレアはギコギコと夜の街にさまよい出て行った。

　ま、まあ、とにかく逃げることができたんだ。ＯＫＯＫ。

　強引に自分を納得させ、トラブルの根源に目を戻す。

　ギラと雫しずくはまだ言い合いを続けていた。

　ん？

　言い合い？

　さっきはギラが一方的に話してたよな。

「ウソをつけ！」

「ウソじゃないです！　これは休暇じゃありません！　休暇を装った訓練なんです！」

「なんだと？」

「見てくださいこの分布。日本中に店舗……じゃなかった訓練場が設置されているんです。明日それをお見せします。このＶＥＧＡアキハバラ店で！」

　うん？

　なんか話がミョ～な方向に進んでるぞ？

　ＶＥＧＡってたしかゲーセンの名前だよな。

“〝ベ～ガ～♪”〟のＣＭでおなじみの。

　俺おれの視線に気づくと、雫はキッと俺の方を向き、

　とたとたとたっ。

　ガシッ。

　無言で俺の両肩を掴つかんだ。

　有無を言わせない勢いだった。

　雫は顔を伏せ。

　大きく、大きく息を吸って。

　ぼそり。

「もう後戻りできないの」

　ぼそぼそっ。

「日本のゲーセンがＳＳＡの訓練場に匹敵する対人外用特殊戦闘訓練場ＡＭＳＢＣだって言っちゃったの」

「ええっ？」

　ゲーセンが戦いの訓練場？

　どういうことだ？

「今さらウソだなんて言えない。バレたら半殺し。もうこれで押し通すしかないの」

「いやいやムリだろ」俺も小声で答える。「見た瞬間モロバレじゃねえか。ゲーセンぐらい海外にもあるだろ」

「大丈夫、絶対知らない。人狼ワーウルフの棲せい息そく地は全部頭に入ってても日常生活の知識ゼロだから。バナナの値段も知らない」

「ほんとかよ……」

「大丈夫、大丈夫、大丈夫……」

　自分に言い聞かせてるみたいだ。ちょっと怖い。

　あと、俺おれの肩を握る握力がさっきからハンパない。

「協力してくれるよねカズくん。あたしが半殺しにならないように協力してくれるよね……！」

　ゆっさ、ゆっさ、ゆっさ。

「お、おう……」

　事情がよくわからん上、具体的に俺が何をすればいいのか皆目見当もつかなかったが、とにかく俺に選択肢がないということだけはよくわかった。



　　　□■□■□



　翌朝。

　件くだんのゲームセンター、ＶＥＧＡアキハバラ店に俺たちは来ていた。

　ＶＥＧＡはゲームを少しでもやる人間なら誰だれもが知ってる有名企業で、ハードもソフトもたくさんリリースしてるが、一方でこういったゲーセンの運営もしている。

　ＶＥＧＡアキハバラ店は６階建ての建物で、１、２階はクレーンゲームやプリクラの筐きよう体たいが並ぶ女の子ゾーン。３階がメダルゲームで、４階から６階は格闘ゲームやレースゲーム、カードバトルゲームなどの男の子ゾーンだ。

　足を踏み入れた１階で、ＵＦＯキャッチャーに囲まれたギラは口を◇にしてしきりに周りを見渡していた。

「し、シズク、どうしてここはこんなにうるさいのだ？」

「え、えーとですね、その…………銃撃戦の轟ごう音おんの中でも冷静に思考する胆力を育成するためです」

　おおう……ちょっとムリヤリだろそれ……。

　けどギラはコロッと騙だまされて「ほぉ……」とか言ってる。

　きょろきょろ、きょろきょろ。

　こうやってると年齢相応の子供に見えるのな。

　クレーンゲームの並ぶ１階を素通りし、俺たち３人はエレベーターで４階に上がった。

　１階はキラキラと明るかったが、４階に来ると雰囲気が一変する。

　抑えた照明。

　真っ黒な壁。

　並んだ筐体のディスプレイだけが明るく浮かび上がり、プレイヤーはみな無言でボタンを叩たたいている。

　きゃあきゃあはしゃぐ女子なんかどこにもいない。

　格闘ゲーム。レースゲーム。シューティングゲーム。

　男の子ゾーン。

　戦いのゾーンだ。

「ここが訓練のもっとも活発なエリアです」

　雫しずくがマジメぶってギラを案内する。

　ギラが物珍しそうにキョロキョロ見回している。

「シズク、これはなんだ？　あれはなんだ？」

「はい、ひとつひとつ体験しながら説明します。まずはあれ──」

　雫がフロアの一隅をビシッと指さす。

“〝DEADMAN'Sデツドマンズ HOUSEハウス４”〟というゲームだ。

　大きな画面にはデモムービーが流れていて、そこでは集団で襲ってくるゾンビをサブマシンガンで撃ちまくっている様子が映し出されていた。

　いわゆるガンシューティングだ。

「見ていればだいたい何をするのかわかると思います」

　そう言って雫は黙った。

　言われた通り、じっとデモプレイを見つめるギラ。

　そういや、この手のゲームって俺おれが小学生のときからずっとゾンビばっかり相手にしてるよな。別に妖よう怪かいとかでもいい気がするんだけどな。ナマハゲＶＳ銃。ダメかな。

　ギラはしばらく黙って観察していたが、ふむ、と頷うなずくと、コントローラーの銃をひとつ手に取った。

「射撃訓練か。このサブマシンガンであの不死者ノスフエラトウどもを撃ち殺せばいいのだな？」

「そうです。やってみてください」

「了解Einverstanden」

　ギラはサッと銃を脇わきに挟んで固定した。

　背筋が伸びて、美しい立ち姿だ。

　ふつうこういうゲームで遊ぶときって胸の前で銃をだらんと構えてるもんだが、実戦だとこういう格好になるんだな。

　さすがＳＳＡの隊長。

　けど、こんな子供やだな……。

　ギラはしばらくそのままの姿勢をキープしていたが、いつまでもデモプレイが切り替わらないので、横目で雫に訊きいた。

「…………………………………………もう始まっているのか？」

「まだです。見てください。画面に“〝insert coin”〟って書いてありますよね。お金を入れないとプレイ、じゃない、訓練ができないんです」

「ほう……いちいちコインを入れるというのは一見非効率な気がするが……」

　言いつつもギラはポケットから財さい布ふを取り出して……って、おお、ネコのサイフだ。

　ピンクで丸い。

　はじめてのおつかいで子供が持ってるような可愛かわいらしいおサイフだ。

「１００円だな」

　そのおサイフから１００円玉を取り出すギラの姿が本当に小学生みたいで、俺おれはうっかり吹き出しそうになってしまった。

　そんな俺の脇わき腹ばらを、雫しずくがつんつんつつく。

「可愛いでしょあれ」

「ちょっ、似合いすぎだろ」

「あたしがプレゼントしたの。前にＵＦＯキャッチャーで取ったやつなんだけどね」

「本人はわかってて使ってるのか？」

「んー、可愛いっていう価値基準がそもそもない人だからねぇ……有用であれば使うって感じ？」

「身も蓋ふたもねぇな……。そもそも有用なのかよあのコドモサイフ」

「有用なんじゃない？　首からかけられるし」

「そこ？」

　俺らの会話を尻しり目めに、ゲームが始まった。

　主人公の男女がビルの中で無線が通じないとか話している。閉じこめられてるらしい。

　そこにドアを破ってゾンビがゾロゾロ侵入してくる。ゲーム開始だ。

　ギラは瞬きもせず銃を向ける。



    

  
    
      



    

  
    
      　タタタッ。タタタッ。タタタッ。タタタッ。

　次々とゾンビが倒れていく。

　初心者とは思えない流りゆ麗うれいさだ。

　正確な動作で確実にヘッドショットを決めていく。

　ちなみに頭を狙ねらうのは正解で、他の部位を狙うより早く倒せる。

「シズク、弾が尽きそうだ。再装填リロードはどうする？」

「サブマシンガンを振ってください」

「振る？　こうか？」

　カチャッと音がして、残弾数が満タンに戻った。

「おお！」

　何か感動している。

　ときどき、

「反動がないと調子が狂うな……」

　とか、

「ええい、なぜ銀弾シルバー・バレツトを使わん……！」

　とか呟つぶやいていたが、攻略は驚くほど順調で、あっという間に１面のボスにたどり着いて危なげなく倒してしまった。

　すげえな。

　俺おれが初めてやったときは30秒でゲームオーバーになったぞ。

　そういや、あんときも雫しずくに連れられてきたんだっけな。

　ギラはその後も進み続け、ところどころでライフを削られながら２面のボスまでたどり着いた。

　場所はがらんとした地下鉄のホームだ。

　やってきた無人列車に乗り込む主人公たち。

　列車が動き出し、視点が背後に移り変わると同時──

　ザクッ！

　列車の天井からチェーンソーが深々と突き入れられた！

「っ！」

　反射的にギラが飛び退すさった。

　ひとっ飛びで３ｍは下がったが、そのせいでコードで繋つながっている１コンを落としてしまう。

「くっ！」

　慌てて拾いにいったが、時すでに遅し。

　２面のボス、チェーンソー男が画面を横薙なぎに切り裂いて、残りひとつだったライフはあっけなく消滅。

　You're dead.

　赤い文字が画面に踊る。

　ゲームオーバー。

　その画面を見ていた雫しずくが言った。

「不意打ちに驚いて武器を取り落としてしまうとは、まだまだですね」

　おおっと。

　手厳しいな。

　ギラはその言葉を不服と受け止めたようだった。

「あ、あれは武器を落としたのではない！　サブマシンガンがこの機械に繋つながれてしまっていただけだ！　し、仕方がなかったのだ……」

「突入前にはあらゆる状況を想定せよとおっしゃったのは隊長です！」

「クッ……」

　反論が出ないギラは、唇を噛かみしめてうつむいてしまう。

　その脇わきでガッツポーズを決める雫。

「き……気持ちイイ……！　あたしが隊長に向かって偉そうなこと言ってる……！」

　幸せそうだな。

　こりゃ普段からだいぶやられてたんだろうなあ……。

「……っと、いけないいけない」

　ぱちぱち、と小さく自分の頬ほおを叩たたき、雫は緩んだ表情をキリリと引き締めた。

「次はあたしがやります。見ていてください」

　最初からそうだったかのような険しさが、雫の目に宿っていた。

　１００円を投入する。

　ステージが始まる。

　ゾンビの群れが襲ってくる。

　けど、雫は何もしなかった。

　コントローラーすら持たなかった。

「!?」

　近づいてきたゾンビが大きく右腕を振りかぶって、ギシャッ！

　切り裂かれた。

　ライフが１つ減少する。

　それでも何もしない。

「シズク？　何をやっている!?」

　ギラが声を上げる。

　切り裂かれ、噛み付かれてどんどんライフが減っていく。

　残りライフはすぐに１になってしまった。

　あと一発食らえばゲームオーバー。

　無抵抗の間にゾンビはもう収拾がつかないぐらい増えていて、とても一人で倒せる数じゃなくなっていた。

　雫しずく、何やってんだよ──！

　──ちゃりんっ。

　もう一度、１００円を投入する音が響いた。

　雫が動いた。

　ジャキジャキン！

　雫が銃を抜いた。

　１コンと２コン、２丁のサブマシンガンを。

　ダラララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララ──

　嵐あらしみたいな連射だった。

　ゾンビの群れがすさまじい勢いでなぎ倒されていく。

　ものの数秒で、画面上からゾンビがきれいに一掃されてしまった。

　ガチャガチャッ。

　２丁を同時にリロードして、なおも撃ち続ける。

　二つの銃口から吐き出される弾丸は、敵をまったく寄せ付けなかった。

　１面ボスの巨人や、ギラがやられた２面ボスのチェーンソー男も楽々クリア。

　３面、４面、５面、そしてラスボスも余裕で倒してしまった。

　エンディングを見ながら、ふー、と息を吐いて、コントローラーを元に戻す雫。

「ん～、今日はちょっと調子が悪いかな～」

「なんだと……!?」

　ギラが驚きよ愕うがくしていた。

　そういや、１コンはずっとライフ１でやってたんだった。

　２コンのライフもぜんぜん減ってない。

　まるまる全面ノーダメージクリアかよ。

「すげえな雫。……ん？　雫？」

　全然振り返らないもんだから不思議に思って覗のぞき込んだら、雫は超ニヤけ顔だった。

「言っちゃった……超上手くいったのに見栄張っちゃった……隊長のあの顔……うふふふ……」

　すげえ幸せそうだった。

　妙な快感に目覚め始めてる。

　よっぽど普段抑圧されてたんだろうなあ。

　少しして振り返った雫は元のまじめくさった顔に戻っていた。

「あたしなんてまだまだです。このゲーセ……訓練場にはあたしより上手い人がたくさんいます」

　画面にはスコアランキングがスクロールで表示されていく。

　shizukuは31位だった。

「あ……あの技量でこの程度なのか!?」

　ギラはわなわなと震えていた。

「恐ろしい……！　ＳＳＡであれば全員第１階位クラスだ……！　こんな超人が日本には山ほどいるというのか……！」

　即刻スカウトしなければ、と呟つぶやいたあと、ギラは「他にはどんな訓練が？」と尋ねた。

「ひとつひとつ体験しながら説明します。まずは近接格闘術のイメージトレーニング」

　雫しずくは格ゲーのところにギラを案内する。

　道端ファイターJESSICA４。

　昔からシリーズがいくつも出ている人気ゲームだ。

　俺おれもちょっとは知っているが実際にプレイしたことはない。

「向かい合わせで対戦します。ここでは様々な格闘技のシミュレーションができます。たとえばボクシング」

　ギラを座らせて、ボクシングファイターのキャラを選択させる。

　そのあと雫は向かい側に着席し、

「たとえばスモウレスラー」

　顔に隈くま取どりをした力士を選択。

「ボクシングファイターとスモウレスラーという、本来ありえない組み合わせでの戦いがシミュレートできます」

「興味深い……」

　ふむふむ頷うなずくギラ。

　雫は口調こそマジメだが、口の端にはニヤニヤ笑いが浮かび、手元はウォームアップでレバーやボタンをカチャカチャやっていて、ギラをボコにする気まんまんだった。

　対戦が始まった。

　力士がいきなりミサイルみたいに頭からすっ飛んできた。

「なにッ!?」

　ガードも知らないギラはまともに食らってぶっ倒れる。

　手加減する気ゼロだ。

　スモウレスラーが信じられないほど身軽に空を舞う。

「くっ！　うがっ！」

　ダメージを食らうたびにギラが筐きよ体うたいの向かい側で唸うなる。

　結局初心者のギラはまったく歯が立たず、最後は力士が空中で物理的にありえない軌道を描いてボクシングファイターの上に落下し、Ｋ．Ｏ．

　当たり前みたいにパーフェクトゲームだった。

「うふふふ……バトルで隊長をボッコボコ……うふふふふ……」

　うわあ。

　よっぽど普段（略）。

　対戦では３勝すれば勝ち抜けになる。

　雫しずくは２戦目までパーフェクトで勝ったあと、今度は自分は無抵抗でギラに練習させ、結局ギラが３勝を取った。

　その後ギラはコンピュータと対戦し、一人目は勝ったが二人目で負けた。

「これは、たとえば吸血鬼との戦いもシミュレートできるのか？」

「この訓練ではできませんが違う訓練でならできます」

　二人はその後吸血鬼がキャラとして出てくる格ゲーを対戦。

　プレイが終わり、ギラは満足そうに息を吐いたあと、

「これを本国に持ち帰りたい。オーナーと交渉させてくれ」

　とか言い出したので、雫と二人で必死こいて言いくるめて止めた。

　企業秘密の技術が搭載されてて国外持ち出し禁止とかなんとか。

「ほぉ……なるほど……」

　ギラはあっさり納得した。

　ひょっとしたらちょっと頭の弱い子なのかもしれないと思った。

　次は戦術のシミュレートということで三さん国ごく志しのカードバトルゲームと麻マー雀ジヤンをした。三国志は雫が相手したが、麻雀は俺おれの出番で、ルールと役について簡単に教えてやった。

　その次はレースゲームで、雫は頭あた文まも字じＤというゲームでギラを６０００ｍちぎって圧勝した。

「うふふふふ……」

　よっぽ（略）。

　ギラは新しいゲームに触れるたびにやたら感動していて、勝っても負けても「ほお！　ほお！」と頷うなずいて目を輝かせていた。

　初めて触れるものばかりでなかなかエキサイティングな体験だったらしい。

　ゲーセンを出た頃ころにはすでに昼を回っていて、俺たち３人はきち野の家やのカウンターで遅めの昼食を取りながら話をした。

「すばらしい！　恐るべきレベルの高さだ！」

　牛ぎゆ丼うどんをスプーンでかき込みながら、ギラは興奮気味に語った。

「訓練中の若者を背後から観察していたが、あの中にはＳＳＡのトップに匹敵する反射神経の持ち主が数人いた！　訓練施設ＶＥＧＡは日本全国にあるのだろう？　ここだけで数人なら、日本中ではいったいどれほどの数になるというのだ!?」

「わかっていただけましたか？　あたしも休暇申請出しましたけど決してその、サボりたいと思って出したわけじゃなくて……そう、訓練のためだったんです！」

「うむもっともだ。あれではやむを得ん」

　そう言って頷いたギラを見て、グッと手のひらを握りしめる雫。

　大義名分、ここに完成。

　成功に気をよくした雫しずくは、牛ぎゆ丼うどんの味を好みに調整すべくビンの醤しよ油うゆをちゃっとかけ回し──

「私も日本に残る！」

　突然ギラさんがなんかおっしゃった。

「はへ？」

　雫の動きが止まった。

「私は確信を得た。ここでの経験は我々ＳＳＡにとって大いに有意義なものとなる！」

「隊長？」

「ＳＳＡの活動実績はここ数ヶ月頭打ちになっている。より優れた訓練メソッドを取り入れ、活動のさらなる強化を図ることは必ひつ須すだ！　雫、人類のため未来のために、ＶＥＧＡの手法や技術をヴァチカンに導入しようではないか！」

「え……ええ～!?」

　ガガ～ンとショックを受ける雫。

　牛丼にだば～と垂れ醤油。

　うまくいったと思ったら……。

　策士策に溺おぼれるの典型みたいな例だった。



　──ブルブルッ。

　そこで俺おれの携帯がメール着信を告げる。

　確認するとシンクレアからだった。

『バイト決まりました』

　ええっ!?

　あれ、本気だったのか？

　ギラから逃げるただの口実だと思ってたのに、まさかほんとにバイト見つけてくるとは……。

　…………。

　兄妹揃そろって学生みたいな吸血鬼だな。



    

  
    
      
第三話　隊長といっしょ



　あれからギラは雫しずくの家に住みつき、よく雫と連れだってゲーセンへ繰り出すようになった。

　いや、連れだってという言葉はあまり正しくない。

　いくら雫の方が上手いといっても所しよ詮せん上官とヒラの関係。

　雫は逆らおうにも逆らえない。

　最近では下校時刻付近になるたびにうちの学校の校門付近で待っていて、雫を見つけては拉ら致ちっていくことを繰り返している。雫曰いわく、

「一回裏口から逃げたらね、オニみたいな形相で追っかけてきてね、えぐっ、えぐっ」

　さすが隊長。

　そして雫、大誤算。

　まあ、おかげさまでギラの腕はメキメキ上がっているらしく、格ゲーに限って言えば一人でラスボスまで行けるようになったとか。

　ということで今日も俺おれは無事帰ってきたが、雫はいつものようにさらわれてしまった。

「ただいま～」

　呼びかけると、廊下の奥から、

「ボラボラボラボラ」

　と声がした。

　合言葉だ。

　ギラが周りにいないときのみ、俺は正しい答えを返す。

「ボラーレ・ヴィーア」

　合言葉はクルスが決めたもので、意味は知らない。

　少しして奥の和室のふすまがすーっと開いてクルスが顔を出す。

「そろそろヴァチカンに帰った？」

「いや、まだ」

「そっか……」

　露骨に肩を落とすクルス。

「なあ、この合言葉、意味なくないか？」

　こういうのってふつうカギのかかったドアごしに交わすもんだろ。

　ここまで入ったら簡単に押し入れるじゃねえか。

　畳の間からは悲鳴がひっきりなしに聞こえている。

　クルスがノートＰＣでＤＶＤを再生しているらしい。

「何見てたんだ？」

「ゾンビ映画」

「なんだかんだで楽しんでるじゃねえか」

「ゾンビに襲われる人の悲鳴聞いてるとなんでだか仕事が進むんだよ」

「……頭大丈夫か？」

　今気づいたけど廊下にまでＤＶＤのパッケージが落ちてる。

　どんだけ散らかしてんだ。

「今のゾンビってすごいんだね。中国のはぴょんぴょん飛び跳ねるしアメリカのはアスリートみたいに走ってくるし何なのあいつら超怖い。超イヤ」

「じゃ見なきゃいいんじゃ？」

「でもこういうスリルがたまんないよね！」

「現実の心配が先だろ」

　ゾンビより今はＳＳＡだろうが。

「うう……せっかく現実逃避してたのに……」

　そう言ってショゲるクルス。

「はぅ……僕たちいつまであの怪獣に怯おびえる日々が続くんだろ……」

「怪獣言うな」

　ギラ隊長のことだ。

　気持ちはわかるけどな。

　俺おれは廊下の床に落ちていたＤＶＤを拾い上げた。中国のゾンビ映画らしい。王朝時代服を着て顔に白化粧をした子供のパッケージ。あんまり怖くなさそうだ。

「見たい？　貸してあげるよ」

　ん、別に見たいわけじゃないんだけどな。

　それより、と俺は言った。

「あの様子だと隊長さん、あと一ヶ月は日本に居座りそうな雰囲気だぞ」

「ええっ」

　というのも、ギラが徐々にゲームそれ自体にハマってきたような感があるからだ。

　始めはちゃんとゲーセンのノウハウをヴァチカンに持ち帰ろうとしてた。

　訓練ゲームを通して色々な戦闘技術を身につける。

　それが目的だったはずだ。

　けど最近のギラはどうもゲームを攻略することが目的になっているふしがある。

　雫しずくが勧めるゲームは基本断らない。

　格闘、ガンシューティング。

　このへんはまだわかる。

　でもクイズとかメダルゲーム、サウンドノベルとかになってくると、明らかに戦闘には結びつかない。

　なのに勧めるゲーム勧めるゲーム何もかもプレイして、あっという間にハマっていくという。

　１週間ぐらいで飽きて帰るかと思ってたのに、全然帰りそうな気配がないの。

　どうしようカズくん。

　以上、雫しずくからの又聞き。

「なんでだよ！」

　スパターンとふすまが開けられる。

「一ヶ月って、冬コミ過ぎちゃうじゃないか！　僕怒るよ!?」

「う、うん。怒るならあっちに頼む」

「だってもうちょっとで冬コミだよ？　日本最大のイベントだよ？　参加できなかったら僕、何のために日本に来たかわからないじゃないか！」

「参加できなかったらって、参加すればいいだろ。その、なんだ、冬込こみ？」

　聞いたことあるな。

「なんだっけ？」

「知らないの？　きみほんとに日本人？」

　うぐっ……。

「し、知ってるに決まってるだろ。えっと……コミック……マーケット？」

「おぉう。フルネームで呼ぶ人初めて見たよ」

「…………コミ、マー？」

「うわあコミマーだって。ぷぷっ」

　く、くそっ。

　これだから通ぶった奴は嫌いなんだ！

「コミケだよコミケ。しょうがない。何も知らない愚かな人間に教えてあげよう。これのことです」

　クルスが分厚い雑誌を両手でずい、と俺おれの顔に突きつけてきた。

　女の子が二人踊ってる表紙。

　付ふ箋せん張りまくってるな。

「ほらマンガでもアニメでもそれを観る客は一方的に観てるだけでしょ。でも自分で作ればその世界に参加できるんだ。コミケにはそうやって創作の世界に参加したい人が集まってくる。まさに客の、客による、客のためのお祭りだよね」

「へえ……」

「すごいよ。三日間で50万人も動員するお祭りなんてそうそうないよ？　ビッグサイトはその時期、僕たちにとっての聖地になる」

「ビッグサイトって、毎年大きな就職説明会があるとこだよな」

　ニュースでやってるのを見たことがある。

「シュウショクぅ？　そんなことしてる暇ないよ！　この時期はみんな原稿上げなきゃってがんばってるんだから！」

「吸血鬼の協会の任務はどこいった？」

　ヨーロッパで人外狩りが盛んになってきたから、移住先を探してあちこち調べて回ってるんだろ。

「そんなことやってる場合じゃないよ！」

　即答された。

「ねえ、カズマはコミケのこと真剣に考えてるの!?」

　あれ？

　俺おれ、ひょっとして怒られてる？

「まあ……真剣に考えてるか考えてないかと言われたら、考えてないな」

「はい人間失格」

　指さされた。

　なんだこの腹立つ感じ。

「で、当日はそこに行ってたくさん本を買ってくる、と」

「そうだね。できれば店に僕の冊子を置いてもらいたいな」

「僕の冊子？　クルス、マンガか何か書いてるのか？」

「マンガじゃなくて小説。見る？」

　そう言ってクルスは棺かん桶おけの中をごそごそ探し始めた。

　こいつ、小説なんか書いてたのか。

　すげえな。

「じゃーん」

　真っ白なＡ５の表紙にはタイトルだけが明朝体で印刷されていた。

　そのタイトル名

“〝僕とシィルの肉欲グランギニョル”〟

「…………」

　シィルが誰だれか知らないが、もう嫌な予感しかしない。

「へ、へえ……すごいな……」

　俺はおそるおそる表紙をめくった。



　僕とシィルが会いました。

「はじめまして」

「はじめまして」

「私をメス奴隷にしてください」

「わかりました」



「なんだこれ！」

　冒頭からこれかよ！

　先が思いやられるよ！

「ほら小説って日本語書けたら書けるでしょ」

「小説ナメてる！」

「ええ？　そう？」

「ひょっとしてさっき言ってた仕事ってこれか!?」

「い、一応」

　俺おれは頭を抱えた。

「おかしいなあ……伯はく爵しやくに見せたら結構好評だったんだけど」

「伯爵って俺の親父だよね？」

　きたよ。

　クルスに「おっぱい！」って挨あい拶さつ教えたのも親父だし、毎年クルスの誕生日に２Ｄエロ画像詰め合わせファイルを送ってくるって言うし、母親からは研究者って聞いてたのに、今んとこ二次元好きのエロバカのイメージしかない。

　その血が半分も混じってるのかと思うと……ああ……。

「どうしたのヨロヨロして？」

「いや……血縁ってヤだなって……」

「ちなみに伯爵にあの隊長さんの件でアドバイスもらおうと思って連絡したら『ガンバッ☆』って返ってきたよ。ヘビロテの振り付けを憶えるのに夢中でそれどころじゃないんだって。僕たちの命って意外に軽いよね」

「…………」

　謝りたいことこの上ない。

「で、でもコミック……コミケなんて行きたかったら行けばいいだろ。ＳＳＡと何の関わりもないぞ？」

「浅はかだね、カズマ」

　クルスは渋い顔を作って頭を振った。

「いいかい。ＳＳＡが近くにいると僕たちは心休まらない日々が続く。心休まらない日々が続くとサークルをチェックする余裕がなくなる。サークルをチェックする余裕がなくなるとコミケに行っても何を買えばいいのかわからなくなる。何を買えばいいのかわからないといたずらに時間を消費して会場をうろうろさまよったあげく、たいした成果なく終わる。──はい、このことを吸血鬼の諺ことわざで“〝ＳＳＡが来たらコミケが楽しめない”〟と言います」

「絶対言わねえ」

「ああ～、バイトの人たちの中でサークル参加する人探そ。それでいざとなったら僕の本置いてもらお。人気サークルのは買い逃してもあとからバイト先で買えるし、なんとかなるかなー……」

「兄さまっ」

　シンクレアがだだだだっと廊下を走ってきた。

「まだ兄さまはそんなものにうつつを抜かしているのですかっ。コミケ……じゃない、コミックマーケットとやらにっ」

　なんで言い直したんだろう。

　俺おれと違って正しく略せてたのに。

「兄さまをそんな不ふ埒らちな行事に参加させるわけにはいきませんっ。12月29、30、31日は外出禁止ですっ」

　へぇ、と俺は思った。

「シンクレア、開催時期知ってるのか」

「へっ？」

「コミケって三日間もあるんだな。俺知らなかったよ」

「…………」

　あぐあぐ、とその口が動いた。

「そ、その……私も……知りませんでした……が……」

　下を向いて気まずそうにモゴモゴ言ってる。

　と思ったら、ばっと顔を上げた。

　何か閃ひらめいたような顔だった。

「に、兄さまが、そう兄さまが！　よく言っているのですっ」

「え？　僕クレアの前で言ったことないよ？」

「…………」

「だって怒られるのわかってるもん」

「…………」

　次にシンクレアはキッと俺を見た。

「こ、コミケ……ックマーケットが三日間あるのは常識ですっ。宇宙の常識っ。カズマは常識がなさすぎるのですっ」

　んん。

　それを言われてしまえばそれまでだけど。

　こないだまでトイレの男女マークも知らなかった子（ｂｙ クルス）に常識を諭されるのってなんだかな……。

「もうっ、いつまでこんな話をしているのですかっ。私は準備に忙しいんですっ。もう戻りますっ」

　半分逆ギレ状態でシンクレアは和室に戻っていった。

「……準備ってなんだ？」

　クルスが答える。

「バイトでしょ」

「あ、そっか」

　そう。

　驚いたことに、シンクレアがバイトを始めたのだ。

　俺おれはてっきりギラから逃げる口実でありもしないバイトを口にしたのかと思っていたが、本当に見つけてきたようで、いまは週３のペースで通っている。ウソから出た実まことってやつだな。

「僕もそろそろ時間だし、行くよ」

　ショルダーバッグをひっかけて、クルスはいそいそとバイトに出かけていった。

　兄妹揃そろってバイトか。

　つくづく吸血鬼らしくない生活だ。

　しばらくしてシンクレアが戻ってきた。

「……おお」

　思わず声が出た。

　その格好がなかなかだった。

　髪はツーサイドアップにまとめ、白のプリントＴシャツにデニムのミニスカート、黒のレギンス。

　誰だれに教えてもらったんだか、絶対吸血鬼とはわからないイマドキのポップなファッションだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　顔立ちはいいし肌は白いし、こうするとまるで少女モデルみたいだな。

「…………なんですか。人のことをジロジロ見て」

「いや、そういう格好すると見違えるなあと思って」

「似合ってないって言いたいんですかっ」

「逆逆。すごく似合ってる」

「…………っ」

　顔が少し赤くなった。

「……ふんっ」

　ぷいっとそっぽを向かれた。

　褒めたのになあ。

　それからシンクレアはしゃがみ込んでカバンを開け、忘れ物チェックを始めた。

「おサイフ……Suica……メモ帳……ハンカチ……」

　その背中に、俺おれは何気なく声をかける。

「そうだ、シンクレアってどんなバイトしてるんだっけ」

「はうっ？」

　不意を突かれて、シンクレアの肩がびくっとはねた。

　おそるおそるという感じで顔だけを動かし、横目で俺を窺うかがうようにして、

「きっ……喫茶店です……」

　ちなみにこの質問３回目。

　毎回こんな反応をする。

　だが俺は知っている。

　シンクレアは喫茶店としか言わないが、こいつがバイトしているのは、いわゆるメイド喫茶だ。

　雫しずくに教えてもらった。

　場所はアキバ。

　とあるメイド喫茶に金髪の超キレイなガイジンのコが入ったと聞いて、こっそり見に行ってみたらシンクレアだったんだと。

「じ、時間ですので、行きます」

　そそくさとリビングから出て行こうとするシンクレア。

「はいはい」

　今度俺も見に行ってみようかな、とか考えてたら、

「たのもぉ──────────────────────────────っ！」

「きゃああ──────────────────────────────っ！」

　何か聞き覚えのある声と、シンクレアの悲鳴がいっぺんに聞こえた。

　なんだ？

　さっと立ち上がって玄関に直行する。

　そこにいたのは……ギラだった。

　道場破りかよ。

「はぅ、うう、うううう……」

　靴を履きかけの状態で地面にへたり込んでいるシンクレア。

　顔色が見る間に真まっ青さおになっていく。

　もしかして……この兄妹のことがバレたのか？

　いや、と俺おれは思い直した。多分そういう展開にはならない。

　なぜなら……。

　ギラがＰＳＰプレイングスターポータブルを握りしめていたからだ！

「雫しずくがいない！」

　ずい、とＰＳＰの画面を俺に突きつけるギラ。

「そのせいでこの“〝機動戦士ガムダム　戦地の絆きずな”〟のミッションが達成できないのだ！　カズマ、教えてくれ！」

　おお。

　雫、今日は逃げ切れたのか。

　しかもシンクレアたちの正体を嗅かぎつけたわけじゃないらしい。

　大丈夫だ。シンクレアに目配せをする。気づかれてないぞ。大丈夫だ。

　半分涙目のシンクレアがこくこくこく、と小さく頷うなずく。

　そんな俺らのアイコンタクトなどギラはつゆ知らず、

「この連続攻撃が繋つながらないのだ……」

　と実際にプレイしながら見せてくれるのだが、さっぱりわからん。

「うぬぅ……コイビトはどうだ？」

　お次はシンクレアに振るギラ。

　コイビトって、俺の恋人ってことか？

　多分誤解してるなこの人。

　へたり込んだところにＰＳＰを突きつけられて、いやいやゲームどころじゃないだろ──

　……あ。

　受け取った。

　ＰＳＰを正しい位置で握って……。

『ザシュッ！　ザシュッ！　ザシュッ！』

「おお！」

　ギラが喜んでいる。

　できたらしい。

「ど、どうやったのだ？　どのタイミングなのだ？」

「ま、前の攻撃が当たる直前に押すんです……こう……」

「ほぉ～」

　そのあとしばらくシンクレア先生のレクチャーが続き、ギラは頷うなずきながら聞いていた。

　意外と詳しいな……。

　やり込んでるのか？　って聞こうとしたけど、ムキになって否定されるのが目に見えていたので自重。

　シンクレアは教えているうちに怖さが和らいできたみたいで、顔の青さが少しずつとれてきた。

　それから５分ばかりの講義だったが、お互いきりのいいところまでいったようで、最後にギラは満足げにＰＳＰを受け取った。

「うむ！　ありがとうコイビト！」

　ああ、カンペキに俺おれらの関係を誤解してるな。

「ど、どういたしました……」

　日本語間違ってる間違ってる。

　言いながら、シンクレアがちらちらこっちを見てくる。

　ほら、シンクレアも気にしてるだろ。コイビト。

　一応ちゃんと訂正しておくか。

「あのなギラ」

「うむ？」

「俺ら、別に恋人じゃないぞ」

「そうなのか？　ではフーフか？」

　フーフ？　……あ、夫婦か。

「もっと違うわ！」

「なぜだ？　同じ家に住んでいるのだろう？」

「ここは俺の家で、シンクレアはうちにホームステイに来てるんだ。だから俺たちは恋人でも夫婦でもない。わかるか？」

「なるほど。それは失礼した！」

　しゅたっと手のひらを胸に当てるギラ。敬礼みたいなもんだろうか。

「それではまた来る」

「また来る？　なんで？」

　尋ねたときにはすでにギラは外に飛び出した後で、残された俺はただ首をかしげるしかなかった。

「なあシンクレア、あれどういう意味だと思う…………ん？」

　気づいた。

　シンクレアが俺をじ────っと見ている。

　いや、あれは……睨にらんでる、のか？

「シンクレア……？」

「ふんっ」

「ええ？」

　思いっきりそっぽ向かれた。

　なんで？

　俺おれ、なんか気に障るようなことしたか？

　慌てて心当たりを探っていると、シンクレアが俺に視線を戻して、

「カズマのばかっ」

　そう言い捨てたきり、ばたんっとドアを閉めて出て行ってしまった。

　…………。

　なんだったんだ今の……。

　そこで俺は足あし下もとに落ちてる紙切れに気づいた。

「おいシンクレア！　何か紙忘れてってるぞ！」

　二つ折りのそれを拾い上げ、すぐサンダルを履いて玄関ドアを開けたが、シンクレアの姿はもうなかった。

　どうする。

　ただのメモならいい。でもバイトの契約書とかだったら……。

　すまんシンクレア。ちょっとだけ中身見させてもらう。

　開いてみた。

　中身は英語だった。目に飛び込んできたVATICANの文字。

　俺はすぐさま紙を閉じた。

　シンクレアじゃない。

　ギラだ。

　ヴァチカンの機密文書か？

　とそのとき、

「たのもぉ──────────────────────────────っ！」

　どばたーんとドアを開けて、またもやギラが姿を現した。

　その手にＤＳを握りしめて。

「カズマ、ＶＥＧＡに行くぞ！」

「え!?」

「雫しずくの行ゆく方えがわからない以上、残るはお前しかいない！」

「ええ？　いや、俺ゲームできないし……」

　こないだ行ったときも俺がやったのは麻マー雀ジヤンゲームだけだった。俺はほんとにコレしか知らない。

「一人でいけばよくね？」

「う……」

　ずぅぅ～～～ん……。

　なぜか急にギラが凹へこんだ。

「……この前私一人で入ったら……スタッフに外に連れ出されたのだ……子供は18時以降はダメなどと抜かしおって……」

「……ああ」

「納得するなぁ！」

「だって、しょうがないだろ」

「しょうがなくない！　私は18歳だ！」

「はああああ!?」

　18歳？

　マジで？

　俺おれより年上？

「うそぉ……」

　上から下までじっくりと眺めてみる。

　ちみっ子。

　子供顔。

　身体の凹凸なし。

　どう見ても小学４年生だ。

「知っているのだ……どうせ私なんて……私なんて中学生にしか見えないのだ……」

　いえ小学生にしか見えませんけど、と言いかけてはっと気づいた。

　そうか。みんな気を遣って中学生って言ってたんだ。

　なんか、急に不ふ憫びんに思えてきた……。

　一緒に行ってやろうかな……。

「──ん？」

　ギラの目つきが突然険しくなった。

　あっ。

　ふすま開けっぱにしてたか!?

　やべ……。

　振り返る。

　ふすまは──閉じていた。

　ほっと息をつく。

　ギラが注視していたのはふすまじゃなく、俺の手にあるＤＶＤだった。

「僵尸キョンシーを知っているのか？」

「ん？　これ？」

　俺は改めてタイトルを見た。

“〝来ライ々ライ！　キョンシーＳ”〟

「いや初めてだ。居候に借りた」

「………………」

　ギラはじっとＤＶＤを見つめ、重々しく口を開いた。

「……先日中国で墓荒らしがあってな」

「ああ。雫しずくに言ってたやつだろ？」

　自腹で中国に行かされるって聞いて、全力で嫌がってたアレだ。

「そうだ。世間的には墓荒らしということになっているが、違うかもしれん」

「……というと？」

「内側から開けられた可能性がある。そいつだ」

　ギラはあごをしゃくった。

「これが……？」

　俺おれもつられてパッケージを見る。

　顔の真っ白い子供。たしかにちょっと不気味だが、全体的にコミカルな雰囲気でいまいち怖くない。

「僵尸キョンシーが墓から蘇よみがえるケースは稀にだがある。実際は子供でもないし可愛かわいらしくもない、極めて危険なバケモノだ。屈強で俊敏で凶悪で見境がない」

　実在するのか、こいつ。

「この紙」

　俺は二つ折りの紙切れを差し出した。

「これもその関係か？」

「ぬ？」

　ギラは紙を受け取って中身を確認した。

「どこにあった？」

「ここに落ちてた。さっき来たとき落としたんだろ」

「そうか。それはすまない」

「確認でちょっと見ちまった。すまん」

「仕方がないな。私のミスだ」

　頷うなずいてギラはポケットに紙切れをしまった。

「お前の言う通り、これは中国にいるＳＳＡシスターに集めさせた上海付近の不審情報レポートだ」

「何か怪しいことがあったのか」

「例の墓付近の町では特に有益な情報は得られていない。上海の中心部で一家四人が蒸発した件、港を出発したタイ行きの船が連絡を絶った件……めぼしいのはこれくらいか。いずれも今の時点では何とも言えん」

「そうか……」

「だが脅威はいつなんどき降りかかってくるかわからん。いざというときのために、我々は日夜訓練に励まなければならないのだ。行くぞカズマ。ＶＥＧＡへ」

　あ、結局行くのか。

　しかもさっきと違ってギラに気合いが入ってしまった。

　断れるような雰囲気じゃない。

　俺おれは諦あきらめて了承し、２階に行ってショルダーバッグを取ってきた。古いポータブルＤＶＤプレイヤーにキョンシーＤＶＤを突っ込み、これもバッグに入れておく。電車は往復で１００分あるからだいたい観られるはずだ。

　そうだ。アキハバラついでにシルヴァスタイン兄妹の様子ものぞきに行こう。



　　　□■□■□



　ＶＥＧＡアキハバラ店。

　ギラのゲームの腕前は後ろから見ていても格段に上がっていた。

　ガンシューティングはワンコインで全クリできるまでになっていて、格闘は対人戦にハマってるらしく人のいる台を選んで勝ったり負けたり。レースゲームもカードを作りマイマシンをゲットしていて、かなりやり込んでる様子だった。

「まあまあだな……」

　レースゲームの運転席から立ち上がり、リュックを背負い直すギラ。

　このリュックが、誰だれが選んだかピンク色だったりする。

　背負うと本当に『遠足に行く小学生』にしか見えない。

　だが俺は黙っている。

　理由は単純、命が惜しいからだ。

「問題はコレなのだが……」

　ギラはサイフから輪ゴムでくくったカードの束を取り出して（何枚持ってんだ）、レッドドラゴンというオンライン対戦型麻マー雀ジヤンゲームのカードを抜いた。

「すさまじい強さの敵がいるのだ」

　先日、もう目も当てられないぐらいボッコボコにされたらしい。

　連れだって麻雀ゲームのゾーンに行き、カードを挿入して１００円玉を入れる。

　オンラインで全国のプレイヤーと対戦してるのかと思ったら、ストーリーモードだった。

　古今東西のプロや雀ゴロやマンガのキャラクターと対戦して、彼らを打ち倒していくっていうストーリーだ。

　ま、ストーリーなんてあってないようなもんだけどな。

　ゲームが始まり、対戦相手が表示される。

「……いた。こいつだ」

　４人のうち一人が“〝役満和おし尚よう”〟という名前だった。

「ああ、はいはい」

　俺はギラに席を替わってもらい、その名前を指さした。

「ストーリーモードの敵が全員ＣＰＵなのは知ってるか？」

「ＣＰＵとはなんだ？」

「敵はコンピュータってことだ。人間じゃない」

「なんだと？」

「んで、この役満和おし尚ようは乱数をいじってるせいで毎回役満手が入る。考えなしで打つとあっという間に役満上がられるぞ」

　麻マー雀ジヤンは簡単に言えば何回もチェンジできるポーカーみたいなものだ。

　この役満和尚は毎回ポーカーで言うロイヤルストレートフラッシュのタネが入ってる反則みたいなＣＰＵだった。

「まずはこいつにどの役満手が入ってるのかを観察する。字ツー牌パイを鳴いたら字ツー一イー色ソー、ソーズを鳴いたら緑一色リユーイーソー、鳴かなかったら国士か四スー暗アン刻コっていう風にな──」

　ストレートに打つのではなく、和尚の手を読んで、上がらせないようにしていく。防御重視の戦いだ。

　俺おれは和尚の手が進みそうな牌をすべて止め、安い手で上がった。

　思うような手作りができないので最初はイライラするかもしれないが、慣れれば意外と楽しい。

　強いボスを、うんと弱いレベルで倒せたような快感があるのだ。

「ほぉ～～～」

　一回でやり方を憶えたギラは、俺のマネをしてうまく上がっていった。

　そうやって上手に立ち回った結果、役満和尚に一回も上がらせずゲームを終えることができた。

「勝ったぞ！　ふはは！　こいつに勝ってやった！」

　結果は３位だったが、ギラはメチャクチャ喜んでた。

「カズマ、礼を言うぞ！」

　シュバッと差し出された手。

　握手か。

　俺も合わせる。

　うわ。

「どうした？」

「いや……」

　小さい。

　柔らかい。

　握りしめる力は強くても、その手はまぎれもない小さな女の子の手だった。

「いや、やっぱり、女の子なんだなって。かわいらしい手してるから」

「な!?」

　ババッと手を払いのけるギラ。

　熱した鉄板に触ったみたいな反応だった。

「な、なな、な……！」

　ぼぼぼっと顔に火がつく。

「バ、バカかお前!?　こ、こ、このＳＳＡメッサーシュミット隊の隊長たる私に向かって、か、か、か、かわ、かわ……！」

「おあ？　あ、いや、そんな大げさな」

「ぎゃーっ！　触るなぁーっ！　うがーっ！」

「ちょっ、お、落ち着けよ！　なにパニクってんだよ！」

「近づくなぁーっ！」

　ジャカッ！

　ショットガンの銃口が俺おれを向いた！

「うあああっ！」

　俺は壁にびたんっと張りついて全力のホールドアップ。

「撃つな！　撃つな！」

「フーッ、フーッ、フーッ……」

　ギラは爆発しそうな顔で銃を俺に向けている。

　だ、誰だれか助けて。

　こんなんで頭をザクロにされるとか理不尽すぎる。

　でもみんな自分のゲームに釘くぎ付づけで誰も反応しない。こんな日本に誰がした。

「め、め、命令だ！　も、もう二度とか、か、か、かわ……」

「わかったわかった！　もう二度と言いません！」

「つ、つ、次に同じことをしたら、お、お前の頭部はなくなっていると思え！」

「はい！　思います！」

　日本語として間違った返事のような気もしたが、この際どうでもいい。

　なんとか命をつないだ俺の横では、DEADMAN'Sデツドマンズ HOUSEハウス４のゾンビがデモプレイで撃たれまくっている。頼む、空気読んでくれ。

　俺がカエルの標本みたいにじっとしていると、やがて落ち着いてきたのか、ギラの顔から少しずつ赤みがおさまっていった。

「……めったなことを言うものではない」

「はい、反省してますっ」

　ギラはスチャッと銃をしまって腕を組んだ。

「まったく……」

　横目で俺をチラチラ見ながら、ギラはモゴモゴ言いにくそうに口を開いた。

「だ、第一、私には恋人がだな……」

「ええ!?」

　なんだって!?

　恋人!?

　こいつに!?

「へ、へえ……」

　人類？

　って訊ききそうになってギリギリ思いとどまった俺おれを誰だれか褒めてほしい。

「き、訊いていいかな。どんな人？」

　すげえ気になる。

　けどギラはつんとあごを上げて、

「フン。お前になど教えてやらん」

　と若干得意げに言った。

　──直後。



　ぼとんっ。



　ギラのリュックからＤＳが落っこちた。

　そのディスプレイが開いていた。

　電源がＯＮになっていて、画面には黒髪の清せい楚そそうな女の子の姿がポリゴンで表示されていた。

『ぎぃくんっ』

　女の子がギラの愛称らしき名前を呼んで微笑ほほえんだ。

　石像みたいに固まるギラ。

　ガン見する俺。

　ばばっ！

　ギラが床に落ちたＤＳを音速でかっさらってリュックに突っ込んだ。

「…………」

「…………」

　ガンガンＢＧＭが鳴ってる中、俺とギラの間だけに沈黙が降りていた。

「………………み……み……」

「み、見てないぞ。うん」

「そうか……よかった……」

「う、うん、よかった」

　俺がこくこくと頷うなずいた、その直後。

「……………………ンなわけあるかぁ～～～～～～～～～～ッッ！」

　ブォゥンッ！

　リュックがブッ飛んできた。

　ドガンッ！

「ガハァッ！」

　顔面ブン殴られた。

「お……おぅぅ……」

　ぐいっ。

　頬ほおを押さえる俺おれの襟えりを掴つかんで引き寄せる。

「こ、こ、このことを誰だれかにバラしてみろ……！　私の知りうる限り最も残虐な手段で殺してやる……！」

「ちょ、おちつ、落ち着けって」

「これが落ち着いていられるかァ──────ッ！」

　ヤバい。

　マジで蜂はちの巣５秒前。

　なんとかしないと。

　俺は知ってる。こんなとき「それなんてゲーム？」って質問は禁句だ。雫しずくが昔ときめきムハンマド（略してときムハ）って恋愛ゲームにハマってたとき、同じ質問をして「ゲームじゃないよ！　現実リアルだよ！」ってキレられたことがある。

　ゲームではなく現実。その事実（？）をしっかり胸に刻んで、俺は命を守る戦いを開始した。

「だ、だって、そんなにヘンなことじゃないだろ」

　がんばれ。

「好きになった人がたまたまその子だっただけだろ？　ヴァチカンあつちじゃいないかもしれないけど、日本こつちじゃ珍しくないと思うぞ」

　がんばれ俺。

「ちらっと見ただけだけど、優しそうな子だったよな。マジメそうだし。料理とか上手そうだし。いい子見つけたよな」

　がんばれ俺！

「俺もあんな子と付き合えたらなあって思うよ。でもギラに先越されちゃったからな。だから俺も負けないくらいステキな子見つけてみせるぜ！」

　キャラを変えてまで挑んでみました！

　どうでしょう!?

「…………」

　それまでうつむいていたギラの喉のどがごくっと動いた。

「…………ほ、本当にそう思うか」

　きた！

　逃すな！

「思うよ。いい子見つけてうらやましいよ」

「そ、そうか……ふ、ふふ」

　ギラが手元をモジモジさせている。

「よくわかったな……。明あ日す香かは……カズマの言うとおり……とてもいい子なのだ……ふふ」

　頬ほおがほんのりと赤い。

　口元をむにむにさせて、恥ずかしさと言いたい気持ちがせめぎあってる。

　そのうちモジモジと語りだした。

「明日香とは、テニス部で知り合ったのだ……ひたむきに練習に打ち込むがんばり屋さんでな……」

「へぇ……」

「いつからか一緒に下校するようになって……ときどき明日香からも誘ってきて……」

　ギラの機嫌が如実によくなっていくのがわかる。

　俺おれの命の灯火、Ｖ字回復。

　そして訊きいてもいないのに勝手にしゃべりだすギラ。

　登校時に通学路で待っていてくれるようになったこと、毎日メールのやりとりをしていること、初デートで公園に行ったこと、あちらから告白してきてくれたところまで、懇切丁寧に一から十まで教えてくれた。

「み、見るか？　私の彼女を見せてほしいか？」

　うおお……なんて答えたらいいんだ俺。

「ばば～ん♪」

　模範的な返事を探している間に、ギラはＤＳをご開帳して、ご自慢の彼女を見せてくれた。

　黒髪ポニーテールの女の子の上半身が映っている。

　ちょっとお嬢様っぽいかな。

『ぎぃくん』

　女の子がしゃべった。

『キス……したいなっ』

「ぐはっ！」

　ギラがのけぞった。

「こ、こら明日香！　ひっ、人前で何を破廉恥なことを言っているのだ！　おかげでカズマに聞かれてしまったではないか！」

　真まっ赤かになってニヤケ顔で俺をチラチラ見てくる。なんだこの状況。俺に何を求めてるんだ。

「…………」

「…………」

　ギラと視線がかち合ってしばし。

「カズマ、う、後ろを向け」

　マジか。

　急に疲労を感じた俺おれは何も言わず、何も考えず、ふらふらと言うとおりに後ろを向いた。

「ん～～」

　後ろでどんな光景が繰り広げられているのかとか想像しない。

「………………終わったか？」

「終わった!?　何のことだ!?」

　ギラ、動揺しまくり。

　バレないとでも思ってたのか。

　アホか。アホなのか。

　しかし……こいつ、こんなんだったっけ？

　接するほどにあふれてくる違和感を、顔に出すまいと一所懸命がんばっている俺が、ギラからは落ち込んでいるように見えたらしい。

　うんうん、気持ちはわかる、とでも言うようにうなずいて、

「まあまあ落ち込むな。カズマにもそのうちいい人が現れると思うぞ？」

　すげえ上から目線だった。

　人生の先輩からのアドバイスだった。

　ＤＳを見られただけで俺をキルしようとしていたときとはえらい変わりようだな。

　けどギラの機嫌は復活したし、俺の頭が吹っ飛ばされるような事態はどうにか回避できたので、これで良しとしよう。

「そうだな。いやほんと、明日香はいい子だ」

　何気なしに言ったつもりだった。

　ぴく、とギラの肩が動いた。

「かわいい……だと？」

「え？　……あっ」

　明あ日す香かはいい子だ。

　あす“〝かわいい”〟子だ。

　え？　ウソ？　そこまで拾う？

　ぷるぷるぷる、とギラの肩が震えている。

　いったん正常に戻った顔色がまたにゅうぅ～～んと赤くなっていく。

　ヤバい。

　ヤバい。

「い、いやお前に言ったんじゃないからね。明日香ちゃんは、良い子だってね、言っただけだからね」

　ムダだった。

　ジャキッ！

　はい来た！

　右みぎ袖そでから刃物出ましたー！

「い、いい、一度のみならず二度までも！　こ、この私をからかった罪は重いぞ！　肉片すら残さず刻んでやる！」

「ま、待て、話せばわかる！」

「問答無用！」

「うわああああ！」

　────。

　その後の俺おれのなだめっぷりは我ながらたいしたものだった。

　土下座だけでも20あまりのバリエーションを繰り出し、戦争の無益さを説き、愛のすばらしさを語り、明日香カノジヨがどう思うかとギラの良心に訴え、最後にチョコアイスを買い与えて和解に成功した。

　あれだけキレてるギラをなんとか収めたのだから、今年のノーベル平和賞は俺がもらってもいいと思う。
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　あれから10分後。

　命からがら生き延びた俺は、大通りの一角にそびえ立つオレンジのタワー、獅し子しの穴あなアキハバラ店の前にいた。

　入ろうとする。

　入ろうとする、のだが。

　俺はちらりと後ろを振り返る。

「……………………」

「……………………」

　ギラと目が合った。

　あれからここにくるまでの間、俺のきっかり１ｍ後ろに張りつき、油断のない瞳ひとみで俺を凝視している。

「……別についてこなくていいぞ」

「お前には監視が必要だと判断した。野放しにするのは危険だ」

　おおぅ……。

　危険人物扱いされてる。

　俺、そんなにヘンなことしたか？

　女の子だなとか、かわいいなとか、言っただけじゃねぇか。

「どこに行く予定だ？」

　これって、警察でいう職務質問だよなな。

「うちの居候がここでバイトしてるんだ。それで様子見に来た」

「…………」

　疑わしそうな目。

　信用ないなー。

　けど、俺おれにとっちゃギラとゲーセン行くのはついでで、こっちがメインだ。

　きちんとやれてるか？

　バイト先に迷惑かけてないか？

　親じゃないんだからそこまで気にかける義理はないが、うちで預かっている以上、多少は気になるもんだ。

　ということで──

　獅し子しの穴あなアキハバラ店。

　６階、フィギュア売り場。

　クルスの働きぶりを覗のぞきにきた俺は、物陰からそっと店内の様子を窺うかがった。

　下の階よりずいぶん静かだ。

　客の数も少ない。

　大小さまざまなフィギュアが展示されているのもあり、まるでちょっとした博物館のような雰囲気だ。

　そのレジにクルスはいた。

　顔に絶やさぬ笑みを浮かべ、カッターシャツの上にオレンジのエプロンをまとって。

　と、商品を手にした若い男の客がレジの前を通りかかった。

「いらっしゃいませ。僕はしやわせだよ」

　びくっ！

　お客さんが硬直した。

　……おい。

　クルスの顔をよく見ると、絶やさぬ笑みじゃなくて、緩みきったデレデレ顔だった。

　心が天国に行っちゃってる。

　頭にお花畑が咲いてる。

　ここで働けるってだけで、幸せで幸せで仕方がないらしい。

　押し込み強盗が見たら即、次のターゲットにされそうな隙すきだらけの顔で、クルスはその客に応対していた。

「ポイントカードはお持ちですか？　僕はしやわせだよ」

「（びくっ！）……も、持ってません」

「３１５０円になります。僕はしやわせだよ」

「（びくっ！）……は、はい」

「レシートのお返しです。僕はしやわせだよ」

「…………（目を合わせないようにしている）」

「ありがとうございました。僕はとってもしやわせだよ」

「…………っ（逃げるように去っていく）」

　俺おれは呆ぼう然ぜんとその光景を眺めていた。

　レ……。

　レジに、頭のおかしい店員がいます……。

　すれちがった客に心の中でそっと声をかける。

　ごめんなさいお客さん。

　あれ、うちの居候なんです……。

　胸を痛める俺の横で、ギラが入口付近の展示フィギュアを手にとって感触を確かめている。紺の制服を着た、黒髪でツインテールの女の子のフィギュアだ。

「カズマ、日本のぬいぐるみは硬いな」

　それはぬいぐるみじゃない。

「ちょっと失礼しま～す」

　後ろから声をかけられて、俺はさっと横に寄った。

　階段を上がった狭いスペースにいたから邪魔になってたみたいだ。

　会釈をしながら通り過ぎたのはオレンジのエプロンのおっさん。店員さん……じゃない、店長さんだった。

　なぜわかるかというと、前にシンクレアがここで万引き未遂（っていうかアウトだったのをむりくりセーフにした）をしたときに、俺が華麗に土下座をキメた相手だったからだ。

　前を通り過ぎた店長さんに、俺は声をかけた。

「すみません」

　あいつの働きぶりを訊ききたかった。

　もしかして迷惑かけてるんじゃないかと思ったが、そう尋ねると店長さんは笑ってとんでもないと言ってくれた。

「あっはっは。いやあ仕事熱心でありがたいですよ。今どきあんなに熱意を持ったアルバイトの子は珍しいです」

「そうなんですか？」

「面接のときから並々ならぬ情熱を発揮してましたからねえ。“〝じゅうていおん！”〟の舞ちゃんのすばらしさについて延々２時間以上語り続けてね、面接時間は５分だったんですけど」

「ォフッ」

　ただの営業妨害じゃねぇか！

「す、すみません……そんなに長く……」

「いえいえいえ。シフト入はいれる日を尋ねたときも『毎日入れます！　早朝から夜まで働きたいです！』って言ってくれて、いや、嬉うれしかったですねえ。でもま、さすがに最初からそんな長時間働かせるわけにはいかないからって勘弁してもらったんですけどね。あはは」

　店長さん、それは昼に行くと太陽浴びて死んじゃうからです……。

　夜のシフトじゃなかったら、太陽のまだ出てない夜明け前に行くしかない。

　すげえ不便。

　ともあれ迷惑をかけてはいなさそうなことがわかってほっとした。

　……ほんとか？

　店長さんが去ったあとに、首をかしげる俺おれだった。



　ぽきっ。



　ナニ今の音!?

　ギラを見た。

　ギラが触ってたフィギュアが折れてた。

　胴体から。

　まっぷたつに。

「…………」

　やっっべえ。

　さ──っと俺の顔から血の気が引いていく。

　断面をしげしげ眺め、匂においを嗅かぐギラ。

「ふむ……」

　ふむじゃねえよ！

　ナニ展示品破壊してんだよ！

　早く謝らなきゃ、これ値段いくら？　さっきの店長さんどこ？　もおォ～～、ここに来るとロクなことがねえよ！

「──いま」

　クルスの声が聞こえた。

「フィギュアが折れる音がした」

　離れたレジにいたのにそのわずかな音を拾ったのだった。

　おっそろしい地獄耳だ。

　ゴゴゴゴゴゴ…………！

　ターゲットを捕ほ捉そくしたクルスの顔は、一瞬でキリリと引き締まっていた。

　さっきのにへら顔の面影すらない。

　悪事を目撃した正義のヒーローのように、その表情は険しかった。

　クルスが動いた。

　だん！

　レジカウンターに脚を乗り上げ！

　だん！

　跳躍！

　だん！

　ギラの前に降り立った。

「ピンチの子供の悲鳴は聞こえなくても、フィギュアの悲鳴は聞き逃さない！　黄金の造形芸術の守護者フイギユア・ガーデイアン、クルス・シルヴァスタインここに推参！」

　超かっこ悪い決めゼリフだった。

「お客様……！　否ッ！　フィギュアを壊すような連中はお客様などではないッ！　客野郎と呼ばせていただこう！　そこの客野郎！」

　ドビシッ！

　ギラを指さす。

「てめえが壊したものをよォく見てみな！　そのフィギュアは僕の王国の左大臣候補、“〝じゅうていおん！”〟の咲さきちゃんだ！　その咲ちゃんをよくも、よくもォォ～～～！」

　店員として怒ってると思ってたのに、完全に私し怨えんだった。

「許さない！　きみがいくら魔理沙ま　り　さに似ている美少女でも、誇り高き吸血ポルロァッ」

　途中でケンカを売ってる相手がＳＳＡの隊長だと気づいたらしい。

「…………っ…………」

　クルスの額から汗がだばだば流れ出す。

「な、な、な、なハァんでもなァ～いよっ♪」

　クルスは急に体操のお兄さんみたいな笑顔になって「これは勝手に割れたんだぞっ。ほんとにいけない子だね。ぷんぷんっ」とか言い出した。



    

  
    
      



    

  
    
      　どうしよう。

　まずは謝らせる予定だったのに、完全に立場が逆転してしまった。

　とにかく弁償だけはしなくちゃな、と財さい布ふを出しかけたそのとき、

「どうかされましたか？」

　おお。

　店長さん、再び出現。

　全員の視線を追い、店長さんがかち割りフィギュアを目まの当たりにした。

　迷わずクルスが動いた。

「すみません！」

　べこぉっ！

　２つ折りサイフみたいなお辞儀。

　人間の背骨はここまで曲がるのか。

「メンテしていて折ってしまいました！　すみませんでしたっ！」

　クルスの奥義、百烈ぺこぺこが炸さく裂れつする。

　もうその方向でいくしかない。

　後戻りはできない。

　わき目も振らず突き進むクルスの顔に書かれた文字「いのちをだいじに」。

　結果、普段の熱心な働きぶりもあって、店長さんは快く許してくれた。



　５分後。

　床に転がったフィギュアの残骸を掃除しながら、クルスが呟つぶやく。

「どうしてこうなった……」

　奇遇だよな。

　俺おれも同じこと思ってた。
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　さて、お次はシンクレアだ。

　雫しずくに教わった場所を訪ねてみる。

　大通りからはちょっと離れたところにあるみたいで、近づくにつれ人通りが少なくなっていって、表通りの喧けん噪そうはすっかりどこへやらだ。

　ちなみにギラには一足先に帰ってもらった。

　さっきみたいに店のモノ壊されたらイヤだからな。

　ＰＣのパーツ屋さんと昔ながらの定食屋さんに挟まれた場所に、そのビルはあった。

　３階。

“〝cafe Laラ Vallie`reヴアリエール”〟。

　ここか。

　建物に入り、エレベーターを上る。

　エレベータのドアが開くと、すぐ前に店の入口が──

　じゃなかった。

　ギラが立っていた。

「なんでだよ！」

「ははは！　残念だったな！　駅で別れたと見せかけてこっそり尾行していたのだ！」

　こ、こいつ……。

「私がいないといつ何時不ふ埒らちな行為に走るやもしれん。そうだろう？　貴様には抑止力が必要なのだ！」

「…………」

　ムリヤリ追い返そうかとも思ったが、多分帰らないだろうと予測がつくのと、あと店の前であんまりギャーギャーやるのも悪いと思ったので、ギラにはくれぐれも店のモノを壊さないようにとお願いするに留めた。

　なんとかなるだろ。

　なんとかしよう。

　それで、店に入る前にそっと中を覗のぞいてみる。

　白を基調とした、こぎれいなカフェって感じの内装だ。

　テーブルが３つ、カウンターに６席。

　閉店間際ということもあって、客の姿はなかった。

　……あ、いた。

　あれだろ。

　メイド衣装を着た、金髪の子。

　厨ちゆ房うぼうに立って、同じ格好をした人──先輩かな──と向かい合って何か話してる。

　位置的にシンクレアの表情は見えないが、向かいの人はあごに手を当てて首をかしげ、少し困ったような顔をしていた。

「──見てて思うんだけど、やっぱりねえ、ちょっとまだ掴つかみ切れてないところ、あるのかなぁって」

「Entschuldigungす　み　ま　せ　ん……」

　何か注意されてるっぽい。

　シンクレアはうつむき加減で、ちょっと凹へこんでる感じだ。

　どうしよう。入っていきづらいな。

「で、でも私、お客様に失礼な態度をとるのは……」

「うん。一般的にはそうなんだけどね、うちのコンセプトは“〝ツンデレ”〟だから」

「……jaはい」

「つらく当たってるんじゃないのよ。そういうサービスなの。それでそういうのを求めてくるお客さんに喜んでもらってるんだから、失礼にはならないのよ」

「…………」

「やっぱり抵抗ある？」

「……jaはい……」

「そっかぁ。難しいかなぁ……」

「Entschuldigungす　み　ま　せ　ん……」

　なんか、苦労してるみたいだな。

　ツンデレ喫茶、か。

　前に一回テレビで見たことがある。

　たしかそこはスタッフが客の妹っていう設定で、客が入店するなり「何しにきたの？」とか「早く帰ってよね」とかのツンツンな態度を取るが、支払いを済ませて帰るときになると「また来てくれるよね……？」とさみしそうに言う、いわゆるデレな態度に変化する、というものだった。

　そんなところでバイトしてるなんて、俺おれらにはナイショにしておきたいわけだ。

　でも、人見知りの激しいシンクレアのことだ。見ず知らずの他人ばかりやってきて、しゃべるだけでも精一杯なんじゃないか？　その上ツンツンな態度をとるのはちょっとレベルが高すぎるよな。

　で。

　まあ、それはそれとして。

　これ、入っていいのかな。

　閉店も近いし、こんな雰囲気だし、やめとこうかな……。

　いやいや。

　思い直す。

　せっかくここまで来たんだ。

　いっとけいっとけ。

　ダメだったらあっちからダメって言ってくれるだろ。

　カランカラ～ン。

　ドアを鳴らして入る。

　二人がいっせいにこっちを見、シンクレアが「あ……」と言った。「か、カズマッ！」

　ぶわあああっと顔が赤くなった。

「ち、違います！　これは、この格好は、その……」

　はわはわ。

　メイド喫茶でメイド服。何も違わない。

　けど『喫茶店でバイト』と俺に言っている以上、この格好の俺バレはアウトなんだろう。

「知り合いの人？」

　先輩の人が訊きくと、シンクレアはこくこくとうなずいた。

「カズマ」

「彼氏？」

「っ……」

　シンクレアは先輩を見て、俺おれを見て、もう一度先輩を見て、思いつめたような顔で首を横に振った。

　そんなに気にすることもないだろうに。

　そのときだった。

　ギラが俺の背後からヒョコッと姿を現した。

「ほお、日本のカフェは狭いのだな」

「!?」

　シンクレアの眉まゆ根ねが寄った。

「二人でアキハバラに……？」

「ん？　ああそうそう」

「二人きりで……？」

「いつもなら雫しずくが付き添うんだけど、今日はいなくてな。俺がついて回ってるんだ」

「…………」

　何気なしに説明したつもりだった。

　だけど、そこからシンクレアの雰囲気が変わった気がした。

「それで？　何しにきたんですかっ？」

　うん？

　なんか、言葉にトゲを感じたぞ。

　と同時に、厨ちゆ房うぼうにいた先輩が目をまん丸にした。

　シンクレアちゃん……できてる……。そんな呟つぶやきが聞こえた。

「あ、いや、ちょっと様子を見に来ただけで……」

「じゃあもう見ましたっ。さっさと帰ってくださいっ」

　や、恥ずかしいのはわかるけど、そんなに邪険にしなくても……。

　と、いつの間にか物陰に移動した先輩がグッと拳こぶしを握りしめ、「そうよ！　それよ！」と小声でエールを送っている。

　そこで俺は気づいた。

　これはきっとツンデレな接客の練習なのだ。

　なかなか要領を掴つかみきれないシンクレアが、たまたま来店した知り合いを練習台に、先輩の指導のもと、練習させてもらっているのだ。

　納得。

　ほら、先輩もニコニコしながら厨房から出てきてイス引いてるし。

　口では帰れって言いながら、迎え入れてくれるんだよな。

　なら、俺おれも協力しないといけないな。

　じゃあ……こうか？

「そんなこと言わずに入れてくれよ」

「嫌ですっ」

　ズバッと切り捨てられた。

「まあまあ。一杯飲んだらすぐ帰るからさ」

「カズマはトイレの水でも飲んでいればいいんですっ」

　横から小声で先輩のエールが飛ぶ。

「ステキ！　その意気よ！　ファイト、シンクレアちゃん！」

　やっぱりうまくいってるんだな。

「じゃ、ここに座るぞ」

「チッ」

　舌打ち!?

　なんか、あからさまに不機嫌そうだぞ。

　これで……いい……んだよな？

　ギラと二人、向かい合ってテーブル席に座る。

「俺ホットコーヒー。ギラは紅茶の方がいいか？」

「どちらでも構わん」



    

  
    
      



    

  
    
      「じゃコーヒー二つで」

　シンクレアはふんっと鼻を鳴らした。

「コーヒー二つで？　何ですか？」

「…………お、お願いします？」

「チッ」

　…………。

　えーと。

　そうだ。舌打ちが返事の代わりなんだ。そういう接客なんだ。そうに決まってる。

　やがてコーヒーが来た。

　ギラにはふつうのカップ。

　俺おれの前には、どかんとビンが置かれた。

　インスタントコーヒーの粉。

「セルフサービスですっ」

　わぁお。

　お願いしたのにこの有様。

　ちらっと先輩を見ると、先輩は両手を胸の前で握りしめてカンゲキしていた。

「すばらしい……すんっっばらしいわぁぁ！　クレアちゃん！」

　い、いいのか。模範解答なのか。これで。

　でも俺、どうしたらいいんだ？

　じっとコーヒーのビンを見つめていると、シンクレアがはあ、とため息をついて、コップとスプーンを持ってきた。

　コップの中には湯気を立てるお湯が。

　……ここに粉を溶かして飲めと。

　仕方なくビンのフタを開け、スプーンで一杯二杯三杯、あれっ？　これ入れすぎじゃね？

　超ストロングなコーヒーができた。

　家でコーヒー入れないからな。最初はこんなもんだよな。

　……っと。

　時刻を見ると閉店時間を回っていた。

　あんまり長居したら迷惑だな。早くおいとましなくちゃ。

　胃にズッシリくるコーヒーをがんばって飲み干して、すぐお会計を済ませる。

　シンクレアはレジでフキゲンそうな顔をして俺たちを待っていた。

　注文票を差し出した俺をじろ、と睨ねめつけ、

「１０００円」

　もはや敬語すら使ってもらえない俺。

　カツアゲじみたせびられっぷりに、すごすごと野口英世を差し出す俺。

　差し出しきる前に、俺おれの手からむしり取られる英世。

　こ、こんなの客じゃねえ……！

　だが。

　しかし。

　最後のお見送り、ここだ。

　俺の記憶が確かならば、ここでデレるはず！

『また来てくれるよね？』って、上目遣いで言ってくれるはず！



　ゲシッ！



「痛いった！」

　スネ蹴けられた！

　おおぅ……とスネを押さえてうずくまる俺の前、メイド姿のシンクレアが巨人タイタンのように立ちはだかる。

「さっさと帰るといいですっ」

　ばたーん！

　ドア閉められた。

「…………」

　なんだこれ。

　なんだこの仕打ち。

　おかしい。俺の想像していたツンデレ喫茶と違う。

　お金払ってスネ蹴られて追い出されて、全然割に合わねえぞ。

「……あえて口を出さずにいたのだが」

　それまで黙っていたギラが、下りのエレベーターの中で難しそうな顔をして口を開いた。

「あの娘むすめ、何かお前に恨みでもあるのか？」

　……やっぱりそう思う？
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　寒い夜は星がよく見える。

　けど、だからといって俺らがロマンティックに星について語り合うと思ったら大間違いだ。

　道々の話題は僵尸キョンシーについてだった。

　ロマンのかけらもない。

　往復の電車の中で、俺はクルスから借りた“〝来ライ々ライ！　キョンシーＳ”〟を見終わっていた。

「やっぱり怖くなかったな」

「私もときどき観ていたが、あれは実態とはまったく異なるものだ。当てにせんほうがいいぞ」

　作中で見たキョンシーはみんな中国の王朝時代の服を着ていて、両腕を前に突き出して指先をピンと伸ばし、ピョンピョン飛び跳ねていた。

　ゾンビの一種らしいが、動きはふつうに想像するゾンビとはだいぶ違う。

　ジャッキー・チェンみたいに組手で戦うのを見たときはさすが中国と思った。

「じゃああんなにピョンピョン跳ばないのか？」

「跳ぶには跳ぶがもっと距離が大きい。１ステップ10ｍぐらいは平気で跳んでくる」

「息を止めるとキョンシーから見えなくなるっていうのもウソか？」

「それは本当だ」

「噛かまれたらキョンシーになるってのは？」

「それも本当だ」

「じゃ、だいたい同じだよな」

「同じではない！」

　ギラは僵尸キョンシーがいかに厄介な相手かをしばらく力説していた。

　要はあんな生っちょろいモンじゃないと言いたいらしかった。

　そうこうしているうちに家について、

「んじゃ、おやすみ」

「うむ」

　雫しずくんちの玄関でギラとさよならをして、俺おれは家に帰った。

　日本にいる間は雫の家で寝泊まりすることにしたようで、いつの間にか合いカギまで作っていたギラは、雫がいるのかいないのかもわからない真っ暗な家にまるで我が家みたいな態度で上がり込んでいった。堂々としたもんだった。

　帰るとリビングの明かりがついていて、テレビの音が聞こえた。

　クルスがもう帰ってるな。

「ただいま」

　自然にただいまを言えるのがなんだか嬉うれしい。

　しばらく一人だったからなー。

　……そんな小さな感慨が続いたのも、リビングを見るまでだった。

「なんだこりゃ……」

　部屋は散らかり放題だった。

　まず床。

　開きっぱなしのクルスのショルダーバッグ。

　マンガ本が三冊。

　フィギュアの箱っぽい空き箱。

　何かの説明書。

　クシャクシャのレシート。

　ビニール袋の残骸。

「…………」

　次にコタツ。

　ギターを持った女の子のフィギュア。

　開いたままのマンガ雑誌。

　空になったトマトジュースの缶。

“〝妹が30分足の裏をペロペロなめられるＣＤ　Vol.49”〟。

　……なんだ最後の!?

　ヤバい。

　クルスの性癖ヤバい。

　しかもなんだVol.49って。シリーズ人気ありすぎだろ。

　世の中、そんなに足の裏をペロペロなめられる妹の声が聞きたい人で満ちあふれてるのか？

　それともひょっとして……俺おれがおかしいのか？　

　俺がおかしいだけで、足の裏をペロペロなめられる妹の声が聞きたいっていうのはごく自然な欲求なのか？

　わからない……わからない！

　いやいや落ち着け。

　惑わされるな。

　今考えるべきは足の裏をペロペロなめられる妹のことじゃない。

　大事なのは“〝リビングが散らかってること”〟だ。

　他のことは置いておけ。

　てか俺、さっきから何回足の裏ペロペロ言ってんだ。変質者か。

『──行ゆく方えがわからなくなっていた上海の貨物船が、横浜の沖合いで発見されました。発見したのは海上保安庁の巡視船で──』

　リモコンでテレビを切る。

　……ん？

　俺はもう一度テレビをつけた。

　洋上の船を上空のヘリから映した映像が流れている。

『タイに向けて航行中の──』

『乗員は誰だれも乗っておらず行方不明──』

　これ、ギラがこないだ言ってたやつじゃないのか。

　上海発、タイ行きの船が連絡を絶った。

　中国のＳＳＡシスターから上がってきたレポートにそう書いてあったと、ギラは言ってた。

　その船がもぬけの殻となって日本の洋上に浮かんでいる。

　これは何を意味する？

　…………。

　くそ。疲れて頭が回らない。

　そうだ。ひとまず顔を洗おう。

　頭を冷やして、冷静な思考を取り戻すんだ。

　洗面所にいくとこっちも電気がつけっぱなしになっていた。

「またクルスか……」

　げんなりしていると、ん？　

　シャワーの音が聞こえる。

　今入ってるのか。

　よし。上がってきたらリビングの掃除をさせよう。

　顔を洗おうと洗面所に入ったら、まただ。

　今度はハンカチが落ちてる。

　コイツ……どれだけ散らかせば気が済むんだよ……。

「お前な、ハンカチぐらいちゃんと洗濯機に……」

　ひょいとつまんで洗濯機に入れようとした。

　……あれ？

　ハンカチは四角形。

　これは三角形。

　…………。

　ぱんつだった。

　女の子の。

「ぐあっ!?」

　取り落とした。

　壁際まで後ずさった。

　急に汗が噴き出てきた。

　なんで？　なんでここに女物のぱんつがあるの？

　さらに追い打ちをかけるように、風ふ呂ろのドアがガラララッと引き開けられた。

「えへへへへ～～」

　シンクレア。

　シンクレアが全裸で立っていた。

　出しっぱなしのシャワーヘッドをだらしなく握って。

「うわあ！」

　ごん。

　壁で後頭部を打った。

　なんだこれ。

　帰ってきてたのか？

　どうなってるんだ。

　もくもくの湯気が洗面所に入ってくる。

　長い金髪は濡ぬれて肌にぺったりくっついて、ところどころ泡々の体は今まさに洗ってる途中だ。

　いや、ちょ、ちょっとぐらい隠せよ！

「えやっ」

　急にシャワーヘッドがくいと俺おれの方に向けられ、温かいシャワーが俺の顔に降り注いだ。

「おぶっ!?」

　顔を背ける。

　手をバタバタさせる。

「ちょっ、やめっ」

　顔も服もどんどん濡れていく。

　何もできない。

「うふふふふ～♪」

　楽しそうなシンクレアの声。

　ガッ。

　ジーンズの裾すそが掴つかまれる感覚。

　ぐいっ。

　足が風ふ呂ろ場ばの方へ引き寄せられ、俺はバランスを崩してスッ転んだ。

「痛てっ！」

　そのまま風呂に体半分ぐらい引きずり込まれた。

「おい、シンクレア！」

　返事はなかった。

　その代わりにからん、と音がしてシャワー攻撃が止み……ぺたっ。

「うわっ」

　濡れた手が俺の頬ほおに当てられた。

　ぐんっ。

　ムリヤリ振り向かせられる。

「えへへ～♪」

　すぐそこに、どアップのシンクレアの顔。

　濡れた髪。額についた水滴。

　ニヤニヤ笑っている。

　一目見てわかった。

「おまっ、酔ってるな!?」

「んん～？」

　むうっと眉まゆ根ねが寄った。

「わたしがぁ、トマトジュース飲んだらぁ、ダぁメなんですかぁ～？」

　俺おれの肩を揺さぶる。がくがくがく。

「とっ、トマトジュースで酔っぱらったのか!?」

　あれか。

　トマトジュースの缶。

　こいつか。

　ちょっと状況がわかってきた。

　けど俺のピンチは変わらない。

「どぉ～せ！　どぉ～せわたしはコドモですよぉ～」

　今度は横にゆさゆさゆさ。

「ギラと二人でデェートしてぇ～、ゲーセンで楽しく遊んでぇ～、見せつけるみたいにわたしの前に現れてぇ～」

「アホか！　アレのどこが楽しそうに見えたんだ！　常に命の危険にさらされてたっつーの！　二回ぐらい勢いあまって殺されそうになったっつーの！」

　くすくす笑いながら俺にしなだれかかってくる。

「ダメですぅ～。楽しそうでしたぁ～」

　うわっ。

　やわやわの感触が太ももに伝わってくる。

　さらに俺の首に腕をからめてきた。

　うわっ、うわっ！

　ヤバい。

　あったかい。

　ぬるぬるの泡が首筋を伝っていく。

　ボディソープの匂においが鼻の奥に入り込んでくる。

　ヤバい。

　なんか俺、おかしくなりそうだ。

「どぉ～せわたしなんかぁ、コイビトじゃないですもぉ～んっ。ギラの方がすってっきっでっすもんねぇ～」

　何言ってんだこいつ。

　訳わかんねえ。

　わかるのはこの状態が続くと俺の頭がおかしくなりそうだってことだ。

「すまんっ」

　もう必死だった。

　シンクレアの肩をぐいっと押しのけて、上半身の力だけで風ふ呂ろ場ばから這いずり出る。

　泡でぬるぬるだったおかげで足がスルッと抜けた。

　よし！　自由になった！

　床に足を着いて、うおっ、滑るっ！

　壁際の体重計に頭から突っ込みそうになりながら、なんとか体勢を保って風ふ呂ろ場ばから脱出。

　去り際にちらと見たシンクレアは、上半身を洗面所にはみ出させたまま仰向けに寝っ転がっていた。

「えへへ～。カズマのぉ～、ばぁ～か」

　クラクラする。

　脳みそがぐるぐるに溶けたバターみたいになって、俺おれはリビングへは行かず玄関へ下り、サンダルをひっかけてふらふらと外へ出た。
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　寒い。

　クソ寒い。

　死ぬ。

　冬の寒さ、俺ナメてた。

　ハンパじゃない。

　ズブ濡ぬれの薄着で、12月のしかも夜の屋外。

　余裕で凍死できるレベル。

　ぐるぐるのバター脳みそが氷みたいに固まるのに、それほど時間はかからなかった。

　帰りたい。

　家に入りたい。

　けど帰りたくない。

　玄関を開けたくない。

　玄関を開けて、またあの状態のシンクレアに鉢合わせしたら……。

　ううっ。

　どうしよう。

　このままじゃ朝まで保たない。

　氷像になってしまう。

　──そうだ！

　追いつめられた俺の頭に、名案が浮かんだ。

　雫しずくだ。

　雫の家に泊めてもらえばいいんだ。

　あいつんちなら昔からしょっちゅう泊まってるし、まあ最近はそういうこともなくなったけど、言えば泊めてくれるだろ。

　うん。我ながらナイスアイディア。

　ということでさっそく俺おれんちの隣の隣に行く。

　明かりはない。

　まだ帰ってきてないのかな。

　それとも寝てるのかな。

　寝てたらちょっと悪いな。

　でも、すまん雫しずく。俺の理性と命がかかってるんだ……。

　玄関先で頭を下げながら、インターホンを押した。

　ピーンポーン……。

　…………。

　返事がない。

　やっぱり寝てるのかな。

　もう一度──と思ったとき、ガチャッ。

　ドアが開いた。

「遅いぞシズク……」

　ギラだった。

　もう寝ていたのだろう。

　しょぼしょぼした目をこすりこすり。

　毛布を頭からかぶって。

　パジャマを着て…………。

　いない。

　パジャマが見えない。

　毛布の下に、肌が見えていた。

　胸からへそにかけて、真っ白な肌がなだらかに続いて……。

　・　・　・　ハ　ダ　カ　？

　寒くて死にそうだったのに、一瞬で背中にぶわっと汗が噴き出た。

　またか。またなのか。

　こ、殺される。

　今度こそあのショットガンで頭を吹っ飛ばされる。

　いやでも、こいつ寝ぼけてる。

　そうっとドアを閉めて逃げれば気づかれないんじゃないか？

　そうっと。

　そうっと……。

「早く入れ。寒いぞシズク……」

　あっ。

　目が合った。

　ぱちくり。

「…………カズ……マ……？」

　その目が大きく見開かれていく。

　俺おれの生存率がみるみる減っていく。

　冷静になれ俺。

　なんとか切り抜けるんだ。

　こほん、と小さく咳せき払ばらいをして、

「き、聞いてくれ。これは不幸な事故だ。まず落ち着け。そして一つ平和的に話し合いを」

「ぎゃ────────────っ!!」

　ドガンッ！

「おごっ！」

　ドアごと蹴けっ飛とばされた。

　限界まで開ききったドアがガンッと壁にぶち当たる。

　俺は宙を舞ってボールのように転び、コンクリ地面の上でボロ袋状態。

　うう痛い……今日はこんなのばっかりだ……。

　ギラは羽織った毛布の端をぎゅっと引き寄せて体を隠し、ばばっとその場にしゃがみ込んだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「み、見られた……見られた……！」

　うつむく顔がリンゴみたいに真まっ赤かになっているのがわかる。

「す、すまん……」

「すまんで済むかァ！　アホバカクソ死ね────!!」

　ブーツが飛んできた！

「うおあっ！」

　死ぬ気でよけた。

　つま先に鉄板仕込んだ長靴とか立派な凶器だ。

「ききき、貴様はいったい何度私を辱はずかしめる気なのだ!?」

「だってふつーハダカで寝てるとか思わないだろ!?」

「べ、ベッドで寝るときはこれが一番気持ちがいいのだ！　じゃない！　死ね！　死ぬがいい！」

　毛布が落ちないよう片手でひしっと掴つかんで、もう片方の手で玄関にあった靴をぶんぶん投げつけてくる。

「やめろ！　それ雫しずくんちのだろ！」

「うるさい！　貴様に最後の審判を受ける資格はないっ！　その前に私が極刑を下してやる！」

　手持ちのスニーカーを投げたあと、ドアがばたん！

　家の中で、だん、だっ、ばん、ガチャコッ。

　なんだよ最後の！

　ガチャコッってなんだよ！

　バンッ！

　ドアが蹴けり開けられた。

　はいきた。

　ショットガンきた。

「死ねえ！」

　ドガンッッ！

　庭の壁にぽっかりと大穴が開いた。

　マジか。

　そう思う間もなく、ガチャコッ。

「うわああ！」

　死ぬ！　ほんとに死ぬ！

　犬みたいに走って道路に逃げ出す。

　ドガンッ！

　後ろで何かが吹っ飛んだ。

　死にものぐるいで逃げた。

　もう何がどうなってるのか全然わからなかった。

　目の前に俺おれんちがあった。

　反射で飛び込んだ。

　何も考えてなかった。

　ドアを力任せに閉めて後ろ手にカギをかけた。

「はあっ、はあっ、はあっ……」

　そんな俺の前に、クルスが大あくびしながら立っていた。

「ふぁ～あぁ……ちょっと寝ちゃった……あ、おかえりカズマ」

「……シンクレアは？」

「棺かん桶おけで寝てるよ。酔ってハダカのまま外に出て行こうとしてたから止めて寝かしつけた」

　なんてことのない言い方だった。

「カズマ、気をつけてね。クレアって、トマトジュースで酔っぱらっちゃうんだ。しかもタチ悪いの。笑い上戸でからみ酒。小っちゃなことでニヤニヤネチネチからんでくるから適当にあしらってやってね。あ、僕は慣れてるから僕に振ってくれてもいいよ」

　とそこで、クルスが俺を見て「あれ？」と言った。

「カズマ、なんで全身ずぶ濡ぬれなの？　なんで頭にアワついてるの？」

「……も、も、も……」

「も？」

「もっと早く起きてこいよオオォォ！」

　俺の両目からびょっと涙が飛び出た瞬間だった。



　────。

　こんなことがあったせいで、俺はすっかり忘れてしまっていた。

　貨物船のニュースをギラに伝えることを。



    

  
    
      
第四話　楽しいことはやめるな



　翌朝の気まずさはすさまじかった。



　朝６時。

　昨日のことがあったので、なるべくシンクレアと顔を合わせたくない俺おれは、さっさと登校して接触を先延ばしにすることにした。

　朝、顔を合わせなかったからといって何が変わるわけでもないが、これは理屈以前の問題だ。

　ただ──。

　計画に誤算があったとすれば、それはシンクレアの起床が早かったことだ。

　俺が台所をごそごそやっていると、リビングのドアがすーっと開き、シンクレアが顔を出した。

　きょろきょろ。

　見回している。

　そのうち誰だれもいないと思ったのか、リビングに入ってきて昨日のトマトジュース缶なんかを片付け始めた。

　うわ、くそ。

　缶を片付けるんならどのみち台所こつちにくるじゃねぇか。

　俺は覚悟を決めた。

　すうっと息を吸って、吐いて、自分を落ち着かせる。

　それからなるべく穏やかな声で、

「お、おはよう」

　びくっ！

　シンクレアの肩が大きくはねた。

　そのままの姿勢で硬直する。

　沈黙。

　沈黙。

　俺の声をウソにしてしまいたい。

　聞こえなかったことにして活動を再開したい。

　けど聞こえちゃった。カズマがいる。起きてきてる。どうしよう。

　……そんな心の声がひしひし伝わる立ち姿だった。

　やがて、がぎぎぎ、と振り向くシンクレア。

　青白く硬直した顔。

「お、おはよ、ございます……」

　がぎ、と会釈。

　ああ……。

　こりゃ、憶えてる顔だ。

　酔って記憶なくしてないかな……って期待したのに。

「お、起きるの、早いよな」

「は、は、はい。わわ、私は起きるのが早いです」

「す、すごいな」

「い、いいえ、それほどでも」

「…………」

「えと、牛乳飲むか？」

「そ、そうですね。わ、私は牛乳を飲むことができます」

「す、すごいな」

「い、いいえ、それほどでも」

　なんだこのギクシャク会話。

　ふつうに振る舞おうとすればするほど意識してしまう。

　きっとこいつも同じ心境だ。

　焦る。

　どうすりゃいい。

　冷蔵庫から出したパック牛乳をコップに注ぎ入れ、コタツに置く。

　シンクレアは俺おれとコップの間で何度も視線を往復させ、ついに覚悟を決めたみたいにコップを掴つかみ取った。

　そのまま、ぐう──っ。

　一気。

「……ぷはっ」

　コトンッ。

　お見事な飲みっぷりだった。

　それで正気を取り戻したのか、シンクレアはすうっと息を吸って、

「き、きのうは私、早く寝ました！」

「へ、へえ……」

「ですから、な、何も憶えていません！」

　投げ捨てるみたいに言い切った。

　うわ。

　なかったことにする気かよ。

　そ、それはそれでありがたいけど、せめて態度ぐらい取り繕えよ。

　はっきり憶えてるのが丸わかりだぞ。

　なんせ耳までまっかになってるし、声震えてるし、スカートがっちり握りしめてるし……それに、俺おれの目見ようとしないし。

「おお、おお、お風ふ呂ろなんて入ってないですし、それと、それに、ええと、お風呂に入ってるときに、ドッ、ドアを開けたりとか、カズマに、その、だ、だだ、だ、抱きつい…………」

　ごっくん、とその喉のどが鳴った。

「抱き……つい…………た…………り……………………ぇぅっ」

　その目にじわっと涙が湧わいた。

「何も…………なにっもっ……して…………ぐすっ…………どっ、どうしてさっきから何も言ってくれないんですかぁっ！」

　ついに恥ずかしさに耐えきれなくなったみたいで、頭の中の何かを吹き飛ばそうとするようにぶるぶる首を横に振る。

「ひどいですっ！　カズマは平気で、私だけっ、私だけこんなに恥ずかしくなってっ……！」

　その言葉に、今度は俺が言い返す番だった。

「お、俺が恥ずかしくないとでも思ってんのか！」

　顔が熱い。

　たぶん俺の顔も赤くなってる。

　でもこのままじゃあまりにも言われっぱなしだ。

　それじゃ俺の気が済まない。

「お前だ！」

「えうっ!?」

　シンクレアが怯ひるむ。

　俺は畳みかける。

「風呂のドア開けたのはお前だ！　服着たままの俺にシャワーぶっかけて、風呂場まで引きずり込んで、上にのしかかってきたのも全部お前だ！　あんとき俺がどんだけ恥ずかしかったと思ってんだ！」

「い、いやあっ……！」

　もくもくの湯気、シンクレアのニヤニヤ顔、白い肌についた水滴……。

　くそ、思い出すだけで頭がクラクラしてくる。

「ニヤニヤ笑いながらギラと楽しそうだっただの恋人がどうだの言ってくれやがって！　こっちはそれどころじゃねえっつーの！」

「いやあ……いやああ……！」

「おかげでしばらく俺、家にいられなくてフラフラ外さまよってたんだぞ！　もしあんなカッコで家の中うろうろされてたら俺の居場所がないからな！」

「いやああああああっ！　カズマのばかあああっ！」

　トマトジュースの空き缶が飛んできた。

　カンッ！

「痛いでっ！」

　あ、アゴがぁ！

「ちょま、おフッ！」

　続けて分厚い雑誌がみぞおちにヒット。

「おうぅ……」

　腰を折って呻うめく俺おれ。

　ガッ。

　急に肩に重みがかかった。

　シンクレアの手だった。

　シンクレアが一瞬で俺との距離を詰め、俺の肩を握っていたのだった。

　クワッ。

　口を開けた。

　鋭いキバがきらりっ。

「うおあっ！」

　思いきり肩を払った。

　かぷっ。

　０・２秒前まで俺の肩があった空間を、シンクレアが噛かんだ。

「危っぶねえ！　何してくれてんだ！」

「カズマを眷けん属ぞくにしますっ。血を吸って首輪をつけてドレイ一号ですっ。吸血鬼になってしまえば元の意識は残らないので恥ずかしくありませんっ」

「そ、そんな奴がいるから犯罪が減らないんだ！　……って、俺半吸血鬼ダンピールだぞ？　効くのか？」

「…………はっ」

　今気づいたみたいな顔した。

「ええと……吸血鬼には効かないので……でも人間の血が半分流れてるから……ええと……ええと…………」

　まごまご。

「吸ってみればわかりますっ！」

「マジか！」

　がばあっ！

　襲いかかってきた！

「うああっ！」

　死にものぐるいでよけてリビングを飛び出る。

　家の中はマズい。外だ。

　玄関でスニーカーをひっかけてドアを開ける。

　昨日から厄災続きだ。どうなってるんだ。

　ガチャコッ。

　いきなりだった。

　俺おれの顔面にデカい銃口が突きつけられていた。

「うおっ!?」

　厄災はまだ終わってなかった。

　デカい銃といえば持ち主はもちろんギラで、その顔を見て俺は瞬時に合点がいった。

　肩をぷるぷる震わせて、唇をむうっとへの字にして、怒ったような半泣き顔。

「わ、わわ、私に辱はずかしめを与えた男の居場所はここか？」

「うっ……」

　一晩明けても怒りの炎は収まってなかった。

　俺、ピンチ。

　いったんドアを閉めて、後退……。

「カズマぁっ！」

　うあ。

　後ろにシンクレアがいる。

　挟まれた。

　逃げ場なし。

　俺、大ピンチ。

　俺を挟んで、ギラとシンクレアがお互いの存在に気づいた。

「お前は失せろ。私はカズマに用があるのだ」

「嫌ですっ。私、ハダカを見られたんですっ」

「私だってハダカを見られた！」

　こっ、こら！　二人とも声が大きい！

　ご近所様に広まっちゃう！

　これだけ聞くと俺、ただの覗のぞき魔じゃねぇか。

　両方とも俺のせいじゃないのに……。

「ちょっと待った二人とも。一応俺の意見も聞いて……」

「「あん？」」

　ギンッ。

　殺気のこもった目で二人から睨にらまれた。

「ご、ごめんなさい……」

　俺、立場弱すぎ。

　そこでギラが銃口を下げた。

　許してくれた……のか？

「処罰が必要だな。一般の犯罪者であれば懲役だが……」

　……許してくれてませんでした。

　武力制圧から法的措置に切り替えただけでした。

　ギラは考えて、言った。

「決めた。懲役の代わりにしばらく私の下僕にしよう。馬車馬のようにこき使ってやる」

「か、勝手なこと言わないでくださいっ。カズマは私の眷ぞ……ドレイなんですっ。さっき決めたんですっ」

「なんだと？　私の決定に横よこ槍やりを入れようというのか？」

「ガルルルルッ」

　おお、シンクレアがブルドッグになってる。

「あの、俺おれ学校に行かなきゃいけないんだけど……」

「下僕に学校など必要ない」

「そ、それですっ」

　シンクレアが思い出したように言った。

「カズマは私と一緒に学校に行かなければいけませんっ。ふふん、ギラは来れないですねっ」

　アゴをつんと上げて、勝利の微笑ほほえみ。

「ほおぅ……？　なるほど。それで勝った気になっているわけか……これはこれは……」

　ふふふっと不気味な笑みを漏らすギラ。

　な、なんか、超イヤな予感するんだけど……。



　　　□■□■□



「ギラ＝メッサーシュミットだ」



　あまりに突然の転校生に、教室は大騒ぎだった。

　どう見ても小学４年生にしか見えないコドモが、うちの高校の制服を着て教壇に立っている。

　むすっとしたお子ちゃまに、みんな大盛り上がりだ。

「ギラちゃん、どこから来たの!?」

「出身はドイツのデュッセルドルフだ。現在はヴァチカンに所属している」

「好きな食べ物は!?」

「NordSieのフィッシュフライだ」

「今どこに住んでるの!?」

「しばらく雫しずくの家を間借りしている」

「────？」

「────」

　あちこちから飛ぶ質問。

　表情を変えずに一つ一つ答えていくギラ。

　俺おれはヒヤヒヤしながら成り行きを見守っていた。

　みんなよくギラちゃんとか言えるよな……。

　見た目10歳だもんな……。

　しかし、ついに怖れていた質問が来た。

「どうして小学校じゃなくてこっちに転校してきたの？　飛び級？」

　質問したのは女子だった。

　ぴくっ。

　ギラの眉まゆ根ねが動いた。

「小学校……だと……？」

　ギラの身体からヤバめのオーラが立ち上った。

「私の姿が小学生に見えると……？」

「うん。すっごい可愛かわいい！」

　ダブルパンチ。

　完全にアウトだった。

　ああ、キレたな、と思った次の瞬間。

　ぬうう……っとデカいショットガンがギラの背中から姿を現した。

「は……」

　笑顔のまま固まる女子。

　一瞬で静まりかえる教室。

「私は……18歳だ……！」

　ガチャコッ。

　教壇で怒りのショットガン装填をするギラ。

「私は18歳だ。繰り返す。私は18歳だ。私をコドモ扱いしてキャンディやチョコレートやその他コドモが喜びそうな菓子類を差し出すような輩は即刻射殺する。よおく頭に叩たたき込んでおけ」

　震え上がる２年Ｂ組。

　銃を持ってあんな目つきしてる奴にアメあげる命知らずなんていねーよ。

　さっき質問した女子が怯おびえた声で呟つぶやくのが聞こえた。

「ご、ごめんなさい……飛び級じゃなくて留年だったんだね……」

　いや、それも違うんだけど……。

　でも実際、こんなにあっさり俺のクラスに入り込んでくるとは思わなかった。

　おかげで俺の隣でシンクレアが怒ってる。

「こんなところまで追ってきて……！」

　そして窓際の席では雫しずくが机に突っ伏してた。

「ああ……あたしのスクールデイズが……日本が戦場に変わっていく……」

　なんでも雫やギラの所属するＳＳＡにはその特性上、臨時に超法規的措置を発動する権限があるらしい。

　ヴァチカンと各国の間で秘密裏に協約が結ばれていて、協約国の中だったら業務遂行のためにはかなりのムチャもまかり通るとか。

　ま、その理屈はわからんでもない。

　こいつらはバケモノ専門の国際警察みたいなもんだ。

　事務手続きに手間取ってる間に標的に逃げられたりしたらそれこそ問題だろ。

　けど、さすがにこれは職権乱用じゃないのか？

　それにだ。

　転校生は、もう一人いた。

　ギラの隣。

「ドレフュス＝マッカランです」

　小さい丸坊主のオッサンがうちのブレザー着て立ってた。

　…………。

　えーと。

　マッカランって、あいつじゃね？

　こないだ横浜港で俺おれらを殺そうとした奴じゃね？

「特技は人外を抹殺することです。みなさんよろしくお願いします」

　小さく会釈をするオッサン。

　全員引いてた。

　だって……自己紹介で抹殺とか言うから……。

　しかも制服。オッサンの制服。超似合ってない。

「……雫しずく、アレはなんだ？」

　顔を向けると雫は思いきり顔を背けて窓の外を眺めていた。

「あー、今日も晴れてる。世界は美しいよねぇ」

「逃避するな！」

「逃避でもしないとね……もうね……やってらんなくてね……。カズくん聞いてくれる？」

　しくしくしく。

「な、何があったんだよ」

「あたし、あの人をヴァチカンに護送していったでしょ？　その後すぐに指令がきてね。ドレフュスをあたしの下で静養させろって……そんなのムリだよぉ～～！　うぇぇ～んカズくぅ～～～んっ」

「ええ？　なんでまた？」

「知らないよぉ！　日本は他の国に比べて人外が少ないからゆっくり休めるとか言ってぇ～！　隊長だけでも持てあましてるのにドレフュスまでってムリムリ絶対ムリ！」

　ウソだろ。

　冗談じゃない。

「俺おれ、あんとき人外死ねとか言ってぶった斬ぎられそうになったんだけど……」

　あいつの浄眼ブルーアイズは人外を見分けることができる。

　その欠点はあまりに精度がよすぎることだ。

　ほんのわずか人外の血が混ざってるだけでもバッチリ感知して敵と見なしてしまう。

　そのせいで罪のない人が路上で襲われたし、吸ヴア血ンパ鬼イアの血が半分混ざってる俺なんて完全にターゲットの一人になっちゃうわけだ。

　さらに俺の隣にはシンクレアがいる。

　こいつが雫しずくに吸血鬼バレするとえらいことになる。

「あ、それはたぶん大丈夫」

　雫は拍子抜けするほどあっさり頷うなずいた。

「浄眼ブルーアイズがね、あれから消えちゃったの」

　見て、とマッカランを指さす。

「目、光ってないでしょ？」

　じっと見てみる。

　たしかに。

　だが、俺はすぐには信じなかった。

「……前もあんな感じだったけど、カラーコンタクトしてたぞ」

「うん、でも今日はほんとに何もしてないの。裸眼」

「なんで？」

「わかんない」

　んー、と首をかしげる雫。

「ドレフュスに憑ついてたヤツが消えたとたん、一緒に消えちゃったみたいなんだよね。浄眼って生まれ持ってのものだから、んー、可能性としては生まれたときから憑いてたか、あとは……なんだろ……」

「と、とにかく、もう人外を見分けられなくなったんだな？」

「そう」

　ＯＫＯＫ。

　それだけ聞ければオーライだ。

　あとはなんとかなるだろ──。



　　　□■□■□



　なんとかならなかった。

　３時間目、世界史。

　今年新卒の綾あや瀬せまどか先生（あだ名はコロポックル）の授業だった。

　内容は第二次世界大戦にさしかかったところで、ようやく慣れてスムーズに書けるようになった黒板に、コロポックル先生が一生懸命背伸びをして板書していた。

「はい、このようにヒトラーは大変演説が上手だったので色んな人を味方につけたり丸め込んでしまうんですねー」

　うんうん、と自分で頷うなずく先生。

　と、それまで彫像のように動かなかったマッカランがガタリと立ち上がった。

「シニョーラ・アヤセ、それは史実とは異なります。ヒトラーは霊媒体質で千里眼を持ちなおかつ預言者でもありました。彼は実際に魔術を使用しており、そのため無名の頃ころからあれだけの群衆を扇動できたと言われています。なおナチスの象徴である鈎十字ハーケンクロイツの旗は黒魔術の象徴で──」

「へ、へえ……」

「側近も軒並み魔術者で固められていたといいます。ゲッペルズは数秘術、ヒムラーは占星術、ゲーリングは降霊術にそれぞれ精通していたと言われ、当時のドイツはまさに魔術帝国と呼ぶにふさわしい様相でした」

「へ、へえ……」

「さらには──」

　授業が10分中断した。



「……え、えと、そのあとミュンヘンで四カ国の首相が集まって会談を開きます。この結果、英仏伊の三国はドイツの要求をほぼ丸まる呑のみしてしまうんですねー。どの国も戦争は回避したいですからー」

　ガタッ。

「シニョーラ・アヤセ、その解釈は不適切です。あとから考えれば通るはずのない要求にそれでも三国の首相がサインしてしまったのは、ヒトラーが黒魔術を使用し彼らの精神を一時的に操ったからです。先ほど申し上げたように政治家である以前に呪じゆじ術ゆつ者であった彼は──」

　授業が12分中断した。

　あとこのへんでコロポックル先生の心が折れ始めた。



「……こ、ここでアメリカ軍を中心とした連合軍が、いいですか？　ノルマンディー上陸作戦を実施します。間違ってませんか？　そ、そうですか。それでは……かなりの死者が出ましたが、連合軍はなんとか上陸に成こ」

　ガタッ。

「シニョーラ・アヤセ」

「ひあああっ！」

「一つ補足させていただけるのならこの作戦を指揮したアメリカのアイゼンハワー将軍はその筋では高名な占星術師です。彼を始めとする各国連合占星術師集団が星を読み上陸地点をノルマンディーに──」

「いやっ、もういやっ！」



　結果。

　泣きながら教室を脱走しかけたコロポックル先生はすんでのところで生徒たちに取り押さえられ、慰められ、励まされ、皆の暖かい応援のもと心のリハビリ──もとい授業を再開することになった。

　で、マッカランだ。

　教師の手に負えないマッカランの世話は、ＳＳＡつながりということで雫しずくに任された。

　二人の席を窓際後方に移動させ、授業と切り離してマンツーマンの体制にする。

　コロポックル先生は主に女子生徒に励まされながら、マッカランに聞こえないよう小声で授業を続けていた。

　さて、雫とマッカランが具体的に何をやっているのかというと、聖書の音読だ。

「……イエスは、この十二人を遣わし、そのとき彼らにこう命じられた。『異邦人の道に──」

「イスラエルの家の滅ほろびたところに行きなさい。行って、天の御み国くにが近づいたと宣のべ伝つたえなさい──」

　なんでも、落ち込んだときやら失敗したときやら祈りたいときやら、そういう場面別にある程度読むべきところが決まっているのだとか。

　道理であれだけ分厚い聖書の中から二人とも迷わず同じページを引いたわけだ。

　雫はかなり渋々で投げやり気味。

　反対にマッカランは姿勢を正してはきはき聖書を音読していた。

　授業中に平然と後ろの方でやってるんだから、すごいよな。

　先生もあの二人の声は聞こえないものとして授業をしている。

　マッカランに絡まれるよりまだマシなんだろう。

　けど、その体制も長くは続かなかった。

「はぁ～」

　雫の溜ため息いきがさっきから多い。

　ギブアップが近づいていた。

　じっと座って慣れない相手と一緒にいることがキツいんだろうな。

　そう思ってた。

　が。

　そのうち雫の聖書を持つ手が震えてきたかと思うと、

「あ────っ！　こんなタイクツなの読んでられないよ────っ！」

　ばっさぁ、と聖書を投げ出した。

　えー!?

「く、クリスチャンだろお前！」

　思わず声出ちまった。

「そうだけどぉ～～」

　超不満そう。

「でもでも、あたしってどっちかっていうと雇われ傭よう兵へいに近いし、実際ＳＳＡって敬けい虔けんな信者じゃなくても務まるし、それにあたし……自分に正直だから……（キラキラキラ……）」

「そんな顔して言えばなんでも通ると思うなよ！」

「いいの！　もういいの！　ドレフュスの世話はあたしが任されたんでしょー？　なら何仕込んだっていいよねー！　あははー！」

　ヤバい。

　壊れてきた。

「はい！　というわけでこれからはあたしの聖バイ書ブルを勉強します！　も～好き勝手やっちゃう！　あたしの聖バイ書ブルは、これ！」

　どさどさっ。

　マンガ本の山が置かれた。

　全部ジョジョのなんとかっていうマンガだ。

　俺おれ、これちょっと知ってる。

　ドドドドドッていうやつだ。

　雫しずくの暴走は止まらない。

　マンガの山をマッカランの前にずずいっと寄せて、

「はいっ！　まずはブチャラティのセリフ全暗記！　いってみよー！」

「自由すぎる！」

　雫、超笑顔。

　超楽しそう。

「はいっ！　この味はウソをついている味だぜっ！」

「この味はウソをついている味だぜ」

　素直にセリフを音読するオッサン。

「こら！　アンタもちょっとぐらい嫌がれ！」

「カズくん何言ってるの？　第五部のほぼ主人公だよ？」

「そういう問題じゃねえ！」

「アリアリアリアリアリ、アリーヴェデルチ！」

「アリアリアリアリアリ、アリーヴェデルチ」

　ダメだ……俺に雫は止められない……。

　オッサンが着々とジョジョの奇妙な教育を仕込まれていくのを、俺は黙って見ていることしかできなかった……。
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　そして俺おれだ。

　厄介事を起こしそうな転校生はマッカラン一人じゃない。

　俺は今、非常に居心地の悪い思いをしている。

　左手。

　ニヤニヤ笑って、機嫌のよさそうなギラ。

　右手。

　口を思いっきりへの字にして、機嫌の悪そうなシンクレア。

　なぜギラとシンクレアの機嫌が正反対なのかというと──もちろんギラがムリヤリ学校にくっついてきたというのもあるのだが──俺がギラと机をくっつけて教科書を見せてあげているからだ。

　シンクレアの転校初日をギラで再現してる感じ。

「ふふふ。やはりカズマは私の下僕がいいのだな。下僕は主人の近くにいるものだ」

　これ見よがしに言うギラ。

　シンクレアはすでに教科書一式が揃そろっていて、ちゃんと自分の教科書を広げている。

　でも全然教科書を見ようとしない。

　俺たちの方ばっかり睨にらんでくる。

「ドレイなのに……カズマは私のドレイなのに……！」

　そのうち教科書を破きそうな勢いだ。

　シンクレアはしばらくはガマンしていたが、やがてはっと顔を上げると、俺をキリッと見据えた。

「ドレイ、こちらにきてください。命令です」

　ええ～？

　ムリだって。

　俺は小声で返す。

「お、お前な、授業中だぞ」

「それが何か？」

「いやいや。せめて授業中はちゃんと着席してないと、な？」

「ドレイなら一番に優先するのはご主人様の命令のはずです。カズマ、その女から机を離してこちらに来てください」

「いやぁ、ちょっとそれは……」

「カズマ」

「…………」

「カズマッ」

「…………」

　やんわり無視し続けてると、そのうちむうぅっと唇を尖とがらせて、

「うぅ……ひ、ひどいですっ」

　ひしっと自分の身体を抱きしめる。

「あ、あれだけ私の恥ずかしい姿を見ておいて……！」

　ちょっ、声がでけえよ！

　案の定、シンクレアの周りがざわついた。

　そして俺おれの前に座っていた男子、峰みね岸ぎし悟さと史しがくるぅり。

「カズマ……今のはどういう意味だ？」

　厳格パパみたいな重々しい顔。

　聞いてたのかよ。

「じゅ、授業中だからな。前向いてな」

「ふざけるな。今の俺にはお前とシンクレアちゃんの関係性の方が大事だ。場合によってはお前をカップル殲せん滅めつ委員会の殲滅対象にしなければならんかもしれん……」

　目が怖い。

　こいつ本気だ。

　と、横からシンクレアの手が伸びてきて……ガシッ。

　俺の机を掴つかんだ。

　ずずずずず……。



    

  
    
      



    

  
    
      　自分のところに引きずっていこうとする。

「おい!?」

「命令を聞かないからですっ。カズマは私のドレイなんですっ」

　すぐさま机にかじりつく俺おれ。

　あんまり勝手はさせられない。

　だが吸血鬼の力は尋常じゃなかった。

「うおっ？」

　机は俺ごと引きずられていく。

　そこに──ガッ。

　反対側から机を掴つかんだ手があった。

　ギラだ。

「下僕が主人を置いてどこへ行こうというのだ？」

「み、見りゃわかんだろ、引きずられてってんだよ！」

「私のハダカを見た奴の言い訳など聞かん！」

「だから声が大きいィ～～～ッ！」

　また周りがざわついた。

　コロポックル先生は俺らに背を向け、黒板だけを見てひたすら無言で板書していた。こちらには不干渉を貫くと決めたらしい。

　さらに窓際の席にいた雫しずくがガタッと立ち上がった。

「あ、あたしのハダカは見てないのに!?」

　どこに食いついてんだよ！

「カズくんてば肉食系だったんだ……あたしの前では無害な草食系を装っていながら……ぐぬぬ……」

　もういいよ。

　それどころじゃねーよ。

　教室じゅうが俺を見ている。

「アラキくんて、覗のぞき魔？」って声が聞こえた。

　峰みね岸ぎしの髪が逆立っていた。

「殺す……殲せん滅めつする……！」

　危ないことをブツブツ言ってる。

「ちっ、違うんだ！」

　俺はガタッと立ち上がった。

　きちんと誤解を解いておかないと俺の平穏な学校生活が今ここで終わってしまう。

「違うんだみんな、聞いてくれ！　えと、シンクレアの方はだな、こいつが酔っ払って風ふ呂ろに入ってて、俺が洗面所に入ったとたんドア開けてシャワーで攻撃してきたんだ！」

　すぐさま男子から猛然と反撃が入った。

「なんだそりゃあ！」「バッチリハダカ見たってことじゃねぇか！」「許せん……！」「シンクレアちゃんの裸体を独り占めしやがって……」「それなんてエロゲ？」

　あれ？

「ぎ、ギラの方は、こんなことがあってもう家にいられなくなったから雫しずくんちに泊めてもらおうと思ってドア叩たたいたら、ギラが毛布一枚の姿で出てきたんだ！」

「寝起きのハダカだと……？」「畜生カズマばっかりいい思いを……！」「処刑決定だな」「それなんてエロゲ？」

　あるぇ～？

　教室がいっそう荒れ始めた気がするんだけど……。

　ひょっとして説明しない方がよかった？

　ガッ。

　ガッ。

　両腕を同時に掴つかまれた。

　ギラとシンクレアだった。

　二人ともこめかみに青筋が浮いていた。

「わわ、私がハダカで寝ていることを、よ、よよ、よくもバラしてくれたな……！」

「酔っ払ってハダカでって……酔っ払ってハダカでって……！」

　はっ。

　今ごろ気づいてしまった。

　そ、そうですよね。

　どっちかっていうと言っちゃいけないことでしたよね。

「ご、ごめん……」

「ごめんで済むかァ！」

　おっしゃる通りです。ハイ。

　おかげで俺おれは今、ギラとシンクレアと男子全員を敵に回してしまっている。

　とそこで、窓際にいた雫がバッと手を挙げた。

「はい！　はい！　あたしもやられたもん！」

「お前はねえよ！」

「あるもん！」

　なんでちょっと嬉うれしそうなんだ。

　なんで「あたし、負けないっ」みたいなオーラ出してんだ。

　ただでさえ話がこじれてるのに……！

「カズくん、小一のときお医者さんごっこであたしのお尻しりに注射したもん！」

「アホか！　んなことあるわけ……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………あっ……ったけれども！」

　ざわ……ざわ……。

　今度は女子がざわめき始める。

　待て。最後まで聞いてくれ。

「あ、あれはつまようじだろ！　しかもやろうって言って勝手にハダカになったのお前！」

　当時。

　二人にしてみればママゴトの延長だったんだろう。

　カズくんお医者さんね。あたしは患者さんね、と言って雫しずくは俺おれにつまようじを手渡し、さっさと服を脱ぎ、全裸でベランダにうつぶせになった。

　そのお尻しりにちくっ。

　それだけだ。

　思い返してみるとなんで尻なんだろうとか、なんで尻に注射するだけなのに全部脱ぐんだろうとか、色々思うところがあるが、当時は特に疑問を感じることもなかった。

　ま、そんなもんだよな。子供なんだから。

　──ぞくっ。

　凍りつくような視線を感じて、俺は教室を見回した。

　クラスじゅうの女子が汚物を見るような目で俺を見ていた。

「お尻に……浣かん腸ちよう……」

「浣腸じゃない！　注射だ！　勝手に脳内変換してんじゃねえ！」

「安あ良ら城きくんって、そういう趣味あったんだ……」

「うおお畜生！」

　こっ、これは誤解を解こうとすればするほど泥沼にハマるパターン！

　これでギラとシンクレアとクラスの男子全員プラス、クラスの女子全員が敵に回った。

　もう、ぜんぶ敵。

　頭の中に、平穏な学園生活終了のお知らせが流れた。

　しかも俺の両りよ脇うわきでは例の二人が、

「お前が私の下僕を連れ回そうとするからこんなことになるのだ！」

「違いますっ、ギラが私のドレイにくっついてきたからですっ」

　とかやっていて、そのうちギラが、

「言い合いをしていてもラチがあかんな……！」

　と立ち上がって俺の襟えりをいきなりネコ掴づかみで持ち上げた。

　うぐっ……苦しいっ……。

「この際だ。コレがどちらの下僕か、はっきり決着をつけようではないか」

「望むところですっ」

　ギラはとんでもない力で俺を引きずって教室を出ていく。

　え？　何？　どこで何をするつもりなの？

　教室が遠ざかっていく。

　誤解も解けないまま。

　全員を敵に回したまま。

　ああ……さよなら俺おれのスクールライフ……。
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　ギラとシンクレア、俺はどちらの下僕なのか。

　それを決めるために二人が選んだ場所は、ＶＥＧＡアキハバラ店だった。

　照明を落とした薄暗いフロアを見回す俺。

　平日の昼間でも意外と客はいるもんだ。

　しかし……学校サボってゲーセンて。

　母さん、俺はついに不良になってしまいました……。

　うちひしがれる俺の前。

　格闘ゲーム“〝道端ファイターJESSICA４”〟で、二人の女がぶつかり合っていた。

「フハハハ！　死ね！」

「そっちこそ死ぬといいです！」

　言うまでもなくギラとシンクレアだ。

　ビシビシ、バシッ！

　キュイキュイキュイ──ドガガガガッ！

　なんだろう、ゲームの腕を競うっていうより、現実で殴れない代わりにゲームで殴り合ってるって感じ。

　選択キャラも自分を反映してるみたいな似せっぷりだ。

　ギラのキャラは異様に目つきの悪い殺し屋みたいな女。

　シンクレアのキャラは長い金髪の負けん気の強そうな女だ。

　３勝すれば勝ち抜けで、いまはお互い２勝ずつしていて最後の一戦。

　二人の戦い方は対照的で、シンクレアは積極的に仕掛けて一度攻撃が当たれば正確なコンボでまとめて体力を奪っていく。

　一方ギラは後の先を取る戦い方で、相手の隙すきをついてうまくカウンターを決めていた。

「カズマは私のドレイになるんですっ！」

「違うな。カズマは私の下僕だ！」

　俺は黙ってそっと耳を塞ふさぐ。

　どっちに転んでもろくでもない未来が待ってる。

　冷静に考えて俺が一番の被害者だと思うのだが、実際二人が冷静に考えられるならハナから俺たちはここにいないわけで。

　はあ……。

　そして決着が訪れた。

「ハハーッ！」

　残り体力わずかのシンクレアを画面端に追いつめて、ギラが超必殺技を発動。

「ああっ！」

　ガガガッ、ガガガッ、ガガガガガッ！

　超必殺技のヒット数に物を言わせて、ガードの上から削り殺す。

『きゃあ～～～っ！』

　画面の端に追いつめられていたシンクレアのキャラが悲鳴を上げて宙に舞い、画面がスローモーションになる。

　Ｋ．Ｏ．

　ギラの３勝目。

　ああ……。

　俺おれの脳裏に、これまでの人生が走そう馬ま灯とうのように駆けめぐった。

　俺、ギラの下僕になりました……。

　……と思ったらまだシンクレアがあきらめてなかった。

「まだ３勝してませんっ！」

　いきなり何を？

「はぁん？」

　ギラがからかうように口の端を吊つり上げる。

「何を言う？　お前には見えないのか？　画面上に燦さん然ぜんと輝くこの３連のＶマークが？」

「それは道ジェシ４で１勝しただけですっ！　まだ２勝残ってますっ！」

　おおっと。

　出たよ。

　ジャンケンで勝ったら実は３回勝負だった理論。

「ほう……？」

　あえなくはねのけるかと思ったが、そうじゃなかった。

　ギラの目がギラリと光った。

　エモノを見つけた獣の目だった。

「まるで他の訓練ならば勝てるとでも言いたげだなぁ？」

「レースなら負けませんっ！」

　…………と、いうことで。

　急きゆう遽きよルール変更。

　機種別で３勝した方が勝ちということになった。

　そして２戦目。

　対戦機種は“〝マリモカート　アーケードグランプリ”〟。

　選んだのはシンクレアで、これも昔からシリーズで出ている人気ゲームだ。

　俺もゲーセンではやったことがないが、ＷウＷーｉイで何度か遊んだことがある。

　コミカルなカートに特色のあるキャラたち、現実にはありえないコースが色々あって楽しい。

　まずはキャラ選択。

　ギラのキャラは凶暴そうなゴリラで、シンクレアのキャラは凶悪そうなカメだった。

　ギラが隣を覗のぞき込んで言う。

「ほほぅ、レースでドンガメを選択するとは、よほど勝つ気がないと見えるなぁ？」

　シンクレアはふんっと顔を背け、

「脳みそまで筋肉なゴリラに言われたくないですっ」

「なんだと……？」

　二人とも頼むよ……。

　もうちょっと仲良くしようよ……。

　二人は“〝レインボー道路”〟というハイレベルなコースを選択し、スタート。

　真っ暗な空中に浮かぶ虹にじ色いろのコース。

　ここの特徴はガードレールにあたる構造物がなく、少しコースを外れるとあっという間に落下してコースアウトになる点だ。かなり精密な操作が要求される。

　レースが始まり、ギラとシンクレアと６台のＣＰＵがコースへと飛び出していく。

　格ゲーと違って、こちらはずっとシンクレアが優勢だった。

　確実にインを取るプロレーサーみたいなレース運びで１位独走をキープ。

　自分から言い出しただけの腕はたしかにあった。

　一方ギラはあまりやり慣れていないみたいだった。

　５位から７位を行ったり来たりで、たまに良いアイテムを取っては３位ぐらいに浮上するが、それもキープできずにあっさりと後続に抜かれていく。

　シンクレアとは４分の１周ほどの差がついていた。

　３周のタイムを競うこのゲームで、この劣勢から腕だけで巻き返すのはほぼ不可能に近い。

　ふつうに考えれば、ギラの負けは明らかだった。

　だが、不思議なことにまったく焦る様子がない。

「ふふふ……」

　この余裕だ。

　何を企んでる？

　実際に、ギラは何かを企んでいた。

　そしてそれは最終ラップで明らかになった。

「あと１分でゴールですっ！　レースではたいしたことなかったですねっ」

　すでに最終ラップを半分以上走り終えているシンクレアが勝利を確信した、次の瞬間。

「ふふ。慢心は死を招くぞ」

　１ヶ所、すさまじい下り坂になっている手前で、ギラの車がゆらりと右に揺れ、そして──

「そらっ！」

　思いきりハンドルを左に切った。

　カートは当然のようにコースアウト。

　何もない暗くら闇やみに飛び出していく。

　落下が始まる。

　ヤケを起こしたのか。

　俺おれはそう思った。

　──違う。

　落下していく先に、虹にじ色いろのきらめきが見えた。

　あれは……コースだ。

　今飛び出したコースと平行に走る、半周先のコースだ。

　ゴリラの乗ったカートが、そのコースめがけて近づいていく。

　吸い寄せられるように。

　導かれるように。

　そして……ドスン！

　着地。

　ショートカット成功。

「なっ……！」

　一部始終を目まの当たりにしたシンクレアが驚きよ愕うがくのうめき声を上げていた。

　俺もびっくりだ。

　そんな裏道があっただなんて。

　レインボー道路の極端な高低差が、このムチャなショートカットを可能にしていた。

　それまで６位だったギラは、一瞬にして１位になっていた。

　そして着地地点のすぐそばにはゴールフラッグが。

　軽くアクセルをふかして、ゴールを駆け抜ける。

　ギラの勝利だった。

「そっ、そんなの卑ひき怯ようですっ！」

　負けたシンクレアがぶんぶん腕を振って抗議する。

　ギラは落ち着いたものだった。

「はぁん？　卑怯？　ふふ、お前、対人戦をほとんど経験していないだろう」

「うっ……」

　図星みたいだった。

「たしかにお前のコース取りは正確極まりないものだった。あれならかなりいい成績をはじき出せるだろう。しかし──それは対戦相手のいないタイムアタックならの話だ」

　シートから立ち上がる。

「多少なりとも対人戦を経験した者なら誰だれでもわかる。レインボー道路やユッケスタジアムはまともにコースを走る奴の方が少ない。むしろショートカットの成功率が成績に直結するのだ。それを卑ひき怯ようとは──はっは、笑わせる──経験のなさを自ら吐露しているようなものだぞ？」

「くっ……！」

　シンクレアは言い返せず、悔しそうにうつむいた。

　これでギラの２勝目。

　シンクレアはもう後がない。

「次は私が選ぶ番だな」

　しかも選択権はギラ。

　交互に選ぶのが暗黙の了解になってるようで、シンクレアも反対しない。

　自分の得意なゲームを選ぶわけだから、有利に決まっている。

「決めた。レッドドラゴンで決着をつける」

　レッドドラゴン。

　オンライン対戦型麻マー雀ジヤンゲームだ。

「シンクレア、麻雀できるのか？」

「る、ルールは知っています」

「そうか……」

　口には出さなかったが、シンクレアは負けるだろうなと俺おれは予感していた。

　ルールを知っている程度で、おそらく中級者にはなっているだろうギラに勝つのは至難の業だからだ。

　だが……。

　コインを入れた瞬間、シンクレアの瞳ひとみがギラリと光ったのを俺は見逃さなかった。

　こいつ……何か策があるな。

　レッドドラゴンにはストーリーモードに加え、全国のプレイヤーと戦える全国対戦モード、１対１で店内対戦ができるバーサスモードの３つの対戦方式がある。

　二人はバーサスモードを選び、対戦開始。

　とたん。

　シンクレアが牌を倒した。

「？」

　続けて、点数画面が表示された。

“〝４８０００点”〟

“〝天テン和ホー”〟

　シンクレアがアガっていた。

　しかもポーカーでいう、ノーチェンジのロイヤルストレートフラッシュで。

　終わりだった。

　ギラは何もせずに持ち点０になり、負けた。

「勝ちました！　ひゃっほー！　ヒーハー！」

　よほど嬉うれしかったようで、キャラが崩れるようなはしゃぎ方をしているシンクレア。

　そして逆に、

「な……な……」

　肩を震わせたギラが、筐きよ体うたいを叩たたいて立ち上がった。

「……なんだこれはァ──！」

　そりゃそうだろうな。

　コイン入れただけで負けたんだから。

　俺おれはこめかみを押さえた。

「シンクレア、“〝プラチナ積み込み”〟使ったろ」

　プラチナ積み込みは、いわゆるイカサマの一種だ。

　ストーリーモードで勝っていくとポイントが貯まっていく。

　ポイントはイカサマ技と交換でき、高度なイカサマほど交換ポイント数は高くなる。

　プラチナ積み込みはイカサマの中でも一番値の張る奴で、スタート時に最強役ロイヤルストレートフラツシユのタネがほぼ完成型で手に入るというえげつないシロモノだった。

「積み込み……イカサマだと……？　こっ、この卑ひき怯よう者ものがァッ！」

　ビシッと指さすギラ。

　シンクレアは落ち着いていた。

「先ほどのお言葉、そっくりそのままお返しします。それを卑怯と言うのなら、貴女あなたは経験不足です」

「なんだと!?」

「バーサスモードは全国対戦とはまったく異なるもの。イカサマがルールの内側に組み入れられている以上、互いに使用するのは承知の上で望むものです。積み込みを防ぐなら“〝牌山崩し”〟や“〝他山ブッコ抜き”〟が安いポイントで買えます」

　口をへの字にしてシンクレアは言った。

「ぐぅっ……」

　歯をギリギリ言わせて押し黙るギラ。

　プラチナ積み込みはかなりやりこまないとゲットできない。

　こいつ……ルール知ってるどころの経験値じゃないな。

　実はかなりの熟練者だ。

　なのに初心者を装ってまで……なりふり構わず勝ちに来てる。

　ともあれ、ようやくシンクレアに勝ちがついた。

　これでギラ２勝、シンクレア１勝。

　しかも次はシンクレアがゲームを選べる回だ。

　そしてその口から出たのは、思いもよらないゲームだった。

「ＵＦＯ７セブンを希望します」

「……？」

　ギラはその名前を聞いてもピンときてないみたいだった。

「ＵＦＯをどうするのだ？」

　なるほど、と俺おれは思った。ＵＦＯ７セブンはクレーンゲームの一種だ。

　ギラはずっと４階以上の男の子ゾーンで腕を鍛えてきた。

　クレーンゲームのある１階は素通りするだけで、そこにある筐きよ体うたいにはほとんど目もくれなかったはずだ。

　つまりシンクレアの選択は、必勝コースだった。

　実際に１階でゲームをスタートしたときも、経験の差は歴然だった。

「ぬうっ……！　どうして動かないのだ……！　こいつっ……！」

　いっこうに取れない奥のぬいぐるみを執しつ拗ように狙ねらい続けるギラ。

「いっけん頭を持つように見えますが……これは足を引っかけて回転させて……二回で取れますね……」

　種類にこだわらず、取れるものを見抜いて確実にモノにしていくシンクレア。

　結果。

　１０００円で７対０。

　シンクレアの圧勝だった。

「くっ、なぜだ！　なぜ取れなかった！」

　拳こぶしを握りしめるギラの前に、ザッと立ちはだかるシンクレア。

「私も以前はそうでした」

　宿敵を打ち倒した世紀末覇者みたいな立ち姿だった。

「クレーンゲームは取りたいものを取るのではありません。取れるものを取るのです。取れないものはいくらお金をかけても取れません。その見極めが一番大切なのです」

「なん……だと……？」

　卑ひき怯ようも何もなかった。

　経験に裏打ちされた王道の攻略法に、ギラは真正面から打ち倒されたのだった。

　これで二人が並んでしまった。

　互いに２勝ずつ。

　どうなっても残り１戦で片がつく。

「最後のゲーム選択は私だな」

　ギラが言うと、

「それはおかしいですっ」

　シンクレアが異議を申し立てた。

「アンフェアですっ。ギラが３戦選べるのならギラの方が有利に決まっていますっ」

「む……」

　ギラが口をつぐんだ。

　シンクレアの言うとおりだ。

　自分の得意なゲームを選ぶのだから、選んだ側が有利だ。

「ならば……カズマに選ばせよう」

　え？　俺おれ？

　俺がゲームを選ぶの？　ひいてはどっちの召使いになりたいかを選ぶの？

　シンクレアも頷うなずいている。

　……そ、そうだよな。入試だって就職だって自分から受けに行くんだし。仕える主人だって自分から選びにいっても……うん、なんか違う。

　ともあれゲーム選びだ。

　格ゲーはやったろ、麻マー雀ジヤンもやったろ、レースもやったよな。

　もうないぞ。

　この通り俺はゲーセンに疎いので、フロアパネルを見た。

　が、見てもどのゲームがどのジャンルなのかわからない。

　うろうろ視線を彷徨さまよわせていると、見覚えのある文字列を発見。

「これ……」

　そこには“〝DEADMAN'Sデツドマンズ HOUSEハウス４”〟と書かれていた。

　ギラがＶＥＧＡアキハバラ店に来て最初にプレイしたゲーム。

　ゾンビをサブマシンガンでなぎ倒すガンシューティングだ。

　ギラは「良かろう」と言い、シンクレアは少しためらったあと「……わかりました」と言った。

　決まりだ。

　俺の運命は“〝DEADMAN'S HOUSE４”〟に託された。

　４階に戻り、二人はDEADMAN'S HOUSE４の１コンと２コンを握る。

　コインを入れる二人の背中に、燃え上がるようなオーラを俺は見た。

　ゲームのイントロが始まる。

　ザッ！

　二人は互いの顔にコサンブトマロシーンラガーンの銃口を向け合った！

「……これほど歯ごたえのある相手は久しくいなかったぞ」

「光栄です。しかし泣いても笑ってもこれが最後……」

「そうだッ！　だからこそッ！」

　ギラが吠ほえた。

「私は今ッ！　全力で貴様を打ち倒すッ！　シンクレア＝シルヴァスタイン！」

　シンクレアも負けてはいなかった。

「貴女あなたに敗北を教えてあげましょう！　ギラ＝メッサーシュミット！」

　おお……。

　まるで宿敵どうしの最終決戦みたいじゃないか。

　でも竜りゆ虎うこ相あい搏うつ……って感じじゃない。

　もうちょっと可愛かわいい感じの、なんだろう、そうそう、ミーアキャットvsハムスターって感じ。

　ゲームが開始された。

　たくさんのゾンビが襲い掛かってくる。

　二人の実力は互角だった。

　ほぼ同時に敵を撃つため、どちらの弾が当たったのかわからない。

　スコアの増え具合でかろうじて判別できる程度だ。

　二人とも当たり前みたいにノーダメージで、どんどんステージを進んでいく。

　スコア的にもまったく互角のまま次々とステージをクリアしていき、あっさりとラスボス戦に突入。

　ラスボスはぬらぬら緑色に光る巨大な泥の怪物だった。

　もう見るからにキモい。

　そのときだった。

　顔色ひとつ変えず撃ち続けてきたシンクレアが、初めて苦しそうな表情を見せた。

「くっ！」

　弾が当たらない。

　明らかに集中を乱していた。

　当然それはスコアにも表れ、やっとラスボスを退治したときには、小さな、しかし確かなギラとの差がついてしまっていた。

「ふははは！　やったぞ！」

　コントローラーを握ったままぴょんぴょん飛び跳ねる小学四年生。じゃなかった18歳。

「これでカズマは私の飼い犬だな？　ん？」

　しかも飼い犬て。

　下僕より悪化してる。すでに人ですらない。

　沈んでいるシンクレアに、俺おれは声をかけた。

「最後、どうしたんだ？」

　途中まではカンペキだったのに、ラスボスにきて急に動きが鈍くなったのが気になっていた。

「はい、あの……」

　シンクレアは肩を落として言った。

「ラスボスが友人に似ていたのです……」

「…………へ、へえ……」

　だから撃てなくなったと。

　納得……。

　てか、あんなグロい奴が友達にいるのか……。



　　　□■□■□



　その後の俺おれの犬っぷりといったらなかった。



「犬よ。この千円札を両替してこい」

「犬よ。ＢＬＴサンドが食べたいぞ」

「犬よ。メダルカップを持ってこい」

「犬よ。座りたいのでそこで四つんばいになれ」

「犬よ。退屈だからちょっと爆発してみろ」

　……い、犬をなんだと思ってるんだ！

　最後の二つは俺の尊厳にかけて拒否したが、基本的に俺の立場は体ていのいい召使いだった。

「か、カズマ、私も……」

　ときどきシンクレアが便乗しようとするが、

「カズマは私の犬だ」

　そのたびにギラが立ちはだかって阻止する。

　シンクレアはむううっと頬ほおを膨らませて、

「ちがいますっ。カズマはみんなの犬ですっ」

　とか言ってくれて、わあい俺みんなの人気者……。

　あれ？

　なんだろう、涙が……。

　ギラはあくまで余裕の表情だった。

「ふふふっ。負けたというのに見苦しいぞ。負けたら負けたなりにもっと堂々としていればいいものを。その余裕のなさ。器が小さい小さい。やはりしょせんは守るモノのない人間か」

「ま、守るモノなんて……ギラだってそんなものないはずですっ」

「あるとも！」

　ふっふ～ん、とギラは得意げに胸を張った。

「そうだな……たとえば、恋人とか！」

「えっ!?」

　シンクレアの、完全に不意を突かれた顔。

　さらにギラ。

「他には……恋人とか！」

「恋人!?」

「あと、恋人とか！」

　３回も言った。

　お前恋人自慢したいだけだろ。

　顔が完全に浮かれてやがる。

　脳みそお花畑病。

「こ……こい……びと？」

　唖あ然ぜんとするシンクレア。

「そうとも！」

　ギラは傲然とあごを突き上げた。

「もしかして私が銃をぶっ放すしか能のない脳筋女だと思っていたのか？　はははっ、残念だったな。私にも大切な相手ぐらいいるのだ！」

　ガガ～～ン！

　ショックを受けるシンクレア。

　そうだよな。

　たしかにショックだよな。

　ギラ＝メッサーシュミット。恋人はショットガン。

　……ぐらいに思ってたのに、いきなり恋人います宣言だもんな。

　ああ、でも言いたい。

　シンクレアに言ってやりたい。

　あいつ、すがすがしいくらい勝ち誇った顔してるけど、その恋人がいるのはＤＳの中だって。

　まあ、だから何だってわけじゃないし、これを聞いてシンクレアがどんな反応するかもわからないし、そもそも下手にそんなことを言おうもんなら俺おれの首から上で花火がパーンだし……。

　さっきあやうく銃殺されかけた身としては、あんまりこのデンジャラスな話題に首を突っ込みたくない。

　つまり俺は何も言わず黙ってるわけです。ハイ。

　俺はちらちら二人を確認しつつ、基本的には目をそらして聞いてないふりを決め込むことにした。

「そ、そのお相手は……」

　シンクレアが口をあぐあぐさせて尋ねる。

「教えてほしいか」

　ギラはうっすらと笑った。

　すげえよな。

　二次元との恋でここまで自信満々になってる奴を初めて見たぞ。

「恋人は、私のすぐそばにいる」

「えっ」

　シンクレアの首がブンッと俺に向いた。

　うお、俺おれに振るなっ。

　俺は視線をそらしたまま、小刻みにこくこくうなずく。

　はい。すぐそばっていうかカバンの中にいます。

「カズマ……」

　いや頼む。

　こっちを見ないでくれ。

　俺はこの件に関してはノータッチでいきたい。

　ギラは絶好調でなおかつ有頂天だった。

「認めよう！　ごく最近まで、私には確かに恋人などいなかった。バケモノ退治を生なり業わいとする我々に、愛だの恋だのといった戯ざれ言ごとは必要ない。我々はＳＳＡ。法王庁ヴアチカンの牙きば。バケモノどもを根絶するためにのみ存在する殺戮機械キリングマシンだ。そのような我々に、恋人など必要あるものか……そう思っていた。ずっとな」

　口を閉じてかぶりを振る。

「だが……今は違う」

　もう一度シンクレアを見たギラの表情は、喜びにあふれていた。

「私は目覚めたのだ……愛のすばらしさに……」

　うっとり。

　目を細めて。

　視線はどこか遠いところ。

　口元にはマザーテレサみたいな優しい微笑ほほえみ。

　奇跡使いの教祖様を信じて疑わない、いっちゃってる新興宗教の勧誘みたいだった。

　でもなギラ。お前とその、明あ日す香かちゃんだっけ？

　彼女との間には分厚い次元の壁がな、うん。

　応援はするけど、うん。

「すばらしいぞ。大切な人と過ごす日々は。いつでも一緒にいられることがこんなにうれしいことだとは……」

「ど、どちらから告白……」

　ふふん、とギラは得意げに鼻を鳴らして、

「向こうからだ」

「ええっ！」

　シンクレアがまた俺を振り返った。

　俺はまた視線を合わせずにコクコク頷うなずく。

　そうそう。明日香ちゃんに告白されたんだとよ。

「『気がつくときみのことばかり考えてる』と言われてな……。ああ、思い出すだけで胸がキュンキュンと！」

　胸がキュンキュンて。

　雫しずく。お前の隊長さんは今バカになってるぞ。

　今まで経験なかったもんだからよけい反動が激しいんだろうな。

「そんな……」

　シンクレアがよろめいた。

「そんな……私の知らない間に……」

　よろよろっ。

　どさっ。

　床にへたり込むシンクレア。

　魂が口から抜けかかってる。

　反対にギラはますます増長して、どうしてこうなった的なセリフを連発している。

「愛が人間を強くするのだ！　愛のない人間に強さなどない！」

「大切な人が隣にいるだけで世界が違って見えるのだ！」

「独り身が許されるのはせいぜい小学生までだなっ！　ははははっ！」

　その一言一言に殴られるようにのけぞるシンクレア。

　さすがに一方的で可哀かわい想そうになってきたな。

　俺おれはギラをたしなめることにした。

「まあまあ、うれしいのはわかるけどそれぐらいで、な？」

　こいつには自重って言葉を教えないといけない。

　どこでもこんな調子だとそのうち刺されるぞ……。

　ギラは俺に視線を合わせると「ふん……ま、よかろう」と完全に上から目線で俺の意見を受け入れてくださった。あ、ありがとうございます？

　よし。次はシンクレアのフォローだ。

「ま、シンクレアにもすぐに恋人ぐらいできるって。な？」

　落ち込んだシンクレアに声をかけ、手をさしのべると、シンクレアはよろよろと頭を上げ、俺を見て、

「うっ……」

　じわあっとその目め尻じりに涙が浮かんだ。

「ばかあっ！」

　バシーン！

　差し出した手を払いのけられた。

　あれ？　なんで？

　俺、なんか悪いことしたか？

　考え込む俺の後ろからギラが一歩歩み出て、

「この機会だ。お前にも私の恋人を紹介しよう」

　と言ったが、シンクレアはキッとギラをにらみつけると、

「いりませんっ！」

　ダン！

　立ち上がった。

　ギラを睨にらんで、俺おれを睨んで、「へぅ……」うわ、泣きそう。

　みるみる目め尻じりに涙がたまっていき、それを振り払うかのように、

「うわああああんっ！　二人のばかあああっ！」

　思いきり身をよじりながらエスカレーターを駆け下りていった……。

「うーん……」

　残された俺とギラ。

　俺は頬ほおを掻かく。

「ギラ……ちょっとやりすぎだろ……」

「なんだと？　私は恋人のいる幸福を分け与えようと思っただけだ。ほら日本語でも言うだろう？　幸せのおすそ分けと」

「そのおすそ分けはいらん」

　シンクレア、ちゃんと一人で帰れるかな。

　もう遅くなってきてるし、ちょっと心配だな。

　捜しに行こうか、でも探しあてたところで俺の隣にはギラがいる。素直に一緒に帰ってくれるとは思えん。

　……とか考えつつ、しばらくギラと駄だ弁べってると、店内放送が入った。

　ピンポンパンポ～ン♪

『アラキさま～、アラキさま～、迷子のお子様をお預かりしていま～す。ピンクのＴシャツに青いスカートの女の子で～す。２階受付でお預かりしていま～す。繰り返しますアラキさま──』

　あいつ……、

　迷子になってる────！



　　　□■□■□



　ＶＥＧＡを出たのは閉店間際で、外はすっかり真っ暗だった。

　このくらいの時間になると店のシャッターが次々と閉まっていく。

　街の灯が消えていく。

　人通りはめっきり減って、昼の雑踏がうそのようにがらんとしている。

「……あっ、あれは迷子になっていたのではないのですっ」

　俺が何も言わないうちから言い訳を始めるシンクレア。

「外に出たら知らない通りで、間違ったと思ってまた店に戻って、それから元の通りに出ようと思ったら道順がわからなくなっただけですっ」

「迷子じゃねえか」

「えぅぅ～～～」

　両手で顔を覆ってしゃがみ込むシンクレア。

　ギラが珍しい昆虫を見る目でそれを見ている。

　じ～っ。

「み、見ないで下さいっ！　こんな私をっ！」

　……うん。

　合わせる顔がないってコレだよな。

　ケンカ別れっぽい流れで別れたのに、迷子になったあげくそのケンカ相手に迎えに来てもらうとか、もうプライドも何もあったもんじゃない。

「まあまあ。メシでも食って帰るか」

「うぅっ……ごはんで私の心が癒されると思ったら大間違いですっ！　エビフライ！」

　……今のはエビフライ食べたいって意味だったのか？

「えぇと、じゃあファミレスでも入るか。この辺ファミレスってあったっけ？」

　きょろきょろ。

　マックと牛ぎゆ丼うどんはあるがエビフライがありそうなファミレスは……。

「あ」

　シンクレアが小さく呟つぶやいた。

「どうした？」

「今、あの遠くのビルの間を何かが横切った気がして……」

「……？」

　目をこらす。

　遠く向こうのビル群。

　吸血鬼の夜目には見えても一般人にはまずムリな距離だ。

「……見えないな」

　フクロウでも飛んでたのかな。

「ひっ」

　またシンクレアが声を上げた。

「今度はなんだ？」

「あ、あれ……」

　今度は遠くじゃなく、進行方向を指さしてた。

「ええと……あっ、あれ……うわっ！」

　俺おれの高校のブレザーを着たオッサンがこちらに歩いてきていた。

　ドレフュス＝マッカランだった。

　なんでアキハバラにいるの!?

　マッカランは黒いリュックを背負って、手に持ったメモをチラチラ見ながら店の名前を確かめている。

　俺おれらに気づいている様子はない。

　近づいてくる。

　近づいてくる……。

「────」

　すれ違った。

　なんかブツブツ言ってた。

　怖え……。

　すれ違う瞬間に俺はメモを盗み見ていた。

　暗くてよくわからなかったが、ジョジョとかバキとか書いてあったような気がする。

　しかもたぶん雫しずくの字。

　マッカランは亡霊のように人混みに紛れて消えていった。

　なんか……見ちゃいけないものを見た気がした……。

「…………」

　俺は気を落ち着かせるためにゆっくり息を吸った。

「ええと、エビフライだったよな？」

「何事もなかったかのように続けないでくださいっ！」

　シンクレア、ちょっと泣きそう。

「何ですか今のはっ！　すごく怖かったですっ！」

「だ、大丈夫だって。雫ががんばって教育してる最中だから。そのうち立派な……立派な何かになるから。うん」

「何かって何ですかっ！」

「俺に聞かないでくれ」

「カズマのあほっ！」

「そんなこと言われても……なあギラ。……ギラ？」

　俺たちのやりとりを見て、ギラはなぜか暖かく微笑ほほえんでいた。

「ふふ」

「？」

「楽しいな」

「ええっ？」

　これまでのやりとりで何か楽しいところが!?

　ギラ、大丈夫か……？

「マッカラン、見てたよな？」

　ギラは微笑ほほえんだまま、ああ、と頷うなずいた。

「雫しずくに任されたのだろう。ならば心配ない」

「ほんとか……？」

「ああ」

「…………」

　こいつ、どうしたんだろう。

　さっきからニコニコして。

「何かあったのか？」

「そうだな、しいて言えば……あれほど険の取れたドレフュスの顔を初めて見た」

「ふうん？」

「いつも思い詰めたような顔をしていた。必死に任務をこなしていく姿は頼もしくもあったがどこか危なげでな。あのままいけば遠からず精神をやられていただろう。シズクに任せて正解だ。あいつはガス抜きが上手いからな」

　……雫は褒められてるのか？

「環境の影響も大きい。日本はいいところだ」

　柔らかい声で呟つぶやく。

「ドレフュスだけではない。私もそうだ。訓練に事欠かない環境。豊富な才能。優しい人々。何もかも恵まれている。そして──大切な人にも巡り合えた」

　そろそろ心の中ですらツッコまなくなってきた俺おれ。

「日々心が暖かくなっていくのを感じる。今までの自分がうそのようだ」

「いいことじゃんか」

「…………そう、だな」

　そう言ったあと、ギラは口をつぐんだ。

「……何か言いたそうだな」

「いや」

　それからはあえて俺も何も言わなかった。

　しばらくして、ギラはぽつりと言葉を口にした。

「幼キンダ稚ーガ園ーデンの霊的耐性ＳＲテストで８００点を叩たたき出したときから、私の人生は変わってしまった」

　それがきっかけだった。

　つっかえた石がポロリと取れたように、ギラの口は昔の思い出を吐き出し始めた。

「年端も行かない頃ころから戦闘技術を叩き込まれた。バケモノを殺し、潰つぶし、滅するための技を。私は乾いたスポンジのようにそれらを吸収した。他の人間が１年も２年もかかってようやく習得できる技術の数々を、私はすべてごく短時間でマスターした。最初はみな驚いて私を褒め称えたが、そのうち期待は畏い怖ふに、賞賛は陰口に変わった」

　皮肉な笑いを漏らす。

「“〝出る杭くいは打たれる”〟という諺ことわざが日本にはあるそうだな。私の場合は打たれて凹へこむほど弱くなかったのが幸いして……いや災いか。一般の子供が小学校を卒業するくらいの歳にはすでにルーマニアのド田舎いなかに放り込まれて人狼ワーウルフ狩りをしていたよ」

　日常とかけ離れた生活だ。

　俺おれには想像もつかない。

「あとで聞いた話だが当時の隊長は私を部隊に参加させるために実戦投入の年齢制限を引き下げさせたらしい。当時の写真を見ると笑ってしまうぞ。屈強な大人の群れに一人だけこんなちびガキが紛れ込んでいるのだからな」

　ふふっと笑う。

「おかげで聖女ジヤンヌダルクだの鉄アイのアン処メイ女デンだの色々と言われたよ。まったく下らない。バケモノを斃すのに通り名などいらん。私にはこの聖マクガリオの剣と聖別銃ホワイトコールがあればいい」

　腕と腰をそっと手で押さえる。

　一番頼りになる相棒が仕込まれているだろう部位を。

「そうやって一生生きていくのだろうと思っていた。別に不満があったわけではない。ただ平静にそう思っていただけだ」

　俺も、シンクレアさえも神妙な面持ちで聞いていた。ずっと胸に秘めていただろうその心情は、俺たちを否応なしに引きつけた。

「だが」

　手を離す。

　前を見つめる。

「だが、この日本という国は私を変えてしまった。怒りに突き動かされて生きていたようなこの私が、毎日笑っている。色々な感情を知った。楽しさ、うれしさ、愛……。どれも今までの私にはなかったものだ」



    

  
    
      



    

  
    
      　ふふっと笑う。

「幸せとはこういうことを言うのだろうなと思う。だが同時に、これでいいのかとも考えてしまうのだ。これまで生きてきた世界とあまりに違いすぎて……な。どこかで自分の居場所ではないような気がしていまだに戸惑うことがある」

　そう言ってギラはそっと俺を見上げた。

「カズマ、教えてくれ。私は、私は……こうやって何かを楽しんでもいいのだろうか？」

　そう尋ねるギラの顔は深い森に迷い込んだ子供のように不安げで心細そうだった。

「…………あのな」

　俺はため息をついた。

「ギラ、ちょっと目をつむってみろ」

「な、なんだ？　何をするつもりだ？」

　とたんに動揺するギラ。

「目をつむれといったら、それは、それはすなわち……キ、キ、キスの合図……！」

　それを聞いて横でシンクレアが大きく呻うめいた。

「アホか」

　ゲームのやりすぎだ。

　そういうシチュエーションがあったんだな。

「いいからつむれ」

「ん、わかった」

　目を閉じるギラ。

「あうぅ……」とシンクレアのうめき声。

「ん……」

　唇がキスの形に動いていこうとしている。

　違うって言ってるのに。

　予想をはるかに上回るバカになってる。

　おそるべし恋愛シミュレーション。

　ＳＳＡの鬼隊長がこんな有様だよ。

　横でシンクレアが

「ダメです……そんなのダメです……！」とせっぱ詰まった声で呼びかけてくる。

　さっきからどうしたこいつ。

　さて、と。

　俺おれは拳こぶしを振り上げて、げんこつをギラの脳天に落とした。

　ごちん。

「ギャッ！」

　ギラが頭を押さえてうずくまった。

「な、何を……」

「さっきの答えだ」

　俺おれはちょっとだけ怒っていた。

「何かを楽しんでいいか、だって？　なんで楽しんじゃいけないんだ？　ギラが何かを楽しむことを、誰だれかに止める権利なんてあるのかよ」

「カズマ……」

「ＳＳＡだって仕事以外で楽しんでる奴なんていくらでもいるだろ？　雫しずくなんか帰ってきたら睡眠まで削って遊びまくってるぞ。そりゃあ鍛えられてる最中は遊ぶ暇なんかなかったかもしれないけど、今は違うだろ。日本に来て、楽しいこと見つけたんだろ。なら、やりゃあいいじゃんか。法王庁ヴアチカンに帰ったって、続けられる。打たれて凹へこむほど弱くないって自分で言ってたろう。なら、遠慮するなよ。誰にも、何にも」

　腹が立っていた。

　ギラにじゃない。

　鬼隊長のギラにこんなことを言わせてしまう育ＳてＳ親Ａにだ。

　ギラは雷に打たれたように呆ぼう然ぜんと俺を見ていたが、うっと目に涙を浮かべてうつむいた。

「カズマ……私は……」

「なんだよ」

「………………ありがとう」

　うつむいて涙をこらえる姿は、まるで小さな子供のようだった。

　何かを楽しんでもいいのか、なんて。

　ふつうの人なら疑問すら抱かない。

　こんな小さなことを、どれだけ言えずにガマンしてきたんだろう。

　俺はその頭に乱暴に手を乗せて、ぐしゃぐしゃと撫なでた。

　はわわっとシンクレアが慌てた。

「泣きたいときは泣いてもいいんだ。ここはＳＳＡじゃない」

「泣いてなどいない！　泣いてなど……」

　俺の手を払いのけようとするが、払う手に力がない。

　そのうちすっかり大人しくなったかと思うと、俺の袖そでをぎゅっと握った。

　ぐすっ。

　しゃくり上げる音。

「うえぇん……カズマぁ……」

「……うん」

　幼い頃ころから訓練場や戦場に放り込まれて生きてきたギラ。

　ろくに親に甘えることもできなかったんだろう。

　でも、今日ぐらいは昔に戻ったっていい。

　泣きたいまま泣いて、吐き出したいことを吐き出して、すっきりすればいい。

　それができるなら、何もできない俺おれが今ここにいる意味はあるんだろう。

　……くいくい。

　シンクレアが俺の服を引っぱる。

　くいっ、くいっ。

　自分の頭を指さす。

　……なんだよ？　

　俺は首をかしげたあと、ギラの相手に戻った。

　ガビーン！

　シンクレアがショックを受けていた。

「はわ、はわわ……」

　思春期はよくわからん。

　ギラは少しだけ泣いて、ぐしぐし、と袖そでで涙を拭ぬぐって、それからぐいっと俺の身体を両手で押しのけた。

「？」

「さ、先に行っていろ」

「なんでだ？」

「……明るいところで顔を見られたくないからだ」

「そうか」

　長い間、人に泣き顔を見られたことなんてなかったよな。

　俺は頷うなずき、シンクレアを連れて駅に向かおうとしたが、シンクレアは少しの間ギラを見つめたあと、

「イヤですっ！　カズマと一緒に帰りたくなんかありませんっ！」

　と言ってギラの隣に立った。

　そっか、と俺は素直にうなずいてその場を後にした。シンクレアが初めて見せた友情に水を差すほど俺は子供じゃない。

　俺は二人を置いて駅に向かうことにした。

　ようやく定着してきた脳内マップを引き出しながら、俺は駅に向かっていく。

「こっちの方が近かった……はず」

　いくつか角を折れたところで、俺は妙なことに気がついた。

　人通りが奇妙に少ない。

　というより、ない。奇妙な雰囲気だ。

　ザッ。

　静まり返った路上に、足音が響いた。

　ザッ。

　ザッ。

　ザッ。

　ひとつじゃない。大勢だ。

　軍隊のように歩調を合わせ、規則正しく近づいてくる。

　足音の間隔はやけに長い。にもかかわらずどんどん大きくなってくるのは、大おお股またで歩いているからか。

　ザッ。

　ザッ。

　前に人影が見えた。

　人影は俺おれの方に近づいてきていた。大きく跳びはねながら。

「────」

　一気に心臓が加速する。

　俺はすばやく街灯の陰に身を潜めた。

　直後。

　──ザッ。

　俺の前に、異様な集団が出現していた。

　軍隊のような二列縦隊。

　数はきっちり10人。

　真っ黒な中華帽に、真っ黒な中華服。

　足をそろえて直立し、まっすぐ前に突き出した両腕は指先までぴんと伸びている──全員が同じ姿勢で時が止まったかのように静止していた。

　僵尸キョンシーだった。

　ギラが何度も口にしていた、あの。

　先頭の奴と俺とは１ｍぐらいしか離れていない。

　その顔を見て、俺は震え上がった。

　あんな青白い顔を、俺は見たことがなかった。

　一目でわかる。

　あれは、生きてる人間の顔じゃない。

　死人だ。

「……」

「……」

　小さく、くぐもった声が聞こえる。

　だが、誰の口も閉じられたままだ。

　誰だれがどうやって喋しやべっているのかまるでわからない。

　不意に、先頭の一体がこちらを向いた。

　……見つかった。

　感情のない、穴の開いたような瞳ひとみが俺を見つめていた。

　心臓を氷の手で掴つかまれたみたいだった。

　奴は両手を揃そろえ、ピンと伸ばした指先そのままに突きを放った。

　ズグッ。

　しゃがみ込んだ俺おれのすぐ真上、街灯の柱が紙細工か何かのようにブチ抜かれた。

　マジかよ。

　金属製だぞ。

　ぎぎ……。

　街灯が傾いていく。

　５ｍはある街灯が、ただの突きにその腹をえぐられて……。

　倒れる。

　ぎぎぎ、ぎぎぎぎぎぎぃ～～～～～、

　グシャァッ！

　地面と衝突した電灯部分が砕け散り、街灯は路上に横倒しになった。

　もう俺が隠れるようなスペースはなかった。

　真まっ青さおな顔が近づいてくる。

　心臓がバクバク言ってる。

　死ぬ。

　──見つかったら息を止めるといいのよ──

　不意に映画のセリフが浮かんだ。

　これしかない。

　通じてくれ。

　思いきり息を吸って、止めた。

　真っ青な顔が、俺の目の前でストップした。

「…………」

　右を見た。

　左を見た。

　俺を捜している。

　本当に見えてないのか。

　僵尸キョンシーはすうっと顔を引き、元の列に戻った。

　軍隊のような２列縦隊が完成する。

　そして全員が同時に、まったくヒザを曲げずに跳躍した。

　ザッ。

　僵尸の行進が再開された。

　ザッ。

　ザッ。

　ザッ──

　遠ざかっていく。

　足音が小さくなる

　足音が消えるくらいに小さくなって、俺おれはようやく息を吐き出すことができた。

「ブハァッ！　……ハァッ、ハァッ、ハァッ、ハァッ」

　なんとか逃れられた。

　そう思った後、俺はあっと叫んだ。

　奴らが去った方向には、ギラとシンクレアがいる。

　俺は今し方味わった恐怖も忘れて走り出していた。
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　異常な光景だった。

　人通りの途絶えた路上。

　小さな女の子二人の周りを、10体の僵尸キョンシーが取り囲んでいる。

　ギラの足あし下もとに、サイフが落ちていた。

　首かけヒモの切れた、コドモサイフ。

　あんな恐ろしい集団を前にして、ギラはまったく怯おびえた様子がなかった。

「ギラ……」

「ハハッ」

　ギラが笑った。

「ハハハッ」

　何かが吹っ切れたような笑い方だった。

「私を殺しに来たのだとさ。はるばる海を渡ってご苦労なことだ」

　唇をゆがめる。

　皮肉げな、自虐的な笑みが作られる。

「やはりだ。私がどんな未来を望もうとも、お前たちバケモノはそんなものお構いなしで私の前に現れる」

　ギラは片足を上げ、足下のコドモサイフを踏みつけた。

　その行動に、俺はギラの心の奥を垣間見た気がした。

「幸せな夢を見ていた。叶かなうことのない夢だ。ありえないと思いつつも心のどこかで叶うことを願っていた。馬ば鹿かだな、私は」

　法王庁ヴアチカンの行使する唯一の武力、ＳＳＡ。

　その中心となって力を振るうギラは、ふつうの人生なんて歩めなかった。

　ゲームで遊んで騒ぐこと、学校に通うこと、人（？）を好きになること。俺らにとっては当たり前のそれらは、ギラには一生触れるはずのないものだった。

『私は何かを楽しんでもいいのだろうか？』

　ギラはそう言った。

　俺おれは当たり前だろと返した。

　違った。

“〝楽しむ”〟ことは、ギラにとって当たり前のことじゃなかったんだ。

　少しばかり楽しいことがあっても、すぐにバケモノ退治の日々の中に紛れ、色あせ、埋没していく。

　だから、日本に来て初めて体験した“〝当たり前の日常”〟は、ギラにはきっと虹にじ色いろに輝く毎日だったんだ。

　この何気ない日々がずっと続けばと、心のどこかで期待してしまった。

　けど、それは今終わろうとしている。

　期待を裏切られた悲しみは、外へは向かわなかった。

　内側。

　こんな叶うはずもない期待をした自分は、なんてバカだったんだろう。

　自分に厳しすぎたギラは、他の誰だれかではなく自分を傷つけた。

「やはり私とワルツを踊るのは恋人ではなかったな」

　ジャカッ。

　真っ白いショットガンを抜く。

　そしてリュックからＤＳを取り出し、ディスプレイを開いた。

　画面の中で微笑ほほえむ女の子に向かって、はかなげに笑いかける。

「さよなら、明あ日す香か。私の愛した人」

　そう呟つぶやいて、ギラはそのＤＳをそっと道端に置いた。

　──戻ってしまうんだ。

　俺は直感した。

　楽しかった日々はすべてここに置き去りにして、冷静で冷徹なＳＳＡの隊長“〝鉄アイのアン処メイ女デン”〟ギラ＝メッサーシュミットに、戻ってしまうんだ……。



「へ？」



　急に間の抜けた声が聞こえた。

　シンクレアだった。

「愛した人？　え？」

　シリアスな場面でたった一人、混乱したニワトリみたいにあちこち首をカクカクする。

「え？　ギラのコイビトは、だって……カズマ、じゃ……」

　俺？

　俺がギラの恋人？

　んなわけないだろ。

　俺は懸命に目線で合図を送る。

　見ろ。そこ。

　その子だよ。ギラの恋人。ＤＳの中のヒロインのことだよ。

　俺おれの視線を追ったシンクレアは、しばらくＤＳを見つめ、ようやくひとつの結論にたどり着いた。

「………………コイビト？」

　こらこら、指を差すな。

　人を指差したらダメって言われたろ。

「カズマではないのですか？」

　ブルブルッと首を横に振る俺。冗談じゃない。

「……カズマではないのですね!?」

　あれ、なんか急に顔が輝きだしたぞ。

「そうですか！　ギラの恋人はカズマではないのですか！」

　すげえうれしそうだ。

　俺、何かうれしがらせるようなことしたか？

　あ、もしかしてギラの恋人が生身の人間じゃなくて安心したのか。

　そういえばギラが恋人いる宣言したとき、こいつやたら凹へこんでたしな。

　張り詰めた戦闘の空気の中、一人ニコニコしているシンクレア。

「もう！　それならそうと早く言ってくださいっ！　まったくギラもカズマも──」

　そのときだった。

　僵尸キョンシーの一体が大きく跳躍したかと思うと、シンクレアのまん前に降り立ったのだ。

「────っ」

　総毛だった。

　シンクレアがやられる！

「あ、危ない！」

　俺が叫ぶと同時にギラがショットガンの狙ねらいを定める──



　バチィンッ！



　何が起こったのかわからなかった。

　耳をつんざく破裂音がしたと思ったら、シンクレアの前にいた僵尸キョンシーが地面にブッ倒れていた。

　……ビンタ、か？

　そうらしかった。

　シンクレアの放ったビンタが、僵尸キョンシーを一撃で張り倒したのだった。

　ぶつかったところの舗装道路がちょっと凹んでる。

　冗談みたいな威力だった。

　どんだけ強いんだよ、吸血鬼のバカ力は……。

「なぜでしょう。今日は気分がいいです」

　そう言ってシンクレアはにっこりと笑った。

　その、背後。

　数体の僵尸キョンシーが音もなく跳躍し、空中から襲いかかった。

「危なっ──」

　だが、シンクレアはすでに動いていた。

　少しだけ立ち位置をずらして、ガシッ！

　落下してくる僵尸キョンシーの足首をキャッチしてそのままハンマーを叩たたきつけるみたいに──

　ずがんっ！

　えげつない音を立てて、僵尸キョンシーの顔面がアスファルトにめり込んだ。

「優しく畳んであげますっ。るんっ♪」

　怖ええ……。

　ニコニコ笑いながら人間の身体をバットみたいに振り回すシンクレア。

　表情と行動が全然一致してない。

　他の僵尸キョンシーも簡単に後ろを取って、あとはもう殴りたい放題だった。

　どかんっ！

　ばしんっ！

　げし、げし、げし！

「………………」

　あっけないくらいに数が減っていく。

　棒きれＶＳ恐竜って感じ。

　なんか、相手が可哀かわい想そうになってきた。

　せっかく怖そうな感じで登場したのに、こんなやられ方で終わるなんて……。

　それもこれもゾンビが弱いんじゃない。シンクレアが強すぎるんだ。

　バケモノのレベルが違いすぎる。

　まあ、俺おれにとっちゃありがたいが……。

「……はっ！」

　そうだ。

　唐突に気づいた。

　すぐそばにギラがいるんだ。

　ヤバい。

　退魔のエキスパートが、この人間離れした戦い方を見て何も感じないわけがない。

　すぐさま人外だと見破るだろう。

　吸血鬼バレしたら、今度こそ本当にただじゃすまない……！

　俺は唾つばを飲み込み、さっきから黙りこくっているギラの様子をおそるおそる窺うかがった。

　ギラは……。

「すばらしい……」

　あれ？

　感動してる？

　おかしい。シンクレアに向ける目は憧あこがれのヒーローでも見るようなそれだ。

　なんで？

「これが訓練場ＶＥＧＡで鍛え上げられた人間の実力か……」

　カン違いしてた。

　ものの見事に。

　シンクレアの身のこなしひとつひとつをまじまじ見つめて、本気で感心してた。

　吸血鬼のキの字も出てこなかった。

　本気で“〝ＶＥＧＡにふつうの人を放り込むとこうなる”〟って思ってるみたいだった。

　…………。

　えー……と。

　助かった！　肝心なところでアホの子で！

　あっぶねえあぶねえ。

　ふ～～～。

「カズマ」

「うん？　俺おれ？」

「カズマとシンクレアはどちらが強いのだ？」

「なんでだよ」

「レッドドラゴンでのカズマの戦略眼はすばらしかった。普段は凡俗ここに極まれりといった風情だが、実はかなりのポテンシャルを秘めていると私は睨にらんでいる」

　飛び火きましたー。

　やめてー。

　お前どれだけカン違いすりゃ気が済むんだよ。

　凡俗の方はちゃんと合ってるのに。

「いやその、俺は本当にたいしたことないぞ。マラソンはすぐヘタるし、懸垂は５回しかできないし、ドッジボールは逃げ回ってばっかりだし、麻マー雀ジヤンも別に強いわけじゃないし、空前絶後で前人未踏のモテなさだし、なにげに恨みがましいし、あとえっとえっと」

　俺が必死に自分の価値を下げようとがんばってる間に、シンクレアの周りにはダウンした僵尸キョンシーが次々と積み重なっていった。

　残り二体のうちの一体が、今倒れた。

　そして最後の一体。

　ばきっ。

　あっさりと決着がついた。

　シンクレアの圧勝だった。

　ふるふるっと手首を振って、こともなげに一言。

「手ごたえがないですねっ」

　……すげえな。

　もう終わりかよ。

　シンクレアが10人いたらＳＳＡなんていらないんじゃないか？

　いや違うな。吸血鬼ってのはみんなこれくらい強いってことか。

　…………あれ？

　倒れた僵尸キョンシーの数……。

　１、２、３、……９。

　一体──足りない。

　ぞくり。

　嫌な予感がした。

　振り返った。

　俺おれの方を向くギラの背後に、一体が背景に溶け込むように立っていた。

「殺……」動かない口でそいつは言った。

　ギラが危ない──！

「ギラ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　とっさに叫んだと同時──ゴウッ！

　突然だった。

　巨大なマントのような黒い霧の塊がギラの背後を駆け抜け、僵尸キョンシーを絡め取り、建物と建物の間にさらっていった。

「ん？」

　ギラが振り返ったときにはもう、その背後には何もなかった。

「どうしたのだ？　急に大声を上げて」

　目をぱちくりさせるギラ。

「…………いや……なんでもない」

　俺おれはゆっくりかぶりを振る。

　霧の中に一瞬だけ顔が見えた。

　あれはクルスだった。

　記憶を反はん芻すうしていると、そのうち建物の間から人影が歩いて出てきた。

　やっぱりクルスだ。

「おや？　カズマたちじゃないか」

　まるで今気づいたとでも言うような、白々しい演技だった。

　クルスは「そうだ」と突然思い出したような素振りをした。

「ねえ聞いてよカズマ。今日バイト帰りに女の子を助けちゃったよ」

　おっと。

　堂々と言うものだからおかしくなって、俺は口の中で必死に笑いを噛かみ殺した。

「そうか。大丈夫だったか？」

「もちろん。悪い人はその辺でノビてるよ」

　にっこりと笑うクルスに俺も笑い返した。

　会話を聞いていたギラは俺たちの顔を交互に見て、子供みたいに訊きいてくる。

「うん？　うん？　どんな敵だったのだ？」

「なんかね、古めかしいコスプレした人たちがよってたかって女の子をいじめようとしてたから、思わず割って入っちゃったんだ」

「ほほう……モヤシっ子のくせにやるではないか！」

「モヤシっ子……」

　どよ～ん……。

　なにげにショックを受けてるクルス。

　二人を見ていて、俺は少し嬉うれしくなる。

　こんななんでもない会話ができるのも、シルヴァスタイン兄妹のおかげだ。

「今回はＳＳＡの隊長に戻らずに済んだな」

　俺が言うと、ギラははっと俺を見返した。

「そ、そのために私を戦わせまいとしたのか？」

「いや、ただの偶然なんだけど……」

“〝やはりだ”〟

“〝私がどんな未来を望もうとも、お前たちバケモノはそんなものお構いなしで私の前に現れる”〟

　ギラはそう言った。

　そう言って、この楽しかった数日間を全て頭の中から追放して、血も涙もないあちらの世界に戻ろうとした。

　けどシンクレアが（ほんとにただの偶然だったけど）代わりに僵尸キョンシーをぶちのめして、すんでのところでギラをこっちに踏みとどまらせた。

　だから。

　ギラの望んだ未来がどんなものなのか、俺おれは知らない。

　けれど一つ言えるのは、それはおそらくまだ継続中だってことだ。

　夜。

　人通りの絶えたアキハバラのメインストリートで、俺たち４人は笑い合っていた。

　その数秒後、俺は状況を正しく理解することになる。

　僵尸の襲撃はまだ終わっていなかったということを。

　ス……ッ。

　完全に不意打ちだった。

　クルスの背後に、音もなく大きな人影が出現していた。

　僵尸。

　すべて倒したはずなのに。

　その僵尸は服装が違った。

　中華服に金色の縁取りがなされていて、他の僵尸より位が上のようだ。

　こんな奴はあの10体の中にいなかった。

「殺……」

　その口が動いた。

　俺は理解した。

　今まで聞いていたのは、こいつの声。

　こいつが親玉だ──！

「クルス！　後ろだ！」

「へ？」

　ようやく声が出せたときにはもう遅かった。

　僵尸は腕を引き、鋭く尖とがった爪つめをクルスの首に突き立てようとしていた。

　ギラが気づいた。

　シンクレアも気づいた。

　でもダメだ、間に合わない──



　ザシュッ。



　音がしたのは、クルスの首からじゃなかった。

　僵尸キョンシーの腕。

　僵尸の突き出した腕の、肘ひじから先がなくなっていた。

　そして。

　僵尸のそばに、一人の小男が立っていた。

「──私の特技は人外を抹殺することです」

　ドレフュス＝マッカラン。

　かつてＳＳＡの鬼子と言われた男。

　黒いリュック。

　右手に細身の剣。

　左手にマンガがぎっしり入った大きな紙袋。

　…………おいっ！

　紙袋、詰めすぎで破れそうなんだけど。

　マッカランはその紙袋をそっと地面に置いた。

　それから細身の剣を構え直し、静かに言った。

「シズク＝ホシムラの要請により、僵尸撃滅の任務を実行します」

　ぼぼぼっとその刀身に炎が走った。

「疾とく去れ。現うつ世しよから」

　ヒュン。

　もう片腕が宙を舞った。

　ヒュンヒュン。

　頭が胴体から離れた。

　ヒュンヒュンヒュンヒュンヒュヒュヒュヒュ──

　剣のスピードが増していく。

　夜よ闇やみに描かれる炎の軌跡が僵尸の体を次々に切り裂いていく。

「アリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリ」

　え……

　影響受けてるー！

　助けてくれたのはうれしいけど、なんか僵尸が可哀相な気がする！

「アリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリ」

　みるみる細切れになっていく。

　こうなったらもちろん……。

　最後の決めゼリフは言うに決まってる……

　よな？

　肉の一片まで切り刻み、マッカランがスパッと剣を鞘さやに収めた。

「アリーヴェデルチさよならだ」

　言っちゃった。

　マッカランの背後で、炎の中に沈んだ僵尸キョンシーの残骸が、紙を燃やすように舞い散って消えていった。

　後には何も残らなかった。

「……………………………………………………」

　全員が呆あつ気けにとられていた。

　どうしてマッカランがアキハバラにいるのかとか、どうしてマンガの詰まった紙袋を提げてるのかとか、そのリュックからはみ出してるモノがフィギュアの箱っぽく見えるんだけどとか、色々言いたいことはあるんだけどぶっちゃけ答えは一つなので、あえて触れない。

　何はともあれすんでのところで助けてもらったんだ。

　雫しずくとマッカランにありがとうと言いたい。

　いや、正確には「あ、ありがとう？」と言いたい。

　ＳＳＡの未来が心配だ。

　マジで。



    

  
    
      
エピローグ　許可



「カズくん、隊長見てない？」

　僵尸キョンシーの襲撃からほぼ24時間後──つまり次の日の夜、うちを訪ねた雫しずくがリビングのドアを開けるなりそう言った。

　俺おれはちょうど遅めの夕食をとっていたところで、焼き餃ぎよ子うざをハフハフほおばりながら、

「知らないな。……なあ、何か聞いてるか？」

　とテレビの前で録りだめした戦隊モノを観ているシルヴァスタイン兄妹に訊きいてみたが、二人は正座した後ろ姿のまま揃そろって首を横に振った。仕草がまるっきり一緒だった。

「そっかぁ……何か嫌な予感するんだよね～」

　雫はそう言いながら勝手に俺のプラスチック箸はしを奪って、勝手に俺の餃子を手前に引き寄せて、勝手に食べ始めた。

「雫……それ……俺の……」

「あっごめん、いただきます言ってなかった。いただきますっ」

「いやそうじゃなくて……」

「熱あフっ！　ハフッ……ふ～、とてもおいしいです！」

　こいつは何を食べても「おいしいです」か「とてもおいしいです」しか言わない。

　ともあれ俺おれの夕食がなくなった、その直後だった。

　ドバターン！

　ドアが勢いよく開いてギラが登場した。

「ここにいたかシズク！」

「ボハァッ」

　雫しずくが噴いた口いっぱいの餃ぎよ子うざが俺の顔面にモロ降り注いだ。

「うわ熱っ！　熱っつ！」

　慌ててジャージの袖そでで拭ぬぐいまくる俺。

　できたての餃子って顔にかかるとメチャクチャ熱いのな。

　雫には俺に謝るような余裕はなく、箸はしを握ったまま青ざめてギラを見上げている。

　シルヴァスタイン兄妹は逆に「あ、来た」ぐらいのリアクションだった。昨日一日でだいぶ耐性がついたらしい。

　俺たちの前に仁王立ちしたギラは会心の笑みを浮かべて言った。

「喜べシズク！　申請が通ったぞ！」

「え？」

「休暇を申請しっぱなしで許可が降りていなかっただろう。休暇はおいそれと許可を出せんからいったん取り消して研修の名目で出し直した。本日サインしてヴァチカンに送付してやったぞ！　たっぷり１ヶ月だ！　感謝するがいい！」



    

  
    
      



    

  
    
      「え……」

　すぐには意味がわからなかった雫しずく。

「えええ……！」

　だが、徐々に飲み込み始めると、その顔に喜びが広がっていった。

「た、隊長……！　すごい！　ありがとうございます！」

　だが、喜びでいっぱいの雫の表情は次のセリフで固まった。

「それも２名だ！」

　ピースの形で右手を突き出したギラに、リビングは静まりかえった。

「……へ？」

　２名。

　雫ともう一人。

「duお前」

　ギラは人差し指で雫を指し、

　続けて親指で自分を指す。

「＆、ich私」

「いっ…………いやああああ～～～～～～～!!」

　恐怖マンガのヒィィ～絵で嫌がる雫。

　そんなに嫌か。

「ど、どうしてですか隊長！　休暇を取るにしてもわざわざ日本にいなくったって……フィジーとか……マダガスカルとか……他にどこかあるでしょう！　どこか！」

　だん！

　握りしめた手をテーブルに打ちつける。

　嫌がるのを通り越して、もう怒ってた。

「理由は３つある」

　ギラは泰然と頷うなずいた。

「１つめ」

　指を一本立てる。

「日本の戦闘教育を学ぶため」

「はっ！」

　その瞬間、雫は悟った。

　自分が長い時間をかけて墓穴を掘っていたことに。

　ゲーセンが戦いの訓練場だというトンデモなウソをつき続けた結果がこれだった。

「日本の優れた訓練施設を視察し、また、実際に訓練を受けた者の戦いぶりを目まの当たりにして、私は改めて日本の戦闘教育の有用性を再認識した。こちらに留まってそのノウハウを学ぶことは今後のＳＳＡにとって非常に有意義なことだと私は考える」

　日本で戦闘教育のノウハウを学ぶ。

　まさに“〝研修”〟だった。

「あ、あうう……」

　がくりと頭を垂れる雫しずく。

「あたしのせいだ……しくしく……」

「２つめ」

　雫に構わずギラは２本めの指を立てた。

　そのあと、ギラはすぐまたその２本目の指を折って、１本指をシンクレアに突きつけた。

「２つめは……お前をＳＳＡにスカウトすることだ、シンクレア！」

「ひあぁっ!?」

　今度はシンクレアがビビる番だった。

「わ、わた、わた、わ、わた？」

　あわあわするシンクレアにつかつか詰め寄って、ガシッ。

　その手を強く握る。

「お前の力が欲しい！」

「ひっ」

　ＳＳＡ隊長と吸血鬼。

　腹ペコのライオンに手を握られるウサギの図。

　シンクレアはびっくりするほど青ざめて、半分死にそうだった。

「アキハバラで見たお前の戦闘力には度肝を抜かれた。あれほどの力があればすぐさま第一線で活躍できる。どうだ。私と一緒にＳＳＡに来ないか。人類の平和のために力を併せて憎にっくき吸血鬼どもをデストローイ！　ジェノサーイド！　するのだ！」

「いっ……いやあっ…………！」

　半泣きで嫌がるシンクレア。

　ギラさんギラさん、目の前にいるのが憎にっくき吸血鬼その人ですよ。

　シンクレアにしてみれば「お前の友達、全員ブッ殺しちゃおうＺＥ☆」って言われてるのと同じだからな。

　そりゃ怯おびえるよな。

　兄貴も少しぐらい助けてあげればいいのに、こいつ助けるどころか逃げる気だ。

　さっきから正座のままちょっとずつ廊下の方へ動いていってる。

「クルス、どこ行くんだ？」

　ぎくっ。

「……ちょ、ちょっとお花を摘みに」

「…………」

　どこでこんな言葉憶えてきたんだか。

　あとそれは女の言葉だ。

「──三つめ」

　ようやくシンクレアの手を離すと、シンクレアはへたへたとその場に崩れ落ちた。

　ご、ご愁傷様です。

「三つめはお前だ」

　指さしたのは俺おれ。

　ん？　俺？

　なんで？

　ギラは大おお股またで俺に歩み寄り、立ちはだかると、

「目をつむれェッ！」

　突然、気合いの一声。

「うおっ？」

　反射的に目を閉じてしまう。

　それどころか座ったままビシッと気をつけの姿勢をとってしまった。

　そうせざるを得ないような、強制力のある声だった。

　なんだ。何されるんだ。

　不安が膨れ上がっていく中、俺は思い出した。

　昨日、まったく同じ感じでギラの頭にげんこつを落としたことを。

　うげぇ、と内心で呻うめく。

　あのときの仕返しか。

　くそ、殴られる、殴られる、絶対痛い──！

　ショックに備えて奥歯を噛かみしめた、その直後。



　チュッ



　唇に、柔らかくて温かい感触があった。

　……え？

　俺は目を開けた。

　目の前でギラが、いたずらに成功した子供のような顔で笑っていた。

　ちょっと顔が赤い。

「お前、いま……」

「言っただろう？　目をつむったらキスの合図と」

「なぁっ!?」

　ギラは俺の首に手を回して抱きついてきた。

「三つめはお前をメッサーシュミット家の婿として迎え入れることだ！　カズマ＝アラキ！」

　な　ん　だ　と。

　わきゃわきゃ抱きついてくるギラ。

　石化する俺おれ。

　なんだろう。どうするんだろう。俺どうなっちゃうんだろう。

　そのときだった。

　ぼきっ。

　雫しずくの握っていたプラスチック箸はしが突然二本ともへし折れた。

「隊長……？　いくら隊長でもやっていいことと悪いことがありますよ……？」

　雫……怒ってる？

　ばきっ。

　今度はシンクレアだった。

　その手に持っていたＤＶＤ－｜Ｒがケースごと粉々になってた。

「ヒィィ！　僕のヨーコ・コレクション・ＤＶＤがあぁ～～！」

「き、き、き、キス、キスした……キスした……！」

　ぷるぷるぷるぷる……。

　ヤバい。

　スターリングラード並の殺気が充満してる。

　に、逃げないと……！

　待避は、間に合わなかった。

　しゃきジャキン！

　雫が剣と銃を同時に抜いた。

「対象“〝ギラ＝メッサーシュミット”〟へ秘跡“〝天炎フオーコ・デル・シエロ”〟を実行します……！」

　シンクレアがコタツを片手で持ち上げた。

「ケダモノは挽ひき肉にくですッ！」

　ジャカッ！

　間髪いれずギラがショットガンを抜いた。

「ははは！　嬉うれしいぞ！　ＶＥＧＡで培ったその戦いぶり、私に見せてみろ！」

「やめろォ！　家が壊れるぅ～～～～～～～！」



了



    

  
    
      
あとがき



　皆様こんにちは。七なな位い連れん一いちです。アキハバラヴァンパイアナイト二巻出ました。まあちょっと手にとってみてくださいな。

　今回はゲーセンの話です。雫しずくの上司のロリ軍人をゲーセンで拐かどわかす話です。いっ、いやらしくなんてないんだからね（棒読み）。

　ということで久々にゲーセン行ってみたんですが何ですか最近のゲーセンの超進化ぶりは。なんでゲーセンにお化け屋敷があるんですか。なんで大人数用の乗り物があるんですか。ちょっと目を離した隙すきにこれだから都会は。

　そんな華やかなアトラクションを横目にいそいそとガンダム戦場の絆きずなに乗り込み、偶然店内で敵どうしになった高校生を滅殺する僕。嗚あ呼あ、僕だって胸が痛まないわけではないのです。彼らにとって１プレイ４００円は大金であることでしょう。見渡せば１００円で遊べるゲームがたくさんあります。それらを蹴けってまで戦場の絆をプレイしようというその心意気。どうですか。少なくとも僕は買ってあげたい。

　でもここ、戦場だから……。あたしたち、敵どうしだから……。



　ゲーセンといえば小学生のときに１プレイ50円のゲームを弟と二人で１回で３０００円使って親に怒られたことがあります。ゴジラみたいな巨大怪獣２体で街やら敵モンスターを破壊していくアクション？ゲームなんですがタイトルが思い出せません。誰だれかご存じありませんか。プレイキャラは緑色のゴジラと上半身がくるくる回転するロボットとあともう一匹いた気がします。なんだっけこれ。



　ゲームに関しては僕は非常に幸運な世代だと思っています。超初期の簡略化テニスみたいなゲームこそ触れていませんが、ファミコン以降のゲームの進化をリアルタイムで目撃できたのはやはり幸運だなと思います。スーファミが出てマリオの躍動感に驚き、スターフォックスのポリゴンに新しい世界の幕開けを見、ＰＳが出てはＦＦのＣＧにぶったまげ、ＰＳ２が出ては天を突く巨像を見上げて震え、Ｘｂｏｘ３６０のＦＰＳのリアルさに呆ぼう然ぜんとしました。これらを初めて見たときの感動はきっと死ぬまで忘れません。ゲームってすばらしい。だからモンハンｔｒｉ買ってもいいですか担当さん。２００時間は確定で潰つぶれますけど、文庫２冊分書く時間潰れますけどそんなの些細な問題うんなんでもないの。ごめんなさいぶたないで。いつもみたいに。



　そうそう、ド田舎いなかな僕の町にもついにすき屋ができました。和わ歌か山やまメトロポリス化計画は着々と進んでおります。次はなにとぞ天下一品を。天下一品でなくても濃いラーメンならなんでもいいです。当方背せあ脂ぶらに飢えております。なにとぞよろしくお願いします偉い人。



　以下、謝辞です。

　担当様。毎度毎度バタバタですみません。絵師のAnmi様。最初のキャララフ見たときから悶もだえた雫しずくが表紙になって、僕の中で何か輝く液体が満ち溢れています。ありがとうございます。その他にもこの本の出版に関わってくださった皆様、伏してお礼を申し上げます。ありがとうございます。この方たちに報いるためにも色んな人に読んでいただきたいものです。



　それではまた、お目にかかれることを願って。



七なな位い連れん一いち　拝



    

  
    
      



    

  
    
      　【著者】

　七位連一（なない・れんいち）

　　著作『地を駆ける虹』『丸鍋ねこ』シリーズ。

　　さあ諸君、米だ。日本人の心だ。

　　米はとぎ方と水に浸す時間によって出来が変わります。

　　まずは米が濡れる程度に少量の水を入れ、力を入れず米どうしをすり合わせるようにとぎます。それを２度繰り返したら適量の水を入れ、２時間程度浸し米に水をよく吸わせてから炊くとおいしく仕上がります。

　　そんな我が家はいつも無洗米即炊き。



　【イラストレーター】

　Ａｎｍｉ（アンミ）

　　アキハバラヴァンパイアナイトの挿絵作業をしていたら、寮の隣の部屋に、オタクのドイツ人が引越しして来ました。一緒に漫画研究部に行っています。



　　blog「メガネ少女」

　　http://ahnanmi.blog.fc2.com/



    

  
    
      アキハバラヴァンパイアナイト２



著　者……七位連一

発行人……三坂泰二

発行所……株式会社メディアファクトリー

　　　　　http://www.mediafactory.co.jp/



２０１２年４月３０日　　電子書籍版　ver.1.0

無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。

©2011 Renichi Nanai



    

  OEBPS/nav.xhtml

    
      		
          プロローグ　エロ画像焼き討ちの乱
        




        		
          第一話　夢とバイトとショットガン
        




        		
          第二話　はぢめてのゲーセン
        




        		
          第三話　隊長といっしょ
        




        		
          第四話　楽しいことはやめるな
        




        		
          エピローグ　許可
        




      


    
  

OEBPS/image/ec_000000_png_nana.png





OEBPS/image/ec_000000_png_kitu.png
O





OEBPS/image/ec_000000_png_kokoro.png





OEBPS/image/o_t002.jpg





OEBPS/image/o_247.jpg





OEBPS/image/o_259.jpg
VDS ) ° /Wn e
| RETTRT Y i

- ——

(30 = / 2

>

BHCADIDRAY NEANS HBILL TEELE

N | Eb%bt! Y
| POTEROON
| EO< i






OEBPS/image/o_t003.jpg





OEBPS/image/o_111.jpg





OEBPS/image/o_215.jpg





OEBPS/image/o_173.jpg





OEBPS/image/o_075.jpg





OEBPS/image/o_141.jpg





OEBPS/image/o_k001.jpg





OEBPS/image/o_121.jpg





OEBPS/image/o_029.jpg





OEBPS/image/o_t001.jpg





OEBPS/image/o_000.jpg





OEBPS/image/o_049.jpg





OEBPS/image/o_237.jpg





